
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      



    

  
    
      ＭＦ文庫Ｊ

桜木メルトの恋禁術

森田季節



    

  
    
      口絵・本文イラスト●nino

編集●笹尾明正



    

  
    
      Contents



プロローグ

第１話　恋禁術師の助手始めました

第２話　恋禁術師の修行始めました

第３話　恋禁術の野外実習です

第４話　恋禁術師になれました

エピローグ



    

  
    
      プロローグ



    

  
    
      
プロローグ



　なあ、何かに一生懸命になったことってあるか？

　そう問われれば、俺おれ、金かな沢ざわ大和やまと（十六歳）は「ないね」と答える。

　だって我々凡人には別にずば抜けた才能があるわけでもなく――

　世界は混乱してるけど、明日食う物に困ってるわけでもなく――

　偉くなったところで、ちょっと毎日高いモノが食える程度で――

　貧乏になったところで、多少狭い部屋に住むしかない程度で――

　そんな時代に、真剣に生きろって言っても無理な話だろ？

　あっ、一つだけ、たった一つだけ真剣になってることがあった。

　俺、金沢大和は二にの宮みや七なな緒おという女の子に恋をしている。

　きっと、小五の時から六年間も。



　俺は小学生の頃ころから、それは冷さめて冷めてつまらない人間だった。

　でも「冷めてる」ってことは「覚さめてる」、つまり寝ぼけてなくてまともって意味でもあるわけだ。何かに熱狂的なほうが変なんだよ。

　そして、五年の時に初めて同じクラスになった二宮七緒は熱狂的な変人だった。

　背も低めで、ウェーブのかかった髪の、おとなしそうな女。でも中身は真逆。

　で、バカな二宮はわざわざ委員長に自分から立候補して、

「いいですか、人という漢字はヒトとヒトが支えあって、できています。だから、七緒が立派な委員長になるには皆さんの力が必要です。よろしく！」

　なんてことを言ったんだ……信じられるか？

　一方、俺はその頃、遅刻の常習犯で授業態度も悪かったから、二宮にはすぐに目をつけられた。あいつの注意と俺の「ほっといてくれ」がワンセット。俺と二宮の仲が悪いというのは学年でも有名な噂うわさだった。あ、噂じゃなくて事実だな。

　でも、その抗争も突然終わりが来た――俺は親の都合で引っ越すことになったのだ。

　最終日の放課後、俺はガラにもなく、教室で夕焼けを見ていた。

　教室に残ってるのは、俺と学級日誌を書いている二宮だけ。

「転校するんだね、金沢君」

　二宮は嫌いな俺にまで声をかけてくる。どこまでも委員長なヤツだ。

「あぁ、他県に行くし、もう戻ってこないだろうな。せいせいしただろ」

「金沢君、転校前までそんなこと言うんだね」

　くるくるっと鉛筆を回しながら、二宮は苦笑する。

「けど、今日は最後だから許してあげる」

　二にの宮みやはわざとらしく、親指と人差し指で円を作って「ＯＫ」のサインを出す。

「なんで、お前の許可がいるんだよ」

　それがきっかけで、俺おれたちは初めてダラダラと話をした。内容はマジでしょうもないものだったが。あ～、なんで俺、最後の最後で敵だったヤツの前で終わったアニメやドラマの悪口言ってるんだろ？

　でも、そんな沈みかけの太陽みたいなダレた空気は一瞬で別物になった。

「ほんと、あのアニメはご都合主義だよな。最初の設定と矛盾しすぎ――」

「こんな話、終わりにしよう」

　と、悲しげな目をして言った二宮の一言を境さかいにして。

「七なな緒おはつらいんだよ。本当は今すぐ泣きたいくらい」

　クラスでも見せたことのない弱々しい表情。

　そして、消え入りそうな儚はかなげな笑顔でこんな言葉を俺にぶつけてきたんだ。



「好きなの。ううん、好きだった、かな？」



　俺のバカな頭はその場で何が起こっているのか、ついていけなかった。

　なんで、二宮が俺のことを好きになるんだよ……。

　優等生の委員長に好かれる要素なんて俺には何もない。

「お前、落ち着けよ……。こんなののどこがいいんだよ？」

　二宮はふるえる手のひらで、

　ぱしん

　と俺のほおを軽く叩たたいた。

　悪ガキの俺でもそんなことをされた覚えはない。

　きっと、それは委員長の二宮の初めての暴力だった。

「金かな沢ざわ君のバカ。好きになることに理由がいるの？　そんなのわからないから、『好き』なんだよ！　七緒が初めて知った、委員長なんかより大事なものなの！」

　二宮はぎゅっと両手を握り、ほんのわずかな間、俺の目を見つめると、

「ごめんっ！」

　と夕焼けの教室から走り去っていった。

　立ち尽くしたままの俺は何も言えずに固まっていた。

　だって、小学生だぞ？　好きって何なんだよ？　わからねえよ！

　まして、ずっと冷さめてる俺に二宮の告白は熱すぎた。

　でも、三日経たっても、一か月経っても、二宮のことが頭を離れないんだ。

　それだ、ようやくバカな俺おれは気づいたんだ。

　俺も二宮七緒のことが好きだったんだって。

　冷めてる人間の俺が、わざわざ二にの宮みやに注意されることをするって、おかしいだろ？　適当にあいづち打って、調子を合わせるのが正しいスタンスだろ？

　俺は、あいつの前でだけ、冷さめてられなかったんだ。

　――だけど、もう俺は二宮の住んでる街から何百キロも離れてしまっていた。



　だから、俺は二宮を忘れないよう、必死に努力した。

　そのために、俺が考案した鉄の掟おきてが二にの宮みや法ほう（正式名称『二宮といつか幸せな家庭を築くための法律』、さすがにこの名前は恥ずかしいので略称で呼んでるが）である。

　たとえば、

第四条　クラスの美少女とあまり目を合わせてはならない。

第十二条　えっちな本は見ない読まない手をつけない。

第五十四条　テレビを見ててアイドルが映ったら、囲碁や野球中継に替えねばならない。

　以下、事あるごとに追加され、現在百六十二条まである。

　そして、この条文はすべて最初の一条に直結している。

第一条　以下の項目を明確に破った場合、二宮と恋愛してはいけない。

　つまり、二宮法は二宮以外の女子には永久にときめかないという決意の表れなのだ。

　正直変人扱いされることもあったが……だが、やっと報むくわれる時が来た。

　親父が昇進し、家族ともども、地元に戻れることになったのだ。



　転校先は私立青あお葉ばが丘おか学園。地元十と雪ゆき市の三つしかない高校のうちの一つ。

　この小さな地方都市なら、偶然二宮と出会うこともあるかもしれない。

　転入前日に俺は学園に行った。クラスの委員長が学校の案内をしてくれるのだ。

　学校では運動場でちょうど、赤い髪の女子の生徒会長が就任演説をしていた。

「わたくしは生徒の心を豊かにするため……清純な異性交遊を推進していきますっ！　全校生徒の九割に恋人ができるようにいたします！」

　生徒会長の恋愛公認宣言に生徒たちが沸く。恋愛を応援する生徒会、これは、転入前から縁起がいいぞ。

　さて、俺が職員室前で待っていると、女子生徒が出てきた。

「あ、転校生の方ですか？」

　軽くウェーブのかかった髪の、やさしそうな表情をした少女。

　浮気などしないと誓った俺さえ、なびきかけるほど……いや、彼女は――

　

「も、もしかして、に、二にの宮みや……………………？」

「えっ……………………もしかして金かな沢ざわ君？」



　俺おれは二宮との間の赤い糸を確かに見た。

　六年ぶりの二宮は、あまりにもかわいすぎた。

　世界三大美人が束たばになっても、勝ち目はないってくらいだ。

　その瞳ひとみが、口元が、腕が、手が、足が、髪が、胸が、魂が、美しかった！

　キモいと思われながらも、二にの宮みや法ほうを守ってきてよかった。俺は正しかった……。

「なんで、泣いてるの……金沢君？」

　二宮がきょとんとした顔で聞いてくる。

　あまりのうれしさに涙を流していたらしい。

「なんでもない。ただ、世界中の人間が幸せになればいいと感じただけさ」



「いやあ、まさか金沢君が転入生だったなんて世間は狭いね。あ、ここが保健室、先生が若いから男子に人気だね。でも、ズル休みで使わないこと」

　二宮は小学校の頃ころと変わらないノリで校内を案内してくれる。

　一方、俺は運命の人の予想を上回るハイスペックさに緊張していた。



    

  
    
      



    

  
    
      　なんだろう、かわいさと美しさが見事に融合したって感じだ。きっと狙ねらってる男子も多いだろうな……もし、すでにカレシがいるなんて言われたら……。

　とても、まともに案内を聞いていられる気分じゃない……。

「あの建物が体育館、『バスケがしたいです！』って言えば、万年県大会で一回戦敗退のバスケ部が大喜びで迎えてくれるよ」

「あぁ……」

「あそこが裏庭。人ひと気けがないから、ないしょの話にはちょうどいいかな。でも、委員長の七なな緒おに隠れて悪いことしないでよ。ん？　金かな沢ざわ君、聞いてる？」

「ごめん……。あのさ、二にの宮みやって俺おれが転校した日のこと、覚えてるか？」

　俺は特攻の覚悟でそんなことを聞いた。

　いくらなんでも直球すぎた。でも、計画なんて立ててられなかった。

　俺は初恋の人に、あらためて恋に落ちてしまっていたのだから。

　すると、二宮の動きが、ぴたり、と止まった。

　そして、左手を高速で左右に振り、

「あれ～、あれ……思い出せない……？　ごめんね」

　俺はほっとした気分と残念な気分で半分に引き裂さかれた。

　やっぱり六年というブランクは長すぎただろうか。

　いや、かまわない。なら、今から新たに始めればいいんだ。

「二宮、明日、この裏庭に来てくれないか？　六年前、言えなかった答えがある」

　答えは、もちろん「俺も二宮のことが好きだ」だ。



　そして、翌日。転校初日。

　俺は弁当も食べずに、裏庭で待っている。

　そこに、二宮がおずおずとやってきた。

　急に呼び出して変に意識をさせてしまったかな。でも、後には引けない。

「何かな、金沢君。六年前の答えって……」

「もしかしたら、二宮は古いことを蒸し返されてショックを受けるかもしれない。でも、これだけは言わせてほしいんだ」

　二宮は口をきゅっと閉じる。俺の言葉を待つ姿勢だ。

「うん。俺は二宮のことが、す、す、す……」

　さあ、あと一言だ。

　それでこの六年の戦いにピリオドが打てる。

　そのとき、後ろから何か呪じゆ文もんのような囁ささやきが聞こえた。



　――純じゆん潔けつの女神よ、禁じられた言こと霊だまを紡つむぐ破戒者の口を閉ざせ……。



　何だ、詩の朗読か……？　いやいや、気にしてる場合じゃない。

「俺おれは二にの宮みやのことが、す、す……………………すみそ」

「酢す味み噌そ？」

　ど、どうしてそんな単語を!?　口が勝手に動いたぞ、今……。

「違うんだ！　もう一回言うぞ。俺は二宮のことが、す、す……………………酢す醤じよう油ゆ」

「そうだよね、お酢って健康にいいよね」

「違うっ！　二宮のことが、す、す、酢れんこん！　酢の物！」

　なんで、酢系統ばっかりやねんっ！

「なんだ、お酢の素晴らしさを教えてくれるために呼んだんだね」

　いや、俺は健康食品の営業担当じゃない！

　くそっ！　どうして「好き」と発音できないんだ！

　そんな異常事態にさらなる追い討ちがかかる。

　俺たちの前に小柄な少女が飛び出してきた。

　スカートにかかるほどの長い黒髪。透き通りそうなほど白い手。猫のような釣り目。

　でも、そんなことより、一番特徴的なのは――本気でカワイイこと。

　アイドルですと言われても違和感がないほどに、いろんなパーツが絶妙のバランスで組み合わされている。いや、本当にその手の職業かも。あくまで、二宮の次だけどな。

「あれ、桜さくら木ぎさん、どうしたの？」

「あ、二宮さん、あのね、それがね……」

　二宮に桜木と呼ばれた少女は、俺に負けず劣らず、あたふたしていた。

「あのね、二宮さん、恋愛はいけないことで……その、ごめん、だから…………」

　少女はやけに恥ずかしがっている。

『ポストより赤くなろう選手権』があったら、日本代表ってくらい赤い顔。

　そして、少女はとことん恥ずかしがりながらも、なにやら決意を固め――

「二宮さん、ワタシたち、こういう関係だから！」



　――――俺に唇を一気に近づけた。



　唇がくっつく直前で少女は真っ赤な顔を止めていた。

「はぁ……ふぅ……」と少女の緊張した息づかいが鼓膜を揺らす。

　思考が働かない。なんせ、見ず知らずの美少女とキス未み遂すいなんだからな。

　でも、『二にの宮みや法ほう第二条　ファーストキスは二宮のためにとっておかねばならない』は破ってないぞ。あくまで未み遂すいだ、未遂。

　だけど、この場合、寸止めに意味はない。

　だって、二にの宮みやの方向からなら、キスしているように見えるだろうから……。

　突然のキスシーンを見た（と認識している）二宮は、

「あっ……二人って、そんな仲だったんだ……」

「違う！　二宮、これは――」

「邪魔してごめんね！　それじゃ、七なな緒おは委員長の仕事があるから！」

　と言い残して駆け出していった。

　俺おれの中で何かが終わった。脳内に『本日の営業は終了しました』のアナウンスと共に蛍ほたるの光のメロディが流れてくる。

完　　





　――と、これが小説ならここで終わりにしたいくらいだ。

　でも、これは現実だ。まだ、人生は続いていくんだ。

　二宮が去ったのを確認して、すぐに少女はその顔をどけた。

「は～は～は～、緊張した…………」

　そりゃ、あれだけ異性と顔を接近させたら緊張もするだろ……。

「お前、いったい何なんだよ！　二宮に誤解されただろ」

「なによ！　ワタシだって、死ぬほど恥ずかしかったのよ！」

　黒髪少女は今にも泣きそうである。

「緊急事態とはいえ、恋人と間違えさせるなんて、ゆ、許されないことなのに！」

　よくわからないが、こいつはこいつで何かを捨てる覚悟だったらしい。

　で、泣きそうな顔のまま、こんなことを言いやがった。

「でも、あなたの才能を守るためには……告白を失敗させるしかなかったの」

「ちょっと待て！　どうして告白の邪魔をするんだよ！」

　こいつ、明らかな悪意でやってたのかよ！

「だって、告白したら恋愛しちゃうじゃない！」

「当たり前だろ！　俺は恋愛したかったんだよ！　お前、何者だよ！」

　すると少女は、指導教官か何かのように俺を指差して言った。



「ワタシはこの世から恋愛を消し去る正義の恋れん禁きん術じゆつ師し、桜さくら木ぎメルト！

　あなた、ワタシの助手になりなさいっっっ！

　そして一緒に恋愛のない素晴らしい社会を築きあげるの！」

「れんきんじゅつし？　ああ、いろんな金属を金に変えて儲もうけようとしたアレか」

「違うわよ。その錬金術師じゃないわ」

　桜さくら木ぎメルトは木の枝で地面に正しい表記を書いた。

　恋れん禁きん術じゆつ。

　俺おれの目が正常なら、恋を禁止する魔術と書いて恋禁術。

「恋れん禁きん術じゆつ師しは恋愛という悪魔を人間の心から追い出すのが仕事なの」

　桜木は、えっへん！　と胸を張って答える。小さいからか、胸はない。

「ふ～ん、恋禁術ねえ、なるほど…………おちょくってるだろ？」

　俺はかなりキレ気味で聞いた。こいつが男だったらすでに殴っている。

「ウソじゃないわよ！」

　桜木はムッとして口をぷくうっとふくらませる。

「恋禁術は正真正銘の本物よ。酢す味み噌そって言ったの、覚えてるでしょ」

　人生最悪の酢味噌が脳裏によぎった。

「あの『酢味噌』もお前かよ！」

「そう、あれは四級魔法【不ふ言げん法ほう】よ。目的の言葉を発音できなくさせて、告白を阻止する呪じゆ文もん…………まさか、成功するとは思わなかったけど」



    

  
    
      



    

  
    
      　とにかく、この女が変な術を使うのは事実のようだ。

「いい？　青春は一度きりよ！　才能あるのに恋愛しようとしちゃ、ダメ！」

「いや、そこは普通、『青春は一度きりだから恋をしろ』って流れだろ」

　そいつは、「はあ、これだから素人しろうとは……」という顔をして、

「はぁ、何もわかってないわね。『恋』という字はどう書くか知ってる？」

「バカにするな。それくらい書けるっての」

　俺おれは、靴の先で地面に『恋』と書いた。

「この上の『亦』って漢字はなんて読むか知ってる？」

「ええと、確か漢文で習ったな。『また』だ」

「その下の部首の『心』はなんて言うの？」

「したごころ、だ」

「これで答えが出たわ――『恋』という字は『股また』に下心があるという意味の、下品で破は廉れん恥ちでえっちな言葉だったのよっっっ！」

「な、なんだってーっっっ！」

　こんなトンデモ学説、初めて聞いたぞ……。

「そう、実は恋愛という概念は神聖でもなんでもなかったのよ。それは世界的名作『ロミオとジュリエット』でも語られているわ」

「『ああ、ロミオ、あなたはどうしてロミオなの？』ってやつだな。去年、高校の文化祭で見たけど、ちょっと泣いた」

　もちろんロミオを自分、ジュリエットを二にの宮みやに重ねて見たのだ。ちなみに俺はメロドラマを見ると、即座に配役に自分と二宮をオーバーラップさせることができる。

「ああっ！　そんな間違った解釈にだまされるなんて！」

　おおげさに頭をかかえる猫目。

「おい、俺の解釈はかなり普通だろ？」

「だって、ロミオとジュリエットは恋をしたばっかりに悲劇的な結末を迎えたのよ！　人間は恋をすれば、女の子と入じゆ水すい自殺した文豪太だ宰ざい治おさむのような目に遭あうんだから！」

「な、な、な、なんだってーっっっ！」

　恋愛を全否定か。こいつ、よほど非モテな人生を歩んで、性格がねじれたんだな……いや、そんなバカな。

　この桜さくら木ぎメルト、モデル雑誌の表紙を飾れるレベルなんだぞ。

　少し猫みたいに釣りあがった目が、ほどよい愛あい嬌きようを出していて、そこもまたよい。

　まあ、背低いし、胸もないからモデルはムリだろうけど――あ、しまった！

「あなた、今、何か失礼なこと考えなかった？」

「いや、何にも」

「ところで…………どうして手で目を覆おおってるの？」

「『二にの宮みや法ほう　第四条』だ……」

第四条　クラスの美少女とあまり目を合わせてはならない。

　クラスは知らないが、こいつと長く目を合わせるのは法律違反の危険がある。

　冷静に美少女だなどと分析してる場合ではなかったのだ。

　ただ、これではあまりにも変質者なので、理由を説明する。

「俺おれは二宮との愛を貫つらぬくため、多くの規律を作った。その中には『女子の姿をあまり見ない』というのもあるわけだ。気にしないでくれ」

　いや、たぶん気になるだろうけど。

　だが、薄目をあけると桜さくら木ぎはなんと、ぷるぷるっと感動に打ちふるえていた。

「やっぱり、すごいわ……ワタシの勘は間違ってなかった……」

「そ、そうか。お前も恋愛の素晴らしさに気づいてくれたか」

「えっちな欲望にあふれてる中高生時代に、ここまで禁欲的な生活を送ってたなんて……。恋れん禁きん術じゆつのために生まれてきた人間としか思えないわっ！」

　なにっ！　俺の生き方が恋禁術に適合しているだとっ!?

　思わず、目を覆っていた手も放してしまった。

「もし、二宮さんへの不ふ埒らちな恋心を取り除けば、百年に一度の恋れん禁きん術じゆつ師しに……」

　なんだか、恐ろしいことを口走ってるぞ、こいつ……。

　ここは俺がラブに満ちていることを証明して、誤解を解かねば……。

「いいか、耳の穴かっぽじって聞け！　俺と二宮は小学生時代から相思相愛なんだ！　転校前日、あいつは俺に好きだと言ったんだ。そして、俺も二宮のことが――――」

　言うぞ、言うぞ。

　俺は腹筋に力をこめる。



「俺も酢す漬づけのことが大好きだぁぁぁぁぁぁぁ！！！」



　また、酢かよっっっ！　つか、そんな好きでもねえよ！

　あ、これはさっきの恋禁術かと考えかけたところに――――激痛が走った。

　腹と頭と手と足と股こ間かんに。

「痛い！　いてえ！　いたっ！　全身がくまなくオールラウンドにいてえっ！」

　その場で七転八倒する。我ながら、新しい拳けん法ぽうですというほどの異常な動きだ。

「いてえ！　いてえ！　しかも、尻しりだけ超かゆい！　生まれてから一番かゆい！　それなのに股間は超いてえっ！　げへっ！　げはっ！　がひっ！」

　そんなキモい動きの俺を桜木は驚きの表情で眺めている。

「ま、まさか、【怖愛こわいの枷かせ】まで成功してたなんて……」

「なんだ、それも恋れん禁きん術じゆつか？」

「うん。【怖愛の枷】は対象の人間を好きだと発言すると死にたくなるほどの苦痛を与えるの。この場合は二にの宮みやさん。ちなみに効果は術者が解除するまで永遠に――――」

　あまりの苦痛に意識を失いかけながら、俺おれは休み時間の出来事を思い出す。



☆　☆　☆



　自己紹介を終えてからの一時間目の国語。その後の休み時間。

「ちぃ～す。仲良くやろうぜ、転入生。オレ、武たけ田だ明あき峰みね、Ａ型の水みず瓶がめ座ざ、女性のストライクゾーンは十四歳から二十二歳！　次元は四次元まで可！」

　隣の席の男子が話しかけてくる。同性の友人第一号だ。

「さて、このクラスのことを知らない転校生に大事なことを教えてやろう」

「大事なこと？」

　武田は軽くはねた前髪を偉そうにかきあげながら、続ける。

「さて、質問。このクラスの女子で一番かわいいだろっていうのは誰だれ――」

「二宮七なな緒お」

「即答かよ！　だが、二宮説は有力な説のひとつだ。もう一つの説は、その隣」

　武田は指を二宮としゃべってる女子のほうにスライドさせた。

「あれが桜さくら木ぎメルト。ちっこいことを除けばほとんどパーフェクトだ」

「あ～、確かにかわいいな」

　などと言ったが、あまり真面目まじめに見ていない。

　二宮以外はおまけ。この世は男と女と二宮に分けられる。

「しかし、あれは例外なんだ……だって、あいつは――」



☆　☆　☆



　――恋れん禁きん術じゆつ師しだからな。

　そう、武田は口にしたはずだ。

　俺はまさに桜木メルトに手を出したのか……。いや、絡んできたのは向こうだぞ。

　意識の戻った俺はゆっくりと目をあける。

　――と、桜木の顔が俺の目の前10センチのところにあった。

「うわあっっっ！」

「きゃあっっっ！」

　俺おれは驚いて叫ぶ。それに合わせて桜さくら木ぎも叫ぶ。

「びっくりしたわ……いきなり目をひらいて叫ぶんだから……」

「お前、二にの宮みや以外と触れてはいけない俺の唇に顔を近づけるな！」

「恋れん禁きん術じゆつの才能を調べてたの！　やっぱり素晴らしい才能よ、あなた」

「おい、俺の二宮への愛は聞いてなかったのか！」

「酢す漬づけって言っただけじゃん」

「それはお前の魔法のせいだよ！」

「そうよ。その才能を見捨てるなんて犯罪だわ――金かな沢ざわ大和やまと」

　初めて、こいつは俺の名前を呼んだ。

「あなたは恋れん禁きん術じゆつ師しになる運命なの。確かにまだ基礎も何も知らない素人しろうとだわ。でも心配無用！　ワタシを師匠と信じてついてくれば、最高の恋禁術師になれるわ！」

　びしっ！

　もろに俺を指差して、桜木は断言する。

「恋禁術師になる運命って……。俺は二宮と結ばれる運命のはずで……」

「じゃあ、『好きだ』って言ってみたら？」

　桜木は自分の黒髪をもてあそびながら、人の悪い笑みを浮かべる。

「【不ふ言げん法ほう】で、二宮さんに好きだと言えない。しかも言おうとしただけで【怖愛こわいの枷かせ】のせいで、死にかける。あなたはもう、恋愛なんてできない体なのよ」

「この悪魔め……」

　桜木メルトは腰に手を当てて、得意げに笑っていやがる。

「ははは！　いつの世も恋愛は、滅ほろび去るのよ！」

　だが、悪魔ごときに俺の愛情は止められはしない。

　苦痛に顔を引きつらせながら、俺は立ち上がる。

「もう一度言うぞ。俺は二宮七なな緒おがだいす――グギャアアアアアアアア！！！」

　七転八倒というか、十四転十六倒という勢いで地面をはいずりまわる。

　ミミズにブレイクダンスを習わせてみた、みたいな動きだ。

　常人ならショック死しかねない痛み。

　それをあえて俺は受ける。

　二宮への愛のために。

　無謀な特攻を行う俺に、桜木も顔をゆがめる。

「無理よ……。【怖愛の枷】で死んじゃうわ……」

「ああ、そうかもな」

　俺は再び立ち上がる。

「だけど、死を恐れて叫べない愛の言葉なら、そんなの、偽にせ物ものだ」

　俺おれの愛にビビれ、恋れん禁きん術じゆつ師し。



「もう一度言う、俺は二にの宮みや七なな緒おのことを好き好き大好き超愛してる」



　何の飾りも必要ない。ただ、好きと伝えればいい。

　言い切った直後、何かが割れるような音がした。魔法を打ち破ったのかな？

「ま、まさか、【不ふ言げん法ほう】を振り切って、好きって言っちゃうなんて……」

「はは、これが俺の愛のちから――ぶごっ！」

　今までの苦痛を五としたら五千くらいの苦痛が……。

「ああっ！　【怖愛こわいの枷かせ】がかかってるのに、愛を叫ぶから！」

　そのまま俺はバタっと倒れた。

　……………………。

　視界がぼやける。口を動かそうとするが、自由がきかない。体は言わずもがなだ。

　ちょうど意識が『ある』と『ない』の中間だ。

「ほら、目を覚さまして！　ねえ！」

　――桜さくら木ぎメルトが声をかけてくるが、反応することができない。

「ちょっと！　こんなことで死なないでよ！」

　――そりゃ、俺だってゴメンだよ。だけど、ダメかも知れないな、これは……。気を抜いたら、向こう岸へ逝いってしまいそうだ。

「どうしよう、目を覚まさないわ……」

　――こいつからしたら、死んでるようにしか見えないだろうな……。

「こうなったら、アレをやるしかないかな……」

　――なんだよ、またもじもじして。

「師匠も言ってたわ……これは違うって――人工呼吸はキスに入らないって」

　――え、キ、キス？

「く、くちびる、借りる……わよ？」

　――だんだんと桜木の唇が近づいてくる。それとともに、女の子のいい香りが鼻をくすぐり……って、ダメだろ！

「ぐぼはっ！　げほっ！　うえへぇ！」

「きゃっ！　いきなり吐いたわ！　これじゃ人工呼吸できない！」

　――に、二宮とのファーストキスをとっておくという本能が勝ったようだな……。病気の感染の危険があるから、吐いた人間への人工呼吸はできないという救急医療のルールを利用した作戦……でも、今ので余計に体力を消耗してしまった。

「あ、脈も弱くなってるわ……。助けを呼んでも間に合わない……」

　――ま、まあ、俺おれは二にの宮みやへの愛のために死ねるなら……本望。

　いや、そんなことないだろ。あの世に二宮はいないんだぞ。

　せっかく二宮と同じクラスになれて、初日から死ぬのか？

　やっぱり、死にたくない。

　どんな手段を使っても生きたい。

「ねえ、聞こえる？　あなたを助けられる方法が一つだけあるわ」

　メルトが俺の左手をそっと握る。

　――聞こえる、って言えないんだよな、俺……。

　桜さくら木ぎの手を弱々しく握り返して、俺は意思疎通をはかる。

「恋れん禁きん術じゆつには『友情契約』という技があるの。二人で恋愛なんてしない、自分たちの友情のほうを常に選ぶって誓いを立てるの。その二人の間でなら、力の交換もできる。この場合、ワタシの生命力をちょっとだけあなたにあげられる」

　――それって、お前の寿命が縮まるとかありがちなネタはないだろうな……。

「ずっとあげ続けたら危ないけど、ちょっとだけなら疲れるくらいよ。ただ――」

　あいつは余った左手で自分の口を覆おおう。

　目もすっかり泳いでいて、近くや遠くを行ったり来たりしている。

　――何かまずいことでもあるのか？

「ちょっと、ワタシが恥ずかしいだけ……」

　――何かは知らないが、生死がかかってるんだ、耐えてくれ……。

　わずかに握られた手に力を入れて、あいつの手に力を加える。これが合図だ。

「うん、じゃあ、やるわよ……。少しだけ痛いけど我慢してね？」

　あいつは俺の親指に口を近づけると、

　かぷっ。

　あ、俺の指を噛かんだな、あいつ……。

　あいつの頬ほおは桜の花びらみたいに赤く染まっている。異性の指を噛むなんて、俺だって叫びたいくらい恥ずかしいからな。まして恋れん禁きん術じゆつ師しにとったら……。

　あいつの顔以上に赤い俺の血が細い筋になって指から流れていく。

　そして、桜木は目を閉じると、その血をわずかに舐なめた。

　――お前、何してんだよ！

「契約には血の媒ばい介かいが必要なの！　後は契約文言を唱となえれば、あなたは助かるわ」

　羞しゆう恥ち心しんを捨て去るように首をぶんぶん振る桜木。

「ワタシ、桜木メルトは金かな沢ざわ大和やまとを助手とし、病やめる時も健すこやかなる時も、喜びの時も悲しみの時も、富める時も貧しき時もこれを慰なぐさめ、これを助け、その命ある限り、真心を尽くすことを誓います……」

　――おい……なんか、これ、結婚式の誓いの台詞せりふじゃないのか？　いや、結婚も契約行為なんだろうけど……。

「契約完了！　助手にエナジー注入！」

　何か指から力が入ってくる感覚と共に、不鮮明だった視界がはっきりとして、縛り付けられたように動かなかった体にも感覚が戻ってきた。

　俺おれはゆっくりと体を起こす。

「た、助かった……」

「なんとか間に合ったみたいね……」

　力をくれた桜さくら木ぎのほうは少し疲れた顔で、微笑ほほえんだ。

「ありがと……お前のおかげで生還できた」

「これからは恋愛なんてせずに、ワタシの助手として、しっかり働くのよ、大和やまと」

「ああ、わかったよ……えっ？　えっ？　えっ？」

　なんか、雲行きがすげえ怪しいぞ。しかも、さりげなく呼び方が下の名前に……。

「初心者の大和を〈助手〉、ワタシを〈師匠〉として契約したから」

「いやいやいや、俺がどうして恋れん禁きん術じゆつをやらないといけないんだよ！」

　猫目女は「はぁ？　何を今更？」という顔をして、

「恋れん禁きん術じゆつ師し同士でないと『友情契約』は無理だから。だから、遠慮がちに聞いたけど、大和、同意したじゃない。あ、助手は下の名前で呼ぶルールだから」

「そんな話、聞いてないぞ！　誰だれが恋禁術師なんてなるか！」

　俺は桜木から背を向けて歩き出す。バカバカしい。

　と、桜木に後ろから手を握られた。

「ひごぎゅっ！」

　力が急激に抜けて、俺はその場に倒れこむ……。なんだ、これ……。

「『友情契約』は成立してるからね。裏切るって言うなら、吸い尽くして殺すわよ」

　上から、とてもサディスティックなチビ女の声が聞こえてきた。

「これのどこが『友情』だよ……『奴ど隷れい契約』だろ……」

「何か言った？」

「……言ってません」

　逆らったら死ぬ……。つか、【怖愛こわいの枷かせ】で受けたダメージも治ってないし……。

「それじゃ、助手をよろしく、大和。この師匠がいろいろ教えてあげる」

　くそ、こいつ、師匠だからって調子に乗ってるな。

「じゃあ、俺もメルトって呼ぶぞ。呼び方まで上下関係つけられてたまるか」

「メルトか…………」

　その猫目は不満そうな顔をした。そういえば、変な名前だよな、メルトって。

「まあ、いいわ！　お互い様だし！　それくらいは大目に見てあげる！」

　そこに昼休み終了の鐘が鳴る。

　ただし俺おれにすれば――それは長い苦難の日々の始まりを告げる鐘だったのだ。

　いつか、絶対復ふく讐しゆうしてやるぞ、桜さくら木ぎメルト…………。



    

  
    
      第１話　恋禁術師の助手始めました



    

  
    
      
第１話　恋禁術師の助手始めました



　世間に出回っているラブストーリーの99％は、困難が二人の間に立ちはだかる。

　だって、最初から最後までラブラブ、イチャイチャしてるだけじゃ、話が成立しないだろ。物語にはピンチも恋こい敵がたきも必要なんだ。

　だけど、それは作り話だから、許せるものなんだ。

　もし、自分の恋愛に変なトラップが仕掛けられたら、誰だれだって抵抗するだろ？

　たとえば、今の俺おれみたいにな……。

「ほら、もっとしゃきしゃき歩きなさい！」

　桜さくら木ぎメルトは俺のカッターシャツの袖そでをぐいぐいと引っ張ってくる。

「はぁ……だる……」

　そして、ずるずると引っ張られる俺。

　足取りだって重くなるさ。三十分前には二にの宮みやに告白しようとしていたのに、今は恋禁術師の奴ど隷れいだぞ？　【怖愛こわいの枷かせ】のダメージも残ってるし。

「もう、歩けません……師匠、連れていって下さい……はぁ……」

「師匠って言葉に一切敬意がこもってないわ。ほら、教室入るわよ」

「おっとっと……」

　教室と廊下の間のちょっとした段差につまずきそうになりながら、中に入る。

　――そして、教室中の視線がこちらを向いているのに気づいた。

　もちろん、俺が突然イケメンになったのでも変装してるのでもない。

　よく見ると視線はすぐ横を向いていた。

　そこには、当然俺を引っ張っている桜木メルトがいる。

　これは、もしや……。

「どうして、あの桜木が転校生と一緒に？」「星でも落ちてくるんじゃないか？」「恋愛禁止はどうなった？」

　クラスメイトたちは無責任に余計なことを言い合っている。

　やっぱり、そうか。

　桜木メルトはクラスでも名物の「恋禁術師」なんだ。

　きっと男に触ることなんてなかったんだろう。

　そいつが、男子を引っ張って連れて帰ってきたら、どうなる？

　これは、とっとと釈明しなければ。あくまで俺は二宮が好きなのだ。

「ええと、みんな、聞いてくれ、俺は――――」

「みんな、からかわない！」

　だが、そんな俺おれをかばうように一人の少女が前に出た。

　軽くウェーブのかかった美しい髪に、ほのかに漂ただようレモンの香り。

　いるだけで場を明るくさせる、快活な笑顔。

　心も体も「美しい」というオーラが漂っている。

　つまり、二にの宮みや七なな緒おだ。

　二宮、俺のことをわざわざかばってくれるなんて、まさか――

「二人は、もう昼休みにキスしちゃうくらい仲がいいんだから！　七緒はこの二つの目でしっかり見ました！」

　ぶっ！　二宮がクラスで一番誤解しているぞ！

　そりゃ、メルトは二宮を騙だますために、まさにキスの真ま似ねをしたんだものな……。

　俺は横目でメルトをにらむ。お前、絶対許さんからな……。

　メルトはメルトで、かぁ～っと顔を赤くしてるが、完全なる自業自得だ。勝手に恥ずかしがれ。

　だけど、このまますんなり誤解を受け入れるわけにはいかない。

　たとえ、地球上の人間で最も偉い二宮七緒でも、間違いは正さねばならない。

「二宮！　本当に本当に違うぞ！　あれはキスじゃない！　ええと、ええと…………そう、桜さくら木ぎが転んでぶつかりかけただけだ！」

「へ……金かな沢ざわ君？」

　俺の叫びに、二宮も耳を貸してくれる。そのまま、俺の心の悲鳴を聞いてくれ。

「だいたい、俺がこんなヤツと付き合ってるわけないだろっっっ！」

　俺の前には初恋の人がいるんだぞ。何が悲しくて恋れん禁きん術じゆつ師しに恋をしないといけない？

　はぁ、はぁ……大声を出しすぎて息があがった。

　しかし、これで二宮もわかってくれただろう。

「そうか……そうだったんだね、金沢君」

「やっとわかってくれたか、二宮」

「金沢君は――――ツンデレなんだね」

「え、つんでれ？」

「うん、転校早々、ラブラブですだなんて恥ずかしいよね。でも、心配しないで。七緒は委員長として、クラスメイト同士の恋愛を全力で応援します！　ふぁいとっ！」

　二宮は両手を胸の前でぎゅっと握って、俺を励はげましてくれる。

　それ自体はうれしいが、方向性が明らかにおかしい……。

「二宮、悪いが何かが著いちじるしくそれてる、デッドボール並みに……」

「それにひとめぼれじゃないことも七緒にはわかるよ。金沢君はもともと十と雪ゆきに住んでたよね。つまり、二人は何年も再会を誓い合った幼おさな馴な染じみだったんだね」

　クラスから「おぉーっ！」と歓声があがる……。

「すごいな、あの桜さくら木ぎにそんな過去が……」「転校生に殺意を覚えた。割と本気で」「これは殺やるしかない」

　いかん、いかんぞ、取り返しがつかないことになってるぞ！

　ちなみにメルトは、「幼おさな馴な染じみで恋愛してると思われてるなんて……この恥ち辱じよく、死んで師匠に詫わびるしかない……」などと不吉なことをぶつぶつつぶやいていた。ショックで放心状態らしい。

　頭から、ふしゅ～、と湯気らしきものまで立っているが……気のせいだよな？

「ふふ、桜木さんたら、照れちゃってるね！」

　いや、これは照れるとかの次元じゃないぞ、二にの宮みや。

「正直、七なな緒おは委員長として桜木さんのこと、心配してたの。ずっと『恋愛したら負け』だとか言って、クラスの人の恋愛まで妨害するし」

「桜木のヤツ、クラスにまで実害をおよぼしていたのか……」

「でも、それもこれも金かな沢ざわ君との愛を貫つらぬくためだったんだね」

　なんか、一つの誤解がガン細胞のごとく増殖している……。

「いい、みんな？　二人の恋を温かく見守ること！」

　二宮は応援団長のごとく、右手をグーにして前に突き出す。

「「「おーっ！」」」とやたら息の合ったクラスメイトの声。

　こうなったら、「二宮、好きだ！」と叫ぶか？

　――ダメだ、【怖愛こわいの枷かせ】がある。次は本当に死んでしまうかもしれない……。

　いや、はっきり好きと宣言しなければ、あの魔法は無害のはずだ。なら、遠まわしに二宮が好きだとアピールできないか？

「二宮、本当のことを言うぞ」

「どうしたの、金沢君？」

「俺おれは桜木みたいな背の低くて、貧乳の女に興味はないんだ。俺は髪が軽くウェーブして、もう少し背の高い女が好きなんだ。あとな、小学校から知ってる仲とか、運命的だよな。それと委員長をやってるのも責任感があっていい。つまり、俺は――ぶごふっ！」

　推定時速百五十キロの勢いで消しゴムが飛んできた。

　飛んできたのは桜木メルトの机から。放心は解けたらしい。

「どさくさにまぎれて人をチビ呼ばわりするな！」

　八や重え歯ばを、しゃ～、と出してメルトがにらんでくる。

　痛いてえな……チビなのは事実だろ……。

（安心して、火消しはワタシがやる）

　正気に戻ったメルトが目で合図を送ってくる。

　そうか、恋れん禁きん術じゆつ師しの言葉なら信用の重みも違うはずだ。

「二にの宮みやさん、ワタシは神に誓って、キスをしてないわ。だって、ワタシは恋禁術師だもの。キスなんてしたら負けよ！」

「そ、そうなの……？」

　さすが恋禁術師の言葉。このまま、俺おれの不名誉を取り除いて――

「だって、ワタシは唇がくっつく前に止めたもん！　セーフだもん！」

「お前、表現を考えろよ！」

　周囲からは「くそ、ラブラブしやがって……」「なんだか小学生の恋愛みたいだわ」「熱すぎて火傷やけどする」などという会話が聞こえてくる。助けてくれ……。

「うん、わかった、わかった、桜さくら木ぎさん」

　二宮は、うんうんとうなずいている。絶対、わかってない。

　クラスが「やっぱり付き合ってるんだ」ということで納得しかけている……。

「あのね、だ……か……ら……違うの」

　真実が伝わらないことに気づいたのか、メルトも怒りが沸点に達しつつある。

　こころなしか、長い髪が逆立っているような……。

　でも、クラスのざわめきは収まらない。

　――ぷち。

　メルトの頭の中で何かが切れた音がした。



「違うって言ってるでしょ―――――がっっっ！」



　メルトは近くの机を思い切り右手で切るように叩たたきつけた。

　ぱかっ――――とその机は中心から半分に切断された。瓦かわら割わりかよ……。

「ワタシ、師匠に恋れん禁きん術じゆつだけじゃなく武道全般を教え込まれたの。誰だれか文句ある？」

　びびった連中はそそくさと明後日あさつての方向を向く。

「そういえば、桜木さんって空手、黒帯だったよね……」「あと、柔道も黒帯だ」「ええと、剣道も三段だっけ？」「女子ボクシングも……」

　こいつ、力技で話題をねじふせやがった……。

　そして、異論がないことを確認した後、堂々と自己弁護を始めた。

「ワタシは恋禁術の練習をしてただけ」

　…………………………………………。

　その一言で空気がしんと静まり返る。

　また、それか。恋禁術か――諦あきらめの表情が周囲に広がる。

　読めてはいたが、やはり恋禁術やってますというのは、かなり痛い趣味のようだ。

　ほんと、クラスからあんな視線は浴びたくないもんだな――――

「で、あの転校生はその助手よ」

　何がおかしいんだという顔で、メルトは俺おれを指差した。

　――痛い人を見る目が、こっちにも飛び火した。

　まずい！　俺まで同類に加えられてしまうぞ！

「あら、かわいそうな人がもう一人……」「まだ若いのに残念だわ……」「見るなよ、うつるぞ！」なんて、言葉が聞こえてくる……。

　なんとしても弁解しなければ。

　五月の転校早々、【痛い人】とかいう通称や二つ名を賜たまわってしまう！

「違うんだ！　助手と言ってもそういう意味での助手じゃなくてな、ははは……」

「あれ、【痛い人】があたふたしてるぞ」

　もう、名前が定着し始めているぞ！

「あいつ、そういう【痛い人】だったんだな」「そういえば言動がどことなく【痛い人】っぽいわよね」「おい、【痛い人】って聞こえるぞ！」

　もう、終わりだ……。別にクラスの連中に【痛い人】と思われるのはいい。だが、このままでは二にの宮みやにも【痛い人】と思われる……。

　けれど、それはとりこし苦労だった。

「こら！　ふざけない！」と鋭い声。

　言うまでもなく、二宮だ。そう、二宮はつまらない差別などしない。

「いい？　七なな緒おは委員長としてこのクラス全員を守る使命があります。もし、一人でもクラスの一員である転校生を【痛い人】なんて言う人がいたら、許さないから！　七緒は全力で金かな沢ざわ君を守り抜くからね！」

　二宮の一いつ喝かつによって、クラスメイトも「二宮さんの言うとおりだよね～」とか「クラス委員に従わないヤツは代わりに処罰する！」とか言って、散っていった。

　た、助かった……。

「騒がしくてごめんね、金沢君。委員長として謝るよ」

　てへへと頭をかく二宮。そんな仕草も愛くるしい。何から何まで愛くるしい。

「いや、俺はちっとも気にしてなんかないよ」

　七緒は金沢君を守り抜くからね、守り抜くからね……俺の頭にはその言葉がリピートしている。

「あのね、ちょっと耳を貸して」

　え、それって、耳打ち？　俺はどぎまぎする。まさか、愛の告白……？

　そういや、普通、特別な感情もないのに「守り抜く」なんて言わないよな……？

「あ、ああ、いいぞ、やってくれ」

　二にの宮みやはゆっくりと俺おれの耳に顔を近づける。それだけで、二宮の息づかいが聞こえてくる。やばい、幸せすぎる。胸の鼓動が速くなり、頭には血が昇る……。

「七なな緒おは忘れたわけじゃないから」

　え、え……それって本当にあの小五の告白を？

　よかった、二人の気持ちは六年間、何も変わってないんだ。

「あの桜さくら木ぎさんとの熱いキス、忘れてないから！」

「そっちかよ！」

「恋れん禁きん術じゆつ師しとの許されざる恋。でも、運命の歯車は回りだしてしまった！　この恋が身を滅ほろぼすとわかっていても……！　なんて甘あま酸ずっぱいお話なんだろう。七緒はそんな二人の恋を委員長としてあらゆる手段でサポートするから」

　俺は心の中で泣いていた。むしろ、実際に泣かなかったのを誉ほめてほしい。

「ち、が、う……」

　初恋の人のひどすぎる誤解に、そう答えるのがやっとだった……。



「金かな沢ざわ、あれほど桜木はやめておけと言ったのに……」

　次の休み時間、疲弊して突っ伏してる俺に右隣の武たけ田だが声をかけてくる。

「違うんだ。本当に違うんだ……」

　――俺の気持ちはあくまで……。

　俺は、ちらりとすぐ左隣の席を見る。

　そう、すぐ左隣の席の二宮を。

　席だけなら完かん璧ぺきな配置なのだ。神こう々ごうしい天使が真横にいるのだからご利益抜群だ。

　これで、桜木メルトと付き合っているという誤解さえなければ……。

「あのな、俺は桜木に強引に助手にさせられただけだ。本当にそれだけだ」

　きっと、しばらくこの言葉を繰り返すことになるんだろうな……。

「ところで武田、お前、恋れん禁きん術じゆつって信じる？」

「恋愛を禁止するって書くほうか？　そんな呪のろい、実在するわけないだろ」

　恋禁術が信じられてないならメルトの痛い子扱いも当然だ。

「『れんきんじゅつ』って言葉だけ聞くと、怪しい研究者をイメージするけどな。白衣着て、薄暗い部屋で煮えたぎる釜かまを見つめる桜木。うわ、怪しいプレイ！」

「なんだ、その古風なんだか新しいんだかわからんコスプレみたいな発想」

　まだ初日だが、この武田という男がバカであることはわかった。

「コスプレって言えば、東京の原宿ではゴスロリとかそういうアニメの格好した女の子が土日には集まるらしいな。一回見てみたい――――」



「それはビジュアル系のコスプレ！　アニメのコスプレとはまた違います！」



　武たけ田だの発言は予想外のツッコミでかき消された。

　何が予想外かと言えば台詞せりふの主が、二にの宮みや七なな緒おだったからだ。

「に、二宮……？」

「あ、ごめん……前に見たテレビでやってたから……」

　てへへ、と恥ずかしげに弁解して、二宮は委員長の二冊の議事録に目を戻す。

　表紙には『ぎじろくっ！　初回限定版』と『通常版』とタイトルが書いてある。どう違うのだろう……。まあ、それはどうでもいいや。

「そんな番組やってたんだ。二宮は知識が豊富だな」

　現代文化にも一いつ家か言げんがあるとは、さすがだ。女神の中でも、芸能の神である弁べん財ざい天てんの化身かもしれない。

「あっ……偶然ね、偶然。決して『こす☆ぷれじゃー』のネット配信を毎週見てるわけじゃないから」

「いや、タイトルまで教えてくれなくてもいいんだが」

「あっ！！！　やだな～、なんでこんなに覚えてるんだろ……。と、とにかく！　コスプレにもいろんなジャンルがあるわけ！　武田君のは間違いっ！　勉強しようね！」

　二宮が話を総括した。武田、反省しろ。

「気をつけます……さて、話を戻すぞ」

　と武田が言った。どこに戻すんだよ。

「お前らが付き合ってなくても、桜さくら木ぎの助手ってだけで十分問題だ。友達減るぞ」

「あ～、それはあるかもな……」

　恋愛なんて絶対禁止と言っているような人間に友達がいるとは思えない。

　一味と認識されれば、今後の高校生活に支障が生じる。

　メルトの破天荒ぶりなら知名度は全校レベルだろうしな。でも――

「あいつが勝手に才能があるとか言って来ただけなんだ……」

「ま、お前はせいぜい現実に振り回されろ。俺おれにはこれがあるからな！」

　武田はアニメ絵の女の子の描かれたケースを出す。ああ、ギャルゲーか。

　さほど珍しくない。俺は『二宮といつか幸せな家庭を築くための法律（通称：‥二にの宮みや法ほう）』のために、一切やったことはないが。

「つか、武田、お前、そういう趣味だったのか」

「勘違いするな。もちろん、俺は現実の美少女だって好きだ、大好きだ、結婚したい。だが、現実の美少女の数には限りがある。でも、己おのれのイマジネーションの中ならば、恋人の数は無限大にして自由自在！　あんなこともこんなことも思いのままだ！　だから、俺は現実の戦況が好転するまでギャルゲーを併用する！」

　なにやら武たけ田だは情熱を込めて自分の心境を語った。

「この『気ままに、まい☆だーりん』というゲームはまるで一服の清涼剤のように俺おれのすさんだ心を慰なぐさめてくれるっ！　ハルカは、美み里さとは、つぐみは、俺にラブを与えてくれる。特別にお前にもこれを貸してやろう。辛つらい現実から完かん璧ぺきな二次元に来い！」

「遠慮します」

　もちろん、拒否。

「ど、どうして……？」

「俺には、一生を添そい遂とげるべき運命の人がいる。その恋が成じよう就じゆするまで、俺は一切の浮気をしないと誓いを立てている。たとえ二次元であろうと、浮気は許されんのだ」

「どうやら、血迷ったようだな、金かな沢ざわ」

　武田が悪人ぽく笑う。

「このクラスには桜さくら木ぎメルトがいるぞ。そんな恋など破壊されるにきまっている！」

「うっ……鋭い指摘だ」

「だから、生徒会による巻き返しまで無難なギャルゲーで――あれ？」

　武田の手からギャルゲーが取り上げられた。

　桜木メルトによって。

「ええと、あらすじに『号泣必至の純愛ストーリー』とあるわね……」

　すでにメルトの手はわなわなとふるえている……。

「『愛』ってだけでも最悪なのに、『純愛』だなんて！　つまり百％完璧な悪！　これは許されざることよ！　これは許されざることよ！　恋愛関係物品とみなし、没収！」

「待てよ、桜木！　それはゲームだっ！　現実の恋愛じゃない！」

　武田が血相を変えて、返還を主張する。そんなにあのゲームが好きか。

「はあ？　二次元に萌もえるのも恋愛に決まってるでしょ。

　――それとも、武田君、あなたの恋は二次元だから偽にせ物ものだっていうの？」

「そ、そんなことはない！　ハルカは、美里は、つぐみは、俺の心の太陽だっ！」

「じゃあ、やっぱり没収ね」

「しまったぁぁぁ！　つい、信念のもとに発言してしまったぜ！」

「武田、お前、あほだろ」

　あと、恋心を叫ぶのに、三人も名前呼ぶなよ。一人にしろ。

「このゲームは恋れん禁きん袋ぶくろに入れておくわね」

　メルトはハートとドクロが融合したようなロゴのついた袋にゲームを投げ入れた。袋の裏には『恋すれば無む間げん地獄、愛すれば霊魂消滅』と縁起悪い文句が書いてある。

　どうも、ほかにもいろいろと没収しているらしい。何の権限で？

「ちょっと武たけ田だ君の席は怪しいので、検けん閲えつします」

　そのままメルトは武田の机の中に手を入れる。だから、何の権限で？

　出てきたのは何か緑色の文庫。さっきのゲームのような絵が描いてある。

「ええと、あらすじを読むと……『ファンタスティックラブコメ第二弾！』、これは没収。こっちの本も『ハイテンション・ラブコメ』って書いてあるから没収。こっちの本も『アクション＆ラブコメディ』とあるから没収」

　武田、けっこう買ってるな、どうでもいいが。

「～～～～～！」と武田が声にならない悲鳴をあげた。

「あと、どれもこれも表紙の女の子のスカートが…………これ、パンツはいてるの？　明らかにはいてないでしょ！　破は廉れん恥ちきわまりないわ！」

　メルトは顔を真っ赤にして、両手を、ぶんぶん！　と上下させる。

「やめてくれ！　俺おれのとぼしい小遣いで買った小説が！　バイブルが！」

「聖書バイブルねえ。じゃあ、聖書でも読んでたら？　こんな本より救われるわよ」

　あっさりとメルトは言い放つ。

「くそ……お前など、【太たい陽よう神しん】に退治されてしまえ！」

　いかにも負け惜しみくさい発言をする武田。

　だが、少し気になる発言だ。



    

  
    
      



    

  
    
      「【太たい陽よう神しん】とは誰だれだ？　この学校には神は一人（二にの宮みや）しかいないぞ」

「この高校のすべての男子を恋へと導いてくれる神だ。もちろん、俺おれもその慈じ悲ひにすがってかわいい彼女を狙ねらってる。だが、金かな沢ざわ、お前はその神と相反する人間の助手をしているわけだ。嘆なげかわしい」

「だから、神って誰だよ？」

　その答えはメルトのほうから返ってきた。

「ふん。ワタシがあんな生徒会長に負けるわけないわ！」

　メルトは顔を、ハリセンボンみたいにぷく～っとふくらませる。

　あと、もう話しかけてくるな！　これ以上、二宮との距離を伸ばしたくない！

「でも、生徒会長って、どういうことだ？」

「乙おと女めはこの学園をふしだらな方法で乗っ取った悪魔よ！」

　いや、「乙女」がふしだらって矛盾してないか、メルトよ……？



　昼の授業は、心労のせいで頭に入らなかった。

　これでハゲたら、どうしてくれる。別にハゲ差別をする気はないが、容姿にマイナス補正がかかると二宮に嫌われるリスクが高まってしまう。

　二宮に目を向けると、女子たちと最近見た映画の話をしている。

　しめた、これはポイントアップのチャンスだ。俺は二宮とデートの時に一緒に見る映画を六年以上シミュレートしてきた。映画の話題には強い。

　必ずや「金沢君、映画詳しいんだ」「まあな。でも、もっと詳しい分野があるんだ」「何？」「二宮、君のことさ」「金沢君、七なな緒おもあなたのことが好き……」という展開に持ちこんでみせる！

　しかし、席を立ちかけた時、強烈な殺気を覚えた。

　メルトが消しゴムを握り締しめて、こちらをにらんでいたのだ……。

（浅・ま・し・い・こ・と・し・た・ら・殺・す）

　あいつは口パクでそう信号を送ってきた。

　どうする？

　俺の頭の中に『無視しますか？　はい　いいえ』という選択肢が現れる。

　ここは…………………………………………『いいえ』だ。

　もし、二宮に接近した時に消しゴムを投げられれば、コイバナ好きなクラスの連中は、「あ、もしや痴ち話わ喧げん嘩か？」「やっぱり、付き合ってたのかよ？」みたいな反応をどうせ示す。示すに決まってる……。

　二宮、俺は必ず戻ってくるからな……！

　カバンに教科書を詰め、帰る準備に戻る。と、どうも外がうるさい。

　騒音というよりはキャーキャーという歓声だ。今度はいったい何だ……？

　現れたのは赤みがかった長髪を後ろで束たばねた、高貴さ漂ただよう美少女。

　赤い髪というと普通は不良だが、荒っぽい雰ふん囲い気きはゼロ。

　容姿ももちろん完かん璧ぺきで、スタイルだって精密に設計されたかのように秀逸なのだが、それ以上に内面的な芯しんの強さみたいなものを感じる。

　二にの宮みやが神で天使なら、こっちはフェニックスだな。不死鳥の気高さを持っている。攻撃力１０００の太た刀ちで切りつけてもびくともしないぜってオーラがある。

　だが、どこかで見た覚えが……と思っていると、相手が俺おれの前に来た。

「あなたが金かな沢ざわ大和やまとさんですね？」

「はい、俺が金沢ですけど、あなたは……？」

　彼女は優雅に左手を胸（けっこう巨乳だ）に置き、軽く一礼した。

「はい。わたくし、このたび新生徒会長となった日ひの御み子こ乙おと女めと申します。全校生徒の九割にカップルができる学校作りを目指しております」

　確か、この人、転入前日に就任演説で恋愛公認を宣言していたはず……。

「同じく、生徒副会長の速はや星ほしクレハです。先輩、よろしく」

　続いて、横から副会長が顔を出す。先輩と呼んだということは一年か。

　ええと、制服がリボンじゃなくてネクタイだし、男子…………だよな？

　男子の割には髪が長い。女と言えば間違ってしまいそうなくらい、繊細な雰囲気。しかも目はまるでフランス人形のように青い。

　それで黄色い声の正体も説明がついた。女子のクレハ様人気だろう。

　新生徒会の素晴らしさは耳に栓でもしないかぎり、周囲から聞こえてきていた。

　生徒会長、日御子乙女。別名、【太たい陽よう神しん】。

　副会長、速星クレハ。別名、【貴公子】。

　学校創立史上、最高の美男美女の生徒会のツートップ。

　そして、「純粋異性恋愛を推進します」という衝撃の公約を出したツートップ。

　なんでも予算の八割が恋愛推進費らしい。それでいいのか、この学園？

　武たけ田だの言葉の意味がわかった。生徒会は恋をつかさどる神というわけか。

「女子の皆さん、ご声援どうもありがとう。ボクも頑張ります」

　手を振って、速星は周囲の女子にこたえる。

「貴公子よ、貴公子だよ！」「生のクレハきゅんだ！」「女の私よりかわいい……」「俺、クレハにならキスされてもいい」

　何か危ない意見も聞こえてきたようだが……気のせいだろう。

　男子の間からも「会長！」「【太陽神】！」と熱心な会長コールが飛ぶ。

　武田も「我々に恋愛を！」と手を合わせている。まさに神様扱いだ。

「応援感謝いたします。が、あまり感心でない趣味をお持ちの方もいるようですね」

　会長は武たけ田だを、ぎろっと睨にらむと、

「クレハ、やりなさい」

　言われると速はや星ほしは武田のカバンをさっと開ける。

　すると、またアニメ絵の描かれた本が出てきた。お前、何冊持ってきてるんだよ……。

「げっ！　それは！」

「クレハ、渡しなさい。ええと、あらすじは『ギャルゲーの世界が現実になって――』、うん、没収ですね」

「会長、それはないです！　どうして二次元を弾圧するのですか！」

　武田が半泣きで叫ぶ。お前、泣くほどなのか！

「生徒の九割が恋愛をできる学園を目指しているのに、非現実の女性に恋愛するようなものを所持するというのは何事ですか！　これは生徒会反逆罪ですよ！　逮捕します！　執行機関お出いでなさい！」

　会長がそう宣言すると、どこからか黒服の連中がぞろぞろと入ってきて、

「うわ、お前ら、何を、わっ！」

　武田をどこかに連れていってしまった。その間、二秒。

「このように生徒会反逆罪を犯した人は逮捕されますのでご注意下さい」



    

  
    
      



    

  
    
      　にこっ。会長はほがらかに笑う。

　メルトもたいがいだが、この人もこの人で怖い……。

「非現実への恋愛に手を出さない。それさえ守っていただければ、誰だれもが恋愛できるユートピアを、この日ひの御み子こ乙おと女めが実現しましょう！　最後に愛は勝つのです！」

　会長はしゃべりながら、高々と右手を挙げる。

　それに合わせて、大衆の叫びが響く。

「「うおーっ！」」

「もっと応援してくれたら、校則で女子のスカートを激ミニにします！」

「「「「うおーっ！！！」」」」

「だから、皆さん、わたくしにひざまずいて下さい！！！」

「「「…………」」」

「いけない！　胸に秘めていた自分の願望を口走ってしまいました！」

　会長はあわわわわ……と、口に手を当てている。

　なんか、かなり問題のある発言が聞こえたような……。

「会長、本音と建前を区別できないなら、しゃべらないで下さい……」

　後ろから速はや星ほしが会長の襟を引っ張る。

「え～、街頭演説も大事なお仕事ですよ、クレハ」

「ダメです。あと、四分三十四秒後には戻らないと、会議に遅刻します」

　副会長がお目付け役らしい。見た目の割に真面目まじめだな、一年生。

　引きずられた会長は再び俺おれと正面から向き合った。

「桜さくら木ぎさんの助手がどんな方か気になったもので、来てしまいました」

　生徒会長はにっこりと官能的に微笑ほほえむ。

　恋に飢えている狼おおかみならこれだけで撃沈できるくらいのスマイルだ。

　しかし、桜木という名前を出された俺に、恋に落ちる余裕はなかった。

「さ、桜木……また、あいつか……」

　しかも助手認定されていたぞ、きっちりと……。

「わたくしと桜木さんはライバルですから。金かな沢ざわさんが昼休みに助手になったことも諜ちよう報ほう機関がすでに捕ほ捉そくしています」

　プライバシーゼロか、この学校。

「つまり、俺は会長のライバルの一味ということですね……」

「はい、桜木さんのせいで『恋愛推進計画』が思うように進みません。これでは『生徒会長として支持を集め、最終的には革命を起こし、校長に就任し、学園を支配し、わたくしを神として崇すう拝はいさせるのです計画（もちろん極秘。もし、ばらしたらグアム島に三日間島流しの刑）』がピンチです」

「会長、全部言ってしまっています」

　速はや星ほしが冷や汗をかきながら、指摘した。

　つか、この人、本気でろくなこと考えてないな……。

「会長……あなたはバカですから、もうしゃべらないで下さい……」

　速星の額ひたいに青筋が浮かんだ。マジで副会長、たいへんそうだな……。

「失礼ですね、クレハ！　わたくしのどこがバカなんですか？」

「馬鹿って読めますか？」

「うましか」

「会長、あと二分十三秒しか時間がありません」

　速星、完全にスルーしたな……。

「では、目的の一つの『助手さんへのあいさつ』はこのへんにしましょう」

「会長、目的を全部口で言うクセ、治りませんか……？」

　これは今のうちに帰ったほうがよさそうだな。

　でないと会長の「ライバル」のあいつが……。

「ちょっと！　乙おと女め！　ワタシの助手に手を出す気？」

　遅かった。

　しかも、メルトのやつ、俺おれを所有物扱いしてなかったか……。

　俺はお前の奴ど隷れいじゃない。あくまで二にの宮みやだけの奴隷だ。

「あ、これはこれは桜さくら木ぎさん。恋れん禁きん術じゆつ師しの修行は進みましたか？」

「何しに来たのよ？　生徒会長就任直後のイヤガラセ？　研究会を潰つぶす気？」

　あからさまにトゲのあるかじりつき方をするメルト。だが、「研究会」って何だ？

「ふふ、あの中二の春以来のライバルにそんなことはしませんよ」

　この二人、なんか因縁があるらしいな。

「あの年、わたくしは恋愛推進をかかげて生徒会に立候補しました。わざわざ、〈恋愛！〉と書いた巨大な垂れ幕まで作って、出向いたのです。話題性からして、わたくしの勝利は確実のはずでした」

　この人、中学生の時にも似たようなことを計画してたのか……。

「ですが、そこで聴衆の桜木さんが鶴つるの一声を放ったのです！」

「『恋愛したら負けよ！』ですか？」

「『あなた、その字、〈変へん受うけ！〉になってるわよ』です」

　へ……。

「次の瞬間、会場は爆笑の渦。わたくしはネタキャラ扱いとなり、あっさり落選しました。これもすべては桜木さんのあの一言のせいですよ！」

「それ、乙女の逆恨みでしょ」

　これには俺おれもメルトに同意だ。

「うるさいですね！　とにかく桜さくら木ぎさんはライバルなのです！」

　そこで、会長は挑発するようにメルトを見て、

「――いくら、八級恋れん禁きん術じゆつ師しでもです」

　メルトはぐむむむ……とうなった後、

「う、うるさいわね！　ワタシはまだ本気を出してないだけよ！」

　誰だれが聞いても負け惜しみだろって、発言をした。

「なあ、ところで八級って何の話だ？」

「…………」

　メルトは都合が悪いのか、口をへの字に曲げて沈黙している。

「それって恋禁術師のランクか？　すごく低そうなんだが」

　メルトはそうっと俺の手をつかんできた。

「お前、もしかして初心者に毛が生えた程度――ひゅごっっっ！」

　一気に力が抜けて、俺はその場に膝ひざをついた。

「黙れ、助手」

　こ、こいつ……『友情契約』で力を吸収しやがったな……。

「では、八級恋禁術師の力を見せてもらいましょう。クレハさん、手袋を」

　クレハから白い軍手を渡された会長は、

　ぱしん！

　と、メルトにそれを投げつけた。

　ええと、これって、貴族の決闘の申し込み方法だった気が……。



「わたくしたち生徒会は、決闘を申し込みます」



　そこには生徒会長のプライドと自信があった。

「ふん！　素人しろうとが恋禁術師にどうやって勝つのよ？」

　確かに、どうやって判定をつけるんだ？

「ルールは簡単。わたくしたちの用意した刺客と桜木さんが恋に落ちるかどうか。ちなみにすごくかっこいい人ですよ？」

　なるほど、メルトに恋愛させてやるというわけか。生徒会としては正しい方法だな。

「いいわよ。どうせ、ワタシが恋愛するわけないから」

　メルトはない胸を張って、答えた。

　ま、こいつの場合、どんないい男を前にしても恋愛するわけないよな。

「決まりですね。日時は、スケジュール的に……次の次の月曜の放課後四時からでどうでしょうか？」

「ずいぶんと先ね。ま、異論はないわ。どうせワタシが勝つから」

　ここに恋れん禁きん術じゆつ師しと生徒会の「決闘？」が約束された。

　――まあ、俺おれは部外者だからどうでもいいけどな。

「会長、あと二十五秒のうちに戻らないと会議に遅れます」

　速はや星ほしがたしなめるように言う。

「あっ、『先生の弱みを握って学園支配のためにこき使う会議』に遅れてしまいます！」

「だから、しゃべらないで下さい、会長！」

　速星、お前、本当に大変だな……。

「では、またお会いしましょう、桜さくら木ぎさん、金かな沢ざわさん」

　やっと、帰ってくれるらしい……。

「お二人とも、うちの会長がご迷惑をおかけしました……」

　丁重に速星は俺にまで礼をした。

　黄色い声を浴びながら、二人は教室を出て行く――前に、会長が振り返った。

「あ、そうそう聞いておきたいことがあったんです」

「な、何よ？」

「桜木さん、どんな味がしましたか？」

「意味がわからないんだけど」

「助手さんとのキスの味です」

　ぶっ！　俺は吹きかけた。だが、文句を言う暇はなかった。だって、メルトの顔を見るに、明らかに怒りが湧わいており…………。

「そそそそそ…………」

　ヤバイ、耳をふさいでおこう……。



「そんなことしてなあぁぁぁぁぁいぃぃぃ！！！！！」



　メルトの絶叫が教室を揺らし、ガラスまできしませた。

　そして壮絶なイヤガラセのあと、会長は去っていった。

「乙おと女め、あなたは恋禁術師に最大の侮ぶ辱じよくを与えたわ……」

　まだメルトの顔はポストとリンゴとトマトを足したくらい真っ赤だ。

　よし、では勝手に決戦に向けて頑張ってくれ。

　帰ったら、二にの宮みやに素晴らしい声で愛をささやくためのヴォイストレーニングをしよう。

　だが、俺のカッターシャツの袖そではメルトにくいくいと引っ張られた。

「何するんだよ、帰るんだけど」

「ほら、研究室で練習するわよ。助手のあなたも戦力に入ってるんだから」

　会長の言葉を思い出す。あの人、「あなたたち」と言ってたな、そういえば……。

「でも、お前が刺客と恋に落ちなかったらいいだけだろ。俺おれ、関係ないし」

「だからって助手がサボっていいわけないでしょ。別に帰ってもいいけど、永久に【怖愛こわいの枷かせ】解かないわよ」

　うっ。そうだ、俺は二にの宮みやに「好きだ」と告白した途端、苦痛で死にかけるのだ……。

「――――――――わかった、と言うしかないだろ……」

「じゃあ、決まりね！　早く研究会に行って練習よ！」

　長い髪をはためかせながら、ワンツー、ワンツーとボクシングの真ま似ね事ごとをするメルト。

　ったく、姿だけなら愛らしいのにな……。

「ところで研究室ってことは、お前、何かの研究会に所属してるんだな」

　この調子だと、ろくな答えが返ってきそうにないのだが。

「うん。恋れん禁きん術じゆつ研究会よ」

　やっぱり、ろくな答えじゃなかった……。



　そのまま、俺はメルトに連行されている。

　できれば離れて歩きたいのだが、袖そでをつかまれているので、不可能だ。

　どんっ、どんっ、どんっ！

　会長のことで、ムカムカしているのか、ちょっと歩き方が乱暴だな。長い髪が別の生き物のように左右に広がる。

　因縁のライバルってヤツなのだろうか。

　だが、こういうのって、もっとどうでもいいことが原因だったりする。

　メルトのほうを見る。相変わらず平面みたいな体だ。２Ｄ？

　一方、会長はとくに胸のあたりが立体的にできている。

　個人的にはほどよい二宮のサイズのほうが好みだが、ここらへんは純粋に好みの問題であろう――って何をさっきから考えているんだ、俺は？

　で、再びメルトを見る。なんか、薄型テレビ買いたくなった……ぶごわっ！

　みぞおちに猫パンチを入れられた……。猫パンチなのに、かなりの威力……。

「お前な……暴力多すぎなんだよ……」

「なんか、ものすごく腹の立つ想像をされた気がしたわ」

　うっ、事実なので反論できない！

「あのね、ふと思いついたから言うんであって、とくに深い意味はないんだけど、貧乳って言葉はひどくないかしら。だって、胸がないことを『貧しい』というマイナスの言葉で示すのはおかしいもの。むしろ慎つつましやかでおしとやかだわ。だから、品格のある胸ということで『品ひん乳にゆう』と言い換えるべきだと思うの。

　あと、巨乳って言葉もよくないわ。大きすぎて品がないから、虚きよ飾しよくの乳ということで『虚きよ乳にゆう』と表現するべきよ」

「すまん、メルト。俺おれが悪かった」

「どうして謝るの？」

「いや、ふと謝りたくなったんだ。とくに深い意味はない」

「ちなみにこの話を恋れん禁きん術じゆつの師匠にしたら、『大きくなるように、もんでやろうか』と言われたわ」

「師匠、おっさんすぎるぞ」

「恋れん禁きん術じゆつ師しとしてあるまじき発言だったので、正せい拳けん突きを食らわせたわ」

「お前はお前で師匠を敬うやまえよ！」

　こんなどうでもいい話ができるくらいに、研究会の部屋は離れた校舎にあった。

　で、その間、俺はメルト教の素晴らしさをくどくど説かれていた。

「愛は人を惑わすわ。仏教で愛を意味する『ラーガ』の語源は『渇かわき』よ。砂漠の真ん中で差し出された水のように、ほしくてほしくてたまらない、愛とはそんな煩ぼん悩のうの塊かたまりなの。それがエスカレートして殺人事件になることすらあるのよ！　はっきり言って、この世の殺人の１２０％は痴ち情じようのもつれよ！」

「おい、どうやって１００％の壁を突破したんだ！」

〈要約〉　恋愛なんてダメ！

　これがメルト教の教えだ。わかりやすいだろ。

「だけど、メルトってどういう意味の名前なんだ？　確か、『溶ける』って意味だよな。メルトダウンのメルトだろ。形容詞にすると、メルティ。メルティ・キスとかメルティ・ラブとかどっちかというと恋愛系の言葉になる――げふっ！」

「あんた、人の話聞いてるの!?　バカッ！」

　さっきより一段重いパンチを入れられた……。

「いい？　金こん輪りん際ざい、そんなつまらないこと聞かないこと！　いいわね！」

　昔、名前のせいでいじめられた経験でもあるんだろうか？

「お前、『愛は地球を救う』って言葉、知ってるか？」

「愛が地球救うわけないじゃん」

「お前、事実だけど、それを言ったらおしまいだよ……」

「ほら、見てみて。あんなのが正しい姿だと思う？」

　見るとテニス部の前で、女子が集まっている。

　というか、たかっていると言ったほうがいいような状態だ。

「クレハく～ん！」と声をあげてる子がいて、答えがわかった。

　副会長の速はや星ほしクレハか。

　速星はボールを高々とあげると、そのまま強烈なサーブをコートに打ち込む。

　先輩らしき生徒が一歩も動けず、ボールがコートをえぐる。

　思わず息を呑のむ見事なサービスエース。

　敵のほうは肩を落として下がっていった。速星の勝ちらしい。

　また「クレハく～ん！」と悲鳴に近い絶叫。それに手を振ってこたえる速星。

「生徒会やってるくせに、テニス部まで掛け持ちかよ」

　会長に悩まされてる生徒会と違って、生き生きしている。

「なんでも中学のときは全国大会まで行ったらしいわ」

「ほうほう」

「あと、フランスだか、どっかの名門の血筋を引いてるらしくて、青い目にさらさらの髪。ついたあだ名が【貴公子】。その人気は高校生になっても衰おとろえずってわけ」

　メルトがつらつらと速星のプロフィールを説明していく。

「なんだ、お前もけっこう詳しいんだな。もしかして、タイプとか？　――ぶっ……」

　みぞおちに裏うら拳けんが炸さく裂れつした。こいつ、無表情でこんな一撃を……。

「ワタシ、恋れん禁きん術じゆつ以外にも師匠から空手、柔道、ボクシングまで学んだ女なの」

　もはや、恋れん禁きん術じゆつ師しじゃないだろ、それ。

「恋禁術師は侮ぶ辱じよくを決して許さない。わかった？」

　ここで「わかりません」などと言ったら、何されるかわかったもんじゃない。

「あぁ……よくわかったよ」

「よろしい。生徒会はワタシの敵だから、多少の情報は仕入れてるの。もっとも、あの男子の場合は、ほうっておいても勝手に話が聞こえてくるんだけど」

「まあ、そうみたいだな」

「今回の生徒会選挙は乙おと女めの超圧勝だったけど、その要因の一つがあいつよ」

　なるほど、副会長で女子の票もいただきってわけだな。

「会長と副会長は学園のベストカップル――開票前からその話題で持ちきりよ」

　余計なことを言わなければあの会長もお嬢様然とした美少女だしな。そこに【貴公子】が加われば、純粋異性交遊とやらを広めるには最強の宣伝だろう。

「クレハく～ん！　付き合って～！」

　おっかけが恥ずかしげもなく、大声をあげている。

「申し訳ありません、ボク、もう好きな人がいるんです」

　速星は慣れているのか、そんなラブコールをあっさり受け流した。

　ギャラリーから「やっぱり、会長か～」という声が漏れる。ある意味、好きでもないと、あの会長の補佐はできないよな……。

「あの追っかけを見てて、少しはお前のムカツキ具合がわかった」

　恋愛というのはもっと神聖なものであるべきだ。浮かれて「クレハく～ん！」とか言うたぐいのものじゃないんだ。

　メルトの助手をさせられているが、俺おれは生徒会の考え方に賛成している。

　誰だれかを好きになるということは、人に強いパワーを与えてくれる。

　好きな人のために格好よくなろうとする男。

　好きな人のためにキレイになろうとする女。

　その心がけは醜いものでもなんでもない。美しいものだ。そして、『自分のため』に何かをするときの何倍もの力を発揮させたりするんだ。

　自己チューになって相手をストーキングしたりとか、体だけの関係ですというのは論外だが、正しい愛も恋もあるんだ。

　そのことをメルトにもわかってもらいたいのだが……難しいだろうな。

「じゃあ、寄り道はこれくらいにして研究室に行くわよ」

　また、メルトが袖そでをくいくいと引っ張ってくる。

「わかったから引っ張るな。服が伸びる――」

　そのとき、ふっと速はや星ほしににらまれた気がした。

　といっても「気がした」だけだが。

「じゃあ、生徒会に戻ります。皆さん、また明日」

　意識が速星に向いたときには、あいつは笑顔で黄色い声にこたえていた。

　まずいな、俺まで生徒会に被害妄想を持ち始めたらしい……。



「はい、ここが部室」

「――って、これ、茶道室だろ？」

　メルトが案内してくれた部屋は、どう見ても茶道用の部屋だった。

　ほら、書画の掛け軸まであると思ったら、文字が『恋愛必滅』だった。間違いなく、桜さくら木ぎメルト作だな。

「大丈夫よ、ほら」

　茶道室と書いてあるらしいプレートの上から「恋れん禁きん術じゆつ研究会」の紙が張ってある。

「お前、乗っ取りはいくらなんでも公序良俗に反しすぎだぞ」

「失礼ね！　茶道部は二年前に廃部になってるの。空き部屋の有効利用よ」

「いや、空き部屋でも無断使用はアウトだろ……。ところで、その花束は何だ？」

　部屋の前には大きな赤いバラの束たば。季節外れの卒業生でもいるのか。

　ちなみにメッセージカードらしきものがついていて、そこにはこう書いてある。

〈もうすぐ、あなたを盗みにいきます〉

　ちょっとキザすぎるが、まさかメルトへの告白？

　メルトは「おぞましいわ！」と言って、近くのゴミ箱に花束を捨てた。

「おい、気持ちはわからんでもないが、その反応はひどくないか？」

「はぁ？　だって、これ、一か月続いてるのよ？」

　猫目がきゅっと釣りあがる。なるほど、ストーカーか。

「たまにいるのよ、こういうヤツが。恋れん禁きん術じゆつ師しを好きですなんてバカにしてるわ！」

　モテない女子に聞かれたら殺されそうなことをメルトは言ってのけた。

　顔だけなら、こいつは二にの宮みやといい勝負ができるレベルだからな。

　だからといって、こいつに恋愛するヤツにはご愁しゆう傷しよう様さまと言うほかないが。

「ほら、入った、入った」

　メルトに背中を押されて、靴を脱いで部屋にあがる。

「それじゃあ、助手に恋れん禁きん術じゆつの基礎を教えてあげるわ。生徒会との戦いまで時間がないから、早くいい助手になること！」

　戦いって、お前が刺客に恋愛するかどうかの、単なる我慢比べだろ。

　メルトに送られる刺客って、やはり超イケメンだったりするのだろうか？

　まあ、どうでもいいや。二宮の誤解の解消策でも考えよう。「桜さくら木ぎなんて好きじゃない！」と言っても、「金かな沢ざわ君はツンデレ」の一言でかわされてしまうからな……。

　二宮が園芸部なのは調査済みだ。やはり、植物の知識を仕入れて、

二宮「わあ、金沢君、ハーブ育てるの、上う手まいね。いい香りがするよ」

俺おれ　「でも、俺のすぐ目の前に、もっといい香りのする子がいるからな」

二宮「え、それって……」

俺　「二宮、お前はどんな花よりも可か憐れんで気高い――いてっ！」

　想像に現実の痛みが飛んできた。ペンが頭にぶつかったのだ。

　見ると、メルトがにらんでいる、ご丁寧にホワイトボードまで用意されてるぞ。

「こら、また恋愛のこと考えてたでしょ！　顔がにやけてたわよ！」

「仕方ないだろ……俺はあくまで恋に生きる男なんだよ……」

「そんな誤った考えをこの授業で直してあげる。はい、恋禁術とはどんな魔法？」

　ばんばんっ！　とペンでメルトはホワイトボードを叩たたく。

「ええと、恋愛を妨害する魔法」

「まあだいたい当たり。恋禁術は恋愛という邪心を封じるための魔法よ」

〈邪心＝恋愛←悪魔っ！〉とペンで板書していくメルト。

　まあ、お前から見たらそうなんだろうな。

「この恋禁術の原動力は恋愛を憎む清い心。それさえあれば、誰だれだって正義の魔法使いになれます。つまり愛を憎んだ瞬間から、あなたも立派な恋禁術師よ」

「なんだ、その宗教の勧誘みたいな文句は」

「そして、正義の魔法使いがいるということは悪の魔法使いもいるの」

　それからホワイトボードに虫歯の擬人化キャラクタみたいなのを書き込んでいく。その横に〈恋の魔法使い　恋愛操る！〉と文字がついた。何、この小学生みたいな絵……。

「ほら、中世ヨーロッパとかで惚ほれ薬を作ってた魔女みたいなのがいるでしょ。ああいうのが悪の魔法使いね。恋をさせるなんて許せないわ！」

　発想も小学生レベルだぞ、おい……。

「で、この魔法使いはどこにいるんだ？　日常生活で見たことないぞ」

「ワタシが悪人ですって言う悪人はいないでしょ。巧妙に隠れてるのよ」

　すべてメルトの妄想というオチじゃないのか、これは……？

「前置きはこれくらいにして、教科書を配るわ。なくさないように」

　渡されたのは大判コミックスほどのサイズの本だった。

　タイトルは『はじめての恋れん禁きん術じゆつ』。

　欲よく絶ぜつ堂どう書店刊、定価８７０円。

　本屋にこんなものが売ってるのか。世界の汚い部分を見た気がするぞ……。

「はい、最初のページに恋禁術の簡単な解説があるから読みなさい」

　とりあえず一ページ目をあけてみる。



    

  
    
      



    

  
    
      

『監修者の言葉

恋れん禁きん術じゆつは恋という人間の本源的な感情をエネルギー源にした魔法体系です。その原型は中国の甲こう骨こつ文字やエジプトの神聖文字にも書かれており、たいへん歴史の古いものです』



「えぇぇぇ！　そんなに伝統あるのか!?」

「こら！　冒頭くらい黙って読みなさいよ！」



『恋禁術を日本で最初に使ったのは卑ひ弥み呼こだと言われています。彼女は恋禁術により、乱れていた倭わの国々を統一していき、文字通り和の国としたのです。

その後、恋禁術は形を変えて継承され、多くの英雄を生み出しました。なお、日本最高の恋れん禁きん術じゆつ師しは日本に密教を広めた空くう海かいです』



「こんなのが事実だったら、歴史学会が震しん撼かんするわ！」

「だから黙って読みなさいよ！」



『恋禁術年表

紀元前４０００年頃ごろ　古代エジプトで初期恋禁術が行われる。

紀元前２１３年　秦しんの始し皇こう帝ていの焚ふん書しよ坑こう儒じゆにより、恋禁術師の書物が焼かれる。

２２５年頃　卑弥呼が恋禁術により、日本ハーレム化を目指していた他国の王を倒す。

３５６～２０００年　黒歴史』



「黒歴史長いわっ！」

　なんだ、このあまりにもうさんくさい内容の本は……。

「読み終えたようね。それじゃあ、まず第一章の『恋に耐える健全な精神を作る』のページをあけて。今から講義を始めるわ。ちゃんと聞いてなさい」

　まあ、メルトの声を聞くだけなら楽でいいかな。

　と、メルトはじっと俺おれの目を見つめてくる。

　どこか憂うれいを帯おびた表情で、じぃっと。

　なんか空気までさっきと変わっている気がする。

「な、なんだよ。何かまずいことでも――」

「ごほん――あのね、ワタシ……大和やまとのことが好きなの！」

　びくっ！　と体が跳ねた。おい、今のって、告白……。

　ダメだ、ダメだ、だって俺には二にの宮みやがいる。二にの宮みや法ほうがある。

第一条　以下の項目を明確に破った場合、二にの宮みやと恋愛してはいけない。

第九条　ほかの女子に万が一告白されても、必ず断らねばならない。

第十四条　二宮以外の女性に興奮してはならない。

　この場合、九条と十四条が危あやうい。

　だけど、メルトの少し泣きそうな顔を見ると、心が揺れそうになって……。

「や・ま・と、ダメかな……？」

「あ、あのな……俺おれには…………ぶぐふっ！」

　いきなりメルトの表情が変わって、頭にチョップが飛んできた！

「何、動揺してるの！　そんな調子じゃ好きって言われるたびに、恋しちゃうわ！」

「あれ、これ、演技……？」

「そうよ。異性に告白されても平気でいられる強きよう靭じんな精神を養う練習。じゃあ、次、行くわね。ごほん――ねえ、大和やまと……ワタシたち、兄きよう妹だいだけど、いいよね？」

「ど、どういう設定なんだよ……ぶがはっ！」

「ほら、またちょっと反応したわ！　もっと平然としてなさい！　じゃ、次。ごほん――ねえ、ワタシ、大和のお願いなら……なんだって聞いてあげる」

「お前、その上目づかいやめ――びぎゃっ！」

「ほら、また！　むしろ、こっちをにらむくらいのつもりで！」

　……………………その練習は、一時間も続いた。はっきり言って拷ごう問もんだ。

　だって、メルトは見た目だけなら美少女なんだ。そのメルトが目をうるませたりして、恋の台詞せりふを吐いてくると、正直ヤラセとわかっていても、かなり精神力を使う……。

　いいか、金かな沢ざわ大和、耐えろ、耐えるんだ。二宮以外の女に興奮するな。身の毛のよだつものを想像しろ。ビキニ姿の母親。よし、これはいいぞ。逆に精神を病やみそうだけど。このままメルトから気をそらせるんだ――あっ、メルトにビキニを着せるな、バカ野郎！

「――よし！　今日の講義はここまで！」

　メルトがばたんと本を閉じる。はぁ、はぁ……乗り切った……。

「じゃあ、今日はもう帰れる――」

「次は具体的な魔法についての講義よ」

　また、教科書が配られた。『猫でも使える恋れん禁きん術じゆつ』とある。まだ、あるのか……。

　でも、こちらの講義のほうはさっきより断然マシだった。

　メルトが次々、魔法の説明をホワイトボードに書いていくのだ。

「恋禁術にはこんな魔法があるわ」



●悔かい恨こんの霧

『これは、濃い霧を発生させて、恋愛どころじゃなくさせる魔法よ。恋禁術の初歩の中の初歩ね」

●亡もう者じやの網

「これは、『人間の頭を混乱状態にしてロマンティックな時間を妨害する魔法』よ」

●不ふ言げん法ほう

「告白しようとすると違う言葉を口にしてしまう魔法。ワタシが大和やまとに使ったヤツよ」

●多た情じようの咎とが

「ほかの異性のことがやたらと気になって、相手のことを構っていられなくする魔法」

●嫉しつ火か砲ほう

「恋愛への怒りを火の玉に変えてぶつける魔法よ」

●破は恋れんの斧おの

「邪よこしまな心を持つ者を炎の拳こぶしで鉄てつ拳けん制裁する魔法よ。一級レベルの魔法で、威力は相当なものよ。いつか、これで不ふ埒らちな愛の魔法使いたちをぶん殴ってやりたいわ」

　以下、そういう変な魔法が十個ほど続いた。

　なるほど、もし、これだけの数が全部使えたら、けっこう便利かもしれない。

　たとえば、二にの宮みやに恋したヤツの恋心を消したりとかな。

　ちょっとあくびが出た。さて、そろそろ終わりかな。

「よし、おしまい！」

　ふう、やっと解放され――

「じゃあ、今からお手本を見せてあげるわ。ついてきなさい」

「え、手本？」

「実際に恋愛を退治するのよ」



　俺おれたちは学食の前のオシャレなカフェテラスに来ていた。

　テーブル席では何組かの男女のカップルが楽しげに話している。

　学食のくせにカフェテラスなんて生意気だと思うが、どうやら日ひの御み子こ会長のマニフェストに入っていたらしい。確かにあの赤髪の会長はこういうカフェが似合う。

「いい？　ワタシたちの席の後ろ、あのイラつく二人に狙ねらいを定めるわ」

　メルトは注文したアイスコーヒーを飲みながら、指を後ろに差す。三年生らしきバカップルが、公然といちゃついている。

男子「はい、ケーキだよ、あ～ん」

女子「あ～ん。ほら、太た郎ろう君も、あ～ん」

男子「え、恥ずかしいな～（笑）」

女子「じゃあ、むりやり入れちゃうよ、えい！」

　これは確かに、イラっとくるな……。

　しかし、ここに座ったら、俺おれたちもカップルと認識されてしまうのでは……？

　遠くから「あれ、桜さくら木ぎが男とお茶してる」「え、マジ？」とかいう声がするが……。

「今から使う魔法は【闇やみ恋こい病やみ恋】という、かなり恐ろしい呪じゆ文もんよ。よく見てなさい」

　メルトは人差し指をクロスさせて、×の字を作りながら、呪文を詠唱する。



　――高こう潔けつの聖者よ、虚栄の饗きよう宴えんを繰り返す悪あつ鬼きを破滅へと導け……イチャイチャするな！　バカっ！……【闇恋病み恋】



　なんか、途中から雰ふん囲い気き変わったが、あれで大丈夫なのか？

　見た目は男女ともに、楽しそうにしているだけだが……。

「……ねえ、今、私から目をそらさなかった？」

　突然、女子生徒のほうの目が険けわしくなった。

「え、そんなことないけど……」

　男子生徒のほうは、否定して注文してあったジュースを飲む。

「あっ！　今、私から目をそらしてジュースを見たわね！」

「え、それって何か悪い……？」

「悪いわよ！　ねえ、私だけを見て！　私以外は何も見ないで！」

　女子生徒はテーブルからジュースを投げ捨てた。

　がしゃん、とグラスが割れる。

　おい、やばいぞ、この女……。男子生徒のほうも怖くなったのか、目をそらした。

「ほら、よそ見して、後ろの木を見たわね！　ほら、私を見て、もっと見て！　あ、今度は地面を見たわね、空気を見たわね。まばたきした瞬間、視界から私を消したわね。どうして言うこと聞いてくれないの。ああ、そっか、目が二度と閉じれないようにしてから動けないようにしてあげればいいんだ、ふふふふふふふふふふふふふふふふふふ――――」

　こええっ！

　男子生徒のほうは完全にびびって、逃げていった。

　それを女子が「きえぇぇぇぇっ！」と奇声をあげて追いかけていった。

「よかった、一発で成功した……これで恋愛が一つつぶれました。一件落着！」

　メルトは一仕事終えたぜっていうさわやかな笑顔で、コーヒーに口をつける。

「一件落着じゃねえよ！　あのまま、放ほうっておいていいのか！」

「大丈夫よ、三十分経たてば効果は切れるわ」

「そっか、それなら問題ない――って長いよ！」

　――結局、女子生徒は教師らに取り押さえられ、事件は解決？　した。

「こんなふうに、ワタシたちは世界から恋を撲ぼく滅めつしていかなければならないのよ」

　誇らしげに言うメルトを見て、俺おれは思った。

　この女、恐ろしい……。

　こんなヤツに監視されたら、二にの宮みやとの恋愛もままならない。どうにかしなければ。

「つか、これ、クラスでやればいいだろ。あいつらも恋れん禁きん術じゆつを見直すぞ」

「恋禁術は恋という悪と戦うためにあるの。みせびらかすものじゃないわ」

　これで、自分の行為を悪と認識していないのか……。

「じゃあ、次は場所を変えて【八番街の亡霊】という呪じゆ文もんを試すわ」

　まずい、これではまた哀あわれな被害者が発生してしまう。

　何か、無難なものに軌道修正しなければ。

「じゃあさ、今度は【破は恋れんの斧おの】ってやつ、やってみてくれよ。派手そうだし」

　あれは確か拳こぶしを炎で強化して殴る攻撃呪文のはずだからな。

　まさか、無差別に通行人殴ったりしないだろ。だよな……？

「うっ…………」

　なんだか、メルトの表情が怪しくなる。

「わ、わかったわ……じゃあ、今から唱となえるわね……」

　メルトは目をゆっくりとつぶり、再び×を手で作る。

「――清浄なる魂よ、卑ひ劣れつなる者を打ち砕く永遠の焔ほのおとなれ、【破恋の斧】！」

　メルトの手が一瞬赤く光り、すぐに元に戻った。

「なんだ、失敗かよ」

「違うわ。ほら、よく見て」

　メルトの手から、ほんのりと湯気がたっていた。

　あいつは微笑ほほえみながら、その手で俺の手をそっと包む。

「ね、あったかいでしょ」

　その不意打ちに俺は言葉を失う。

　そして、メルトの小さな手はあったかいだけじゃなくて、やわらかくて、まるで日差しを浴びて溶けかけている雪のようで……。

　そして、なにより、笑うメルトの顔が抜群にかわいくて……。

　もし、俺に二宮という運命の人がいなかったら、マジで恋に落ちていただろう。

　怒ってばかりと思ったら、こんなやさしい表情もできるじゃないかよ。

「そ、そうだな……あったかいな」

「でしょ。ワタシは恋禁術でこんなあたたかな世界を築くのが夢なの」

　まるで母親みたいな穏やかな表情でメルトは語る。

「それで、自分みたいな悲しい子供が生まれなくてすむようにするの」

　えっ？　今のどういう意味だ？　何かとても大事なことを言われたような……。

　いや、変に過去をほじくるのはやめよう。たとえ、それがメルトでもな。

　それに俺おれはもう少し、乱暴な師匠との平和な時間を過ごしたかった。

　で、ふと疑問が浮かんだ。

「あったかいことはわかったけど、教科書には炎の拳こぶしで殴るって書いてあったんだが」

「……………………以上よ」

　ちょっとメルトが目をそらす。なんか、空気が変わった。こいつ、隠してるな。

「だって、【破は恋れんの斧おの】は一級レベルの魔法だし……」

　俺は不審に思い、教科書をひらいた。

　よく見ると、魔法の横に『標準レベル　四級』などと数字がついている。

【闇やみ恋こい病やみ恋】は七級相当だから、八級でもたまには成功するのだろう。

「お、級の説明がある。『恋れん禁きん術じゆつは初級である九級から一級までの九等に分かれます。六級まではアマチュア、五級からがプロです』……お前、初心者レベルかよ」

「うるさい！　うるさい！　うるさい！　これから上う手まくなるの！　さっきも【闇恋病み恋】が使えたじゃない！　しかも昨日は【怖愛こわいの枷かせ】まで成功したし！」

「あ、そういえば、【怖愛の枷】ってどうなんだ。どれどれ、『三級相当の魔法。術者が解除しない限り、永久に残り続ける。なお解除には一級相当の力が必要なので注意』」

　何かとても悪い予感がした。

「なあ、一級恋れん禁きん術じゆつ師しって全体のどれくらいがなる？」

「３％くらい……かな？　実力のある人でも十五年はかかるって言うわ」

「お前は実力あるほうか？」

「師匠いわく、『まったく才能がない』って……」

「じゃあ、お前が【怖愛の枷】に成功したのは……」

「ぐ、偶然ね……。きっと、とんでもない奇跡だわ」

　俺はメルトの肩をつかむと、ガタガタ揺すった。

「おい！　それって俺は二にの宮みやに永久に告白できないってことか!?　ああ!?」

「うるさいわね！　ワタシだっていつかはきっと一級になるんだから！」

「何百年後の話だよ、それは！」

「――うっさい」

　メルトは俺の手を取って、握る。

「――あっ」

　一気に力が抜け、俺はマラソンの直後のような状態で、椅い子すの横に崩れ落ちる。

「また……『友情契約』を……」

「助手が細かいことを気にしないの！　だいたい、恋禁術の助手が恋愛したいなんて思わないの！　ワタシたちは『友情契約』をしてるのよ。恋愛よりそっち優先なんだから」

　見上げた視線の先に、両手を腰に当てているメルトがいる。

　これのどこが友情なんだよ……。

「じゃあ、今日の研修はこれで終わりね」

　という言葉を聞いた時には、心底解放されたと思った。

「もちろん、明日もあるから」

　まあ……そうなんだろうなあ……。

「あとな、メルト、俺おれは紳士だから正直に言わせてもらう」

「何よ？」

「この角度からだと、パンツ見える……」

　もう、抜群の角度で、しっかりと。

「なっ……このヘンタイ！　破は廉れん恥ちなのはダメ！」

　思い切り、顔を踏みつけられた。

　俺を倒したのも、見えるところに立ってるのも、お前のせいだ……ろ……。
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　俺おれの住んでいる十と雪ゆき市はとにかく平凡で平凡で平凡な地方都市――ではない。

　十雪市は日本のメガネフレームの95％、世界のフレームの20％を生産している、たぶん世界最大のメガネ都市なのだ。しかも、動物園で飼育しているレッサーパンダが日本一多いという記録も持っている。

　つまり、十雪市はメガネとレッサーパンダの多い平凡な地方都市――としか言いようがないよな、やっぱり……。メガネフレーム一位って誰だれに誇ればいいんだ？

　けど、そんな街でも俺にとっては初恋の人に出会った運命の舞台なんだ。

　どこかダックスフントを想像させる髪型。くりくりと縦横無尽に動く丸い瞳ひとみ。少し大げさなリアクション。とにかく俺は二にの宮みやのすべてが好きだったけれど、とりわけその比類ない行動力に俺は魅みせられていた。

　五年生の思い出と言えば、運動会でも音楽会でも笑顔でみんなの先頭に立っている二宮の姿しか浮かばない。これは二宮を好きでないヤツでも同じだろう。ある意味、二宮はクラスの独裁者だったのだ。

　そんな独裁者に好きと言われたのだから、俺は二宮のものにならなければいけないのだ。そういう運命なのだ。

　もちろん再会した二宮が、想像の斜め上を行く美少女になっていたのも運命。

　二宮は今でも委員長としてあの好奇心で満ちたまんまるの目と快活な笑みでクラスを支配していた。まるで神様だ。

　その神様のもとに俺は戻ってきたんだ。



　さて新生学園生活二日目の早朝、俺は家から三分の神社に自転車を止めた。

　俺は引っ越してから、毎朝欠かさず、二宮との恋愛成じよう就じゆを祈願している。しかも、この神社は縁結びの神様を祭ってあるのだ。完かん璧ぺきだろ。

　気を引き締しめて境けい内だいに入る。

　社殿に向かって、拍かしわ手でを打ってから手を合わせる。

「神様！　二宮七なな緒おはパーフェクトな女の子です。釣り合う男子はいません――俺一人を除いて。だって俺は二宮と付き合うために自分を改造してきた人間だからです！　二宮と付き合えれば、結婚できれば、その他の出会いは一切いりません！　なにとぞっ！」

　などと祈っていると、何か後ろが騒そう々ぞうしい。

　朝の神社に騒音とは罰当たりな。

「ダメよ！　縁結びの神を祭るなんて恥ずかしくないの？」

　嫌な予感がして振り返ると、髪の長い幼児体型が神主に取り押さえられていた。

　はい、もちろんメルトです。

　しかも、物騒なことにノコギリまで持っているぞ、何をする気だ……？

「君、鳥居を切るなんてやめなさい！」

「放して！　こんな神社があるから恋愛成じよう就じゆを願う哀あわれな若者が量産されるのよ！　これは宗教に名を借りた犯罪だわ！　もしお祈りしてるバカがいたらぶん殴る！」

　うん、見なかったことにしよう。

　あれは、ただのちびっ子だ。決してクラスメイトなんかじゃない。

「あれ、もしかして大和やまと？」

　悪魔から声がかかった……。

「まさか………………………………恋愛祈願なんてしてないでしょうね？」

　ノコギリを持った黒髪の悪魔がひたひたと近づいてきた。ホラーすぎる。



「まったく！　油断も隙すきもないわ！　朝から恋愛祈願だなんて！」

　メルトにずりずりと腕を引っ張られていく。自転車も押しているから歩きにくい。

「お前、朝早いんだな。まさか、こんな時間に遭そう遇ぐうするとは……」

「夜は魔物の時間だもの。人間が夜にふしだらになるのも、そのためよ。だから、ワタシは夜九時には寝てるわ」

「小学生かよ！」

「ところで、あなたの家、どこ？」

「あの神社の裏手を出て、突き当たりの一軒家。そんなこと聞いてどうするんだ？」

「明日から、毎朝迎えに行くわ」

　俺おれは壮絶に吹いた。

　な、なぜ、そんな典型的な学園カップルみたいな行動を……？

「だって、そうしないとまた縁結びの神社に行くでしょ」

「お前、憲法で思想・信条の自由は保証されてるんだぞ……。マジでやめてくれよ。こんなふうに二人で登校してるのを二にの宮みやに見られたら……」

「あれ、お二人とも、おはよう！」

　あ、この鈴の鳴るような美しすぎて美しすぎて美しすぎる声は…………二宮だ。

　ママチャリのブレーキをかけて、二宮が足を止める。

「さすがだね、金かな沢ざわ君。二日目で一緒に登校する個別ルートだなんて、どんなフラグの立ち方してるのかな」

　当然のごとく誤解された。本当にこういうことにかけては期待を裏切らないな、二宮。だけど、そんな堂々と誤解する二宮の笑顔も素敵だぜ、くそっ！

　でも、だからって「はい、付き合ってます」とは口が裂さけても言えない。

「いや、二にの宮みや、これはな――」

「おはよう、二宮さん！」

　俺おれの弁解ガン無視で、メルトはとびきりの笑顔であいさつした。こいつ、こんな表情できたのか。俺といる時は、常につりあがった猫目なのに！　詐欺に近いぞ。

「おはよう、桜さくら木ぎさん。こちらは今から園芸部の朝の水やり。早く梅雨つゆが来ないかな」

　そのまま歓談タイムに入る、メルトと二宮。くそっ、どうしてそんなに気軽に話せるんだ。これが同性の力なのか？

「あ、でも、二宮さん、こいつは助手だから。あくまで恋れん禁きん術じゆつ師しの教育」

「うん、そういうことにしとくね」

　このノリは絶対にメルトの言葉を信じてないな……。

　結局、誤解は深まっただけだ、どうにかせねば。

「では、また学校でね。寄り道はいいけど遅刻はなしね！」

　二宮はぶんぶんと手を振って、ママチャリで去っていった。

　はあ……去っていくのがメルトのほうだったらな……。



　今日は一緒に教室に入るのだけは必死の説得で、なんとか阻止できた。

　二日目になっていろいろと見えてきたものもある。

　まず、二宮は当然ながら優等生。委員長だしな。

　それと意外なことにメルトもかなり賢いようだった。数学の問題をすらすら解いたのもそうだが、英語の長文の読解はまるでネイティブのごとくだった。勝手にI lovedをI don't lovedにしていたが。

　まあ、そんなことは余談だ。その日の目玉イベントは三時間目にある。

　体育。内容はバレーボール。

　つまり、二宮の体操服姿が拝おがめるのだ。

　俺は男子更衣室で着替える間、呼吸を整えるのに苦労した。変に興奮すると怪しまれる。そもそも、キモい。

　心を落ち着けてから、運動場に出ると、ほかの女子より輝いてる二宮はすぐに見つかった。もちろん体操服。体育仕様の後ろ髪をまとめたヘアスタイルも素晴らしいが、なにより足が！　普段はスカートに隠されていた魅惑のふとももがっ！

「よし、クラス対決バレー一位の座はもらうよ、桜木さん！」

「もちろんよ、恋愛のない健全な精神で優勝よ！」

　一緒にしゃべってるのがメルトなのを除けば素晴らしい眺めだ。

　ほかの男子の目も、揃そろって注そそがれている。冷静に考えればクラスの美少女ペアのツーショットだからな。そうならないほうがおかしい。

　ここは、禁じられた手を使わざるをえない。

　俺おれは携帯を取り出す。メールを送信しているふりをして二にの宮みやを撮影するのだ。

　みんな、引かないでくれ。別に変な目的で画像を使うわけじゃない。なにせ、俺は六年間も二宮のリアルタイムの姿を見ていなかったのだ。写真がほしい。

　偶像崇すう拝はいを禁じる宗教は多い。だが、二宮は神そのものだからよかろう。

　よし、なんでもないふりを装うのだ、なんでもないふりを。俺は友達にメールを送っている、うん、送ってる。偶然携帯の向こうに二宮がいるだけ…………カシャ。

　よし。これで俺は一日四十八時間働けます！

　――だが、天国は数十分しか続かなかった。

　バレーの授業中、俺は携帯をグラウンドの隅に置いていた。絶対踏まれない場所のはずだ。砂ぼこりにも気をつけた。完かん璧ぺきである。

　だが、戻ると携帯がない。学園内で携帯盗むヤツなんていないと思うが……。

「あれ、金かな沢ざわ、お前、携帯探してるのか？」

　武たけ田だが声をかけてくる。

「ああ、ここに置いてたんだが……」

「もしかして、あれじゃないか？」

　指差されたほうを見ると――メルトが俺の携帯をいじっていた。

「あの……さくらぎ……さん？」

「怪しいとは思ってたけど、まさか本当に撮っているとは思わなかったわ……」

　今の心境を一文字で表します。

完　　

「この人間のクズがぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！」

　俺はきれいな放物線を描いて吹き飛んだ。



「くそ、メルトめ、画像も全部消去しやがって……」

　腫はれたほっぺたを押さえて、更衣室を出ると、

「あ、先輩、昨日はご迷惑をおかけしました」

　部屋の前にいたのは見目うるわしい女子――ではない。こいつは男だ。

　速はや星ほしクレハ。生徒会副会長。

「あの、申し訳ないのですが、昼休みに生徒会室に来ていただけませんか？　また、会長がろくでもないことを思いつきまして……」

　ため息まじりに速星は言う。こいつも俺同様、女性運がないよな……。

　つか、自分から「ろくでもない」って言うなよ。いい人すぎるぞ。

「ちなみに行かなかったらどうなる？」

「ボクの女装写真が生徒会ＨＰに載ります……」

　心中お察しする…………。

　だが、そこでひらめいた。そうっと会長に肩入れして、メルトに復讐してやろう。それに恋愛推進を宣言している生徒会なら、俺おれの力になってくれるかもしれない。

【怖愛こわいの枷かせ】は愛を口にしなければ無害だ。もし、二にの宮みやからなびいてくれれば……。

「わかった。昼休みに行こう。約束する」



　で、昼休み。

　俺はそそくさと教室を出て、生徒会室のドアをノックしている。

　メルトに「どこ、行くのよ？」と聞かれたが無視した。

　あと、二宮は席に切符を並べて「もういくつ寝ると声優のライブイベント～♪」とオリジナルソングを歌っていた。カラオケボックスよ、配信してくれ。

「失礼しまーす」と三階にある生徒会室のドアをあける。

　するとドアの横にいた速はや星ほしが、

「会長がご迷惑おかけします……」

　と言って、さっと鍵かぎを閉めた。

「おい、どうして鍵を閉め――」

「ふふ、よく来てくれましたね、金かな沢ざわさん」

　目の前にはソファに座っている生徒会長。

　こうやって黙って堂々と構えていると、【太たい陽よう神しん】にふさわしい風格がある。

　部屋のほうもすごい。天井には落ちてきたら重量で即死しそうなシャンデリアが垂れ下がっているし、部屋の隅には西洋の甲かつ冑ちゆうやら、ギリシャっぽい彫刻が並んでいる。

　ソファも机も王室御ご用よう達たしみたいなデザインだ。ロココ調というのか。

「ふふふ、少し自費で改装してみたんです。総工費三千万くらいでしょうか」

「なるほど。本物のお嬢様なんですね……」

「はした金ですよ。では、金沢さん、そこにおかけ下さい」

　と会長に笑顔で言われ、学校とは思えないエレガントなソファに俺は座る。

　でも、どうして隣に座ってくるんですか、会長？

　あと、接近しすぎて胸が当たってるのだが。

「わたくしは人間の成長には愛が必要だと考えています。たとえば、キリスト教では人間は互いに愛し合うことが大事だと福ふく音いん書しよにも書かれていますね」

　お、少しはいいこと言うな、会長。

「そして、その『愛』をつかさどることで、学園を支配できるのではないかと聡そう明めいなわたくしは考えたのです。さすが、わたくしです」

　会長は、えっへん、と胸を張る。そのせいで余計に胸が当たる。

　しかも、でかいし。メルトと比べても無意味だが、何カップあるんだ？

　ぷるるるん、とかそんな頭の悪そうな擬音語をつけたくなる。

「ですが、あろうことか恋れん禁きん術じゆつとか言って恋愛推進を妨害する人がいます……」

「メルトのことですね。ところで、誠に言いにくいのですが、胸が――」

「わたくしは最強の刺客を送りました。必ずや、桜さくら木ぎさんは彼に恋をするでしょう。ですが、慎重派のわたくしはさらに完かん璧ぺきな方法を考えたのです」

「いったい、それは？　あと、胸――」

　この人、胸の大きさを自覚していないのか？

　まずい、いやらしい欲望が湧わき上がってくる。これでは『第十四条　二にの宮みや以外の女性に興奮してはならない』に抵触してしまう。

　そして、俺おれ自身でも弁解できないような興奮と呼べる状態が発生した場合、『第一条　以下の項目を明確に破った場合、二宮と恋愛してはいけない』に引っかかる。

　なお、興奮状態というのは判例だと身体の明確な変化によるものとされている。

　……たとえば、下半身の反応とかな。

　落ち着け、金かな沢ざわ大和やまと。目先の誘惑に負けるな。負けるな……。

「あの、金沢さん、『内堀を埋める』という言葉をご存じですか？」

　会長はなぜか、顔を赤らめる。

「それを言うなら外堀ですよ。本体じゃなく周囲から攻めるって意味ですね」

「はい、そして桜木さんを中央とすると、外堀になるのは金沢さんです」

「え……？」

「つまり、その外堀を埋めてあげればいいんです――こんなふうに」

「えっ？　うわっ！」

　いきなり会長が胸の押し付けを強め、のしかかってきた！

　世間一般では、押し倒された、という状況だ。



「金沢さん、教育によくないことをしませんか？」



「会長、な、何を……」

「金沢さんが破は廉れん恥ちな行為を働いているような写真を撮影すれば、桜木さんは深刻な精神的ダメージを受けますよね？　そして、助手も必ずクビにするから、戦力もダウンです」

　後ろでは速はや星ほしがいつの間にかカメラを構えている。

　謀はかられた……。

「無茶苦茶ですよ、会長！　あふっ！」

　口が胸でふさがれて上う手まく息ができない！

　まさか、こんなことのために俺おれは呼ばれたのか？

　そりゃ、速はや星ほしが「ろくでもない」と言うわけだ――って、いや、待てよ。

「おい、速星、黙って見てないで、止めてくれ！　会長がおかしい！」

　だが、速星はゆっくりと首を左右に振り、

「確かに会長はバカです。とめどもなくバカです。ですが、そのバカな会長が自分なりに必死に考えて選んだ作戦なら、邪魔はできません」

「こんな時だけ、良き理解者になるな！」

　会長は片手で俺の手の動きを止めつつ、残った手で自分の制服のボタンを外す。一つはずれるだけで、豊満な胸が前面に出てくる。いかん、じっくり観察するな！

　だが、所しよ詮せん会長は女性。マウントポジションをとられたからといって、脱出はたやすいはず――――あれ。

　体がロックされてまったく動けない……。

「わたくしは桜さくら木ぎさんのライバルですよ。格闘技対決では互角でした」

「かよわいキャラじゃないんですね……」

　だとしたら形勢は圧倒的に不利。

　二にの宮みや法ほうを守るには精神集中しかない。

　ええと、数学の問題を考えろ。できればビジュアル的なものを……。

　会長の上から二つ目のボタンがはずされる。ぼよん。

　ええと、半径三センチの円の内部に四角形が……。

　上から三つ目の制服のボタンがはずされる。ぼよよん。

　くそっ、この程度で誤ご魔ま化かせるわけないぞ！　このまま勝ち誇った顔の会長にいいように襲われてしまうのか？　――――いや、違う。

　会長は勝ち誇るどころか、とても不安そうな顔をしていた。

　ボタンを持つ手もかすかに震えていて、四つ目で止まっている。

　よく見れば、瞳ひとみだってうるんでいる。

「ま、まさか、会長もこんなこと、怖いんじゃないですか……？」

「だ、だって……わたくし、お嬢様ですよ……。殿方に肌をさらしたことなんか……」

　会長は余った手を弱々しく握りしめる。まるで、お守りをつかむみたいに。

　おい、この人、ちゃんとした淑女レデイじゃないのか？

「じゃあ、早く止やめて下さいよ、こんなこと！」

「で、でも……わたくしは生徒会長ですから……。生徒の皆さんが恋愛できるようにしないと、青あお葉ばが丘おか学園に入ってよかったと思えるような学園にしないと……」

　かすれそうな声で、会長はしぼりだすようにつぶやく。

　まったく……この人、どこまでも無茶苦茶だな。無茶苦茶マジメな人だ。

　日ひの御み子こ乙おと女めは本気で学園を背負おうとしている。それに比べてメルトへの逆恨みだけで、ここまで来た俺おれは――――メルトの言うとおり、クズだな。

　会長が四つ目のボタンをあたふたしながら、はずす。黒いブラがのぞいた。

「クレハに言われて買った黒のブラです……。このほうが殿方が興奮するから……と」

　また、声を震わせる会長。これじゃ、どっちが襲われてるのかわからない。

「会長、俺は会長のこと、見直しました。だから、余計にこんな手には乗れません。こんなことで会長の品位を傷つけたくない」

　かすかに首を横に振る会長。

「ダメです……ここで引き下がったら作戦は失敗じゃないですか……。でも、怖い……」

　会長はゆっくりと俺に抱きついてきた。

　誘惑するためじゃなくて、恐怖をまぎらわせるために。

「クレハ、桜さくら木ぎさんを怒らせるのなら、抱きつく写真でも十分じゃないですか？」

　横目でゆっくりと速はや星ほしが首を横に振る。

「それくらいじゃ、ウソだとばれますよ。せめて、服くらい、もう少し乱れさせないと。ライバルの桜木さんを倒すんじゃないんですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      　だから、副会長、そこは妥協しろよ……。

「うぅ……金かな沢ざわさん、わたくし、どうしたらいいんでしょうか？」

「そんなこと知りませんよ……」

「こ、これはきっと試練です。学園を乗っ取って、素晴らしい楽園に変えるための……。うぅ……それでも、こんなこと……わたくしは…………いやっ！」

　会長の抱きしめる腕の力が強くなる。

　これは俺おれにとっては、かえって辛つらい状況だ。

　まだ襲われるのなら、抵抗することで気を散らせることもできる。

　だけど泣きそうな顔で、抱きつかれたら本当の恋人同士みたいじゃないか……。

「金沢さん……慰なぐさめて、下さい……」

　また、誤解を招きそうな表現を……落ち着け、会長に変な意図はない……。

　先輩の胸の鼓動が伝わってくる。

　どくん、と俺の心臓も高鳴る。

　やばい、理性のほうが無事でも本能のほうがバーストする……。

　二にの宮みや法ほうを破るまで、あと、もっても残り一分だな……。

　最悪の場合、「最終手段」を行使するしかない。

　その時、扉がガタガタと鳴った。

「あれ、閉まってる！　やっぱり乙おと女め、何か悪だくみしてるわね、開けなさい！」

　あの声、メルトだ！

「メルト、助けてくれ！　襲われる！　もう、もたん！」

　俺も全力で助けを呼ぶ。

　自分から生徒会室に来ておいて都合のいい話だが、緊急事態だ！

「大和やまともいるのね！　乙女のことだから、どうせ大和を襲って研究会をクビにしようとか考えてるんでしょ！」

　お前ら、実は息が合うだろ。まさに、そうだよ。

「ああ、もう開かないっ！　開きなさいよっ！」

　しかし、いくら黒帯のメルトでも、カギのかかった扉は荷が重いか。

　ドアをガンガン叩たたく音だけが部屋に響く。

「ふふ……残念でしたね！　金沢さんはもうすぐあなたの憎む破は廉れん恥ちな状態に陥おちいるのです！　わたくしの魅力に無条件降伏なのです！」

　会長もメルトを前に、強がりを言っているが、腕は余計にふるえている。

　くっ……あと、二十秒、いや十五秒で、二にの宮みやを愛する資格は消失する。

　さらに扉を叩く音が強くなる。ドンッドンッドンッ！

　でも、いくらメルトでも扉をぶっ壊すことはできないか……。

　もう、ダメだ……。俺おれは日ひの御み子こ乙おと女めという少女に興奮してしまう。だって、この人は生徒会長としてあまりに真剣で、そのためにこんな恥ずかしいことまでして……。

　もう、会長に恋したっていいくらいじゃないのか？

　きっと、これはこれで運命的な出会いだぞ。六年前の恋なんて忘れろよ。

　――――――――――――――――――――――――嫌だ。

　俺は二にの宮みやと一緒になるんだ。

　いくら、会長がどんな素晴らしい女性でも、そこは譲れない。

　俺は【太たい陽よう神しん】より偉い女神に一度告白されたんだ。

　だから、俺は最後の手段を使う。



「俺は、二宮七なな緒おのことが好きだ…………あぁぁぁぁぁっ！　痛いてぇぇぇぇぇ！」



　全身に激痛という激痛が走る。興奮なんて、はるか彼方かなただ。

　会長に乗っかられていなければ、吹き飛んでいただろう。

　もちろん、【怖愛こわいの枷かせ】のせいだ。

　あまり強調もせずに宣言したせいか、意識も失わずに済んだらしい。

「に、二宮、俺はまだお前のためだけの……ものだぜ……」

　突然、俺の顔が苦痛に歪ゆがんだので、会長も力をゆるめる。

「え、二宮さん……？」

　後は会長がこれ以上、迫ってこないようにしないとな……。

　俺は弱々しく、右手を上げる。

　あっ、人差し指が会長のくちびるに触れてしまった……。でも、今は些さ細さいなことだ。

「こんなことはしなくていいですよ――だって、会長はありのままが一番かわいいんですから」

　俺は苦痛に耐えて、精一杯の笑顔を作って言う。

　だから、これ以上襲ってこないで下さいね……。次に二宮が好きだと言ったら、たぶん死ぬ……。

「わたくしのありのままが、か、かわいい……？」

　会長の口が力なく半開きになる。

　それから、顔がかすかに朱に染まる。

　あれ、なんだ、この反応？　もしかして、怒らせてしまっただろうか……。

「ずるいですよ、金かな沢ざわさん……。今、二宮さんが好きとおっしゃったばかりなのに、こ、こんなこと言うなんて、生徒会反逆罪で、た、逮捕しちゃいたいくらいです……」

　すねたような顔で横を向いてしまった。

　機嫌を損そこねてしまったかな……。

　でも、攻撃を思いとどまらせることはできたみたいだ。

「あの……金かな沢ざわさん、こんなこと、ほかの女子にも言ったりしてるんですか……？」

「いえ、そんなことないですけど。会長は例外です」

　そもそも、二にの宮みや以外のかわいい女子をじっくり見るのは二にの宮みや法ほう的によくないしな。

「わ、わたくしは金沢さんの中で……特別なんですよね」

　会長の様子がおかしい。相当ご立腹なんだろうか、余計なこと言ったかな……。

　さて、次はどう脱出するかだけど――――

　一瞬、扉にヒビが入ったように見えた。

　まさか、いくらメルトでも扉を破壊するなんてことは……。

　だが、次の瞬間には、扉は車でも突っ込んできたみたいに吹き飛ばされた。

　すべて、桜さくら木ぎメルトの炎に燃えた拳こぶしによって。



「ワタシの助手に手を出すなあああああああっ！！！！！」



　まさか、これ一級レベルの恋れん禁きん術じゆつ、【破は恋れんの斧おの】!?

　ウソだろ？　そんな才能があいつにあるわけないはず……。

「はあ、はあ……まさか、ここで【破恋の斧】が使えるなんて信じられな――な？」

　メルトの目がこちらを向く。

　つまり、胸元をはだけた会長に押し倒されている俺おれに。

「ふ、ふ…………ふけつだわっ！　えっちいことなんて、ダメ、ゼッタイ！」

「あ、これは誤解で――ぶがはっ！」

　俺はメルトに引っ張り起こされ――炎のついた手でぶん殴られ――壁まで思い切り叩たたきつけられた……。今軽く、天国が見えたぞ……。

　まあ、これで会長の作戦は失敗だな。俺もボロボロだが……。

　メルトに左腕をとられ（火はもう消えた）、俺は連行されていく。

「さあ、帰るわよ。ったく、乙おと女めは油断も隙すきもないわね。この色ボケ」

「わたくしはボケではありません。ご利用は計画的な人間です。今回は失敗しましたが、必ず金沢さんもあなたも悪の所業から足を洗わせてあげます」

「やれるものならやってみなさい、べ～」

　メルトはあっかんべ～で会長に答える。ガキか、お前は。

「金沢さん」

　最後に会長に呼び止められた。

　少し目が合うと、すぐにそらされたけど。

「ありがとうございました、わたくし、大切なものを失うところでした」

　俺おれも二にの宮みやと恋愛する権利を失いかけましたからね……。

「だから、お礼に金かな沢ざわさんに必ずいい恋愛をさせてあげますから！　何か事情があるのでしょうが、桜さくら木ぎさんからも必ず解放してさしあげます！」

　会長はようやく笑顔になってくれた。

「もし、叶かなうならお願いします」

「ふん、助手に恋愛なんかさせないわよ！」

　メルトの手は炎の余よ韻いんでかすかに熱かった。



「信じられない、生徒会長に篭ろう絡らくされるなんて！　女だったら誰だれでもいいの？」

　袖そでを引っ張られたまま、俺はクラスのほうへ引っ立てられていく。

「すまん、あれは……俺も深く反省している、マジで……」

　二宮を裏切りかけ、しかもメルトに助けられてしまった。

「もう、最低！　とくに乙おと女めとだなんて許せないわ！」

　俺のことはどうでもいいのだが、会長のことを悪く言われて、少しむっとした。

「お前な、会長はあれはあれで真面目まじめに恋愛のことを考えてるんだよ」

「何よ、助手のクセに乙女の肩持つの？　やっぱり誘惑されておかしくなった？」

　その発想に俺は余計にイラっとする。

「違うんだよ！　会長はお前みたいに恋愛禁止なんてふざけてるわけじゃ…………あっ」

　俺の言葉は急速にしぼんでいった。

　見てしまったのだ、扉をぶっ壊したあいつの右手を。

　日の光を浴びたことがないくらい白かったその手は扉を何度も殴ったせいか、皮がむけて赤くなっていた。

　それは俺を助けるために、メルトが必死にやってくれたことで。

　こいつも決して恋れん禁きん術じゆつをふざけて使ったりなんてしていないのだ。

　会長が学園のことに一いち途ずなように、メルトも俺を助けるために傷つくことも厭いとわなかったのだ。

　だから、一級の魔法なんて、奇跡が起こせたんだろ。

　ここは俺が折れないとダメだ。

「何よ、急に気落ちしちゃって。ほら、とっとと行くわよ」

　もう、教室は目の前だ。

「メルト」

「何よ」

「助けてくれてありがと、感謝する！」

　クラスに入る一歩手前、俺おれは腰を限界まで曲げて頭を下げた。

　俺は二にの宮みやへの恋に真剣に生きている。だから、何かに真剣なヤツの姿は尊重する。

　それが恋の邪魔をする恋れん禁きん術じゆつ師しでもな。

　メルトの足がぴたりと止まった。

　あいつも感謝されると思ってなくて、照れくさかったんだろう。

「ふん！　生徒会長といちゃついてた男に何言われてもうれしくないわよ！」

　まあ、「どういたしまして」と言うわけないよな、こいつが。

　とにかく一件落着だな。

　――と、俺は思っていたのだが……何やら目の前のクラスが騒がしい。

「会長といちゃついてたってどういうことだ？」「おい、二ふた股まただよな？」「どう見ても二股だよな？」「金かな沢ざわ、殺す……」

　……………………。

　しまった、ここ、クラスの目の前だよ！

「何考えてるの、金沢君！」

　二宮が自分の席からすごい勢いで飛んできた。

「せっかく桜さくら木ぎさんという彼女がいるのに、二股なんて最低だよ！　今すぐ、桜木さんに謝りなさい！」

　そして、すぐに二宮は自分の席に戻っていった。弁解のチャンス一切なし。

　しかも、俺の横のメルトは今の恋人扱いで、見事に羞しゆう恥ちの炎を燃やしており……。

「これは、もう……こんなことがないように昼休みも監視するしかないわね……」

　メルトが顔を赤くしながら言う。怖いので表情は見ていない。

「もう、大和やまと、明日からお弁当持ってこなくていいわ」

「え、それはご飯抜きということ…………？」

「ワタシが恋れん禁きん術じゆつ強化弁当を作ってくるから、それを食べなさい！」

　また、俺は吹いた。今度は手作りお弁当……だと？

　やめろ。これじゃ、どんどんお前と恋人みたいになっていくだろ……。

「放課後はスパルタでビシバシ行くからね！」



　茶道室あらため恋禁術研究室。

　相変わらず、こりずに置かれてあったバラを捨てて、メルトは中に入っていく。

　今日は俺も素直についてきた。こいつに助けてもらった恩もあるしな。だけど、

「さ～て、今日はスパルタでいくわよ」

　どうして、お前はそんな巨大ハリセンを持っている？

「ハリセンはね、恋禁術師の代表的な武器のひとつよ。恋を捨てて芸の道を選んだ芸人の悲ひ哀あいと人生がハリセンにはしみこんでいるの」

　なんか辛しん気き臭くさい武器だな。

「ちなみに、使用方法は？」

　メルトはばしばしとハリセンで手のひらを叩たたく。

「ダメな助手をぶん殴るのに使うわ」

「俺おれ、叩かれるの確定かよ！」

「今日から恋れん禁きん術じゆつを習得する特訓よ。本当は、もっと恋愛のおぞましさを教えるべきなんだけど、二にの宮みやさんという信仰対象がいるあなたは頭が固そうだし、乙おと女めみたいな誘惑もあるし……促成栽培で恋禁術を覚えてもらうわ。課題はこれ！」

　メルトは、畳の上にＣＤケースを叩きつけた。

　それは確か……昨日武たけ田だからとりあげたギャルゲー。

『気ままに、まい☆だーりん』初回版（サントラＣＤ・設定資料集付き）

　原画：‥三さんノの宮みや奈な々な

　ん？　このイラストレーター、二宮に似た名前だな。まあ、三ノ宮って確か、関西のオタク街の名前だし、奈々っていう名前の声優兼歌手もいたはずだから偶然だろうが。

「ここには、女の子と結ばれることが確定しているところでセーブしたデータが入ってる。業界用語で『フラグが立つ』って言うらしいわね」

「まあ、業界はどうでもいい。それで、何をするんだ？」

「そのフラグをぶち壊しなさい。つまり、恋愛が成じよう就じゆしないストーリーにするの！」

「ええと、つまり、オプションでセーブデータを消せってこと――」

　パパパパァァァァァン！

　思い切りハリセンで叩かれた！　予想以上に痛いぞ、これ……。

「違うわよ、念じる力で、フラグをへし折るの。恋愛を許さない正義の心でゲームのプログラムを書き換えるのよ！」

「つまり、恋禁術でストーリーをねじ曲げろって？　そんなことできるわけ――」

　パパパパァァァァァン！　パパパパァァァァァン！

　今度はハリセンで往復ビンタされた！

「挑戦する前から諦あきらめない！　そんなんじゃ、まともな恋れん禁きん術じゆつ師しになれないわよ！」

「でも、俺、一言も恋禁術師を目指してるなんて――」

　パパパパァァァァァン！　バゴッ！　パパパパァァァァァン！

「お前、今、握る部分で殴っただろ！　死ぬほど痛いわ！」

「ワタシの助手をしてる間は、ワタシの言葉に従いなさい！」

　もう、何を言っても叩かれるんだな、諦めよう……。

「わかった、じゃあ、やってみる」

　ゲームに念を送る。

　お前ら、幸せになれ。今の俺おれと同じくらい幸せになれ。

「なんか、悪意を感じたんだけど？」

「気のせいだ。念は入れ終わったぞ」

「じゃあ、試してみるわね」

　メルトは押入れからテレビとゲーム機を出してきた。生活できるぞ、この部屋。

　そのまま、俺は会話スキップ機能を押して、話を進めていく。

　主人公はどこにでもでいる男子高校生。なぜ女子の友達ばかりいるのかは不明。ヒロインは主人公の幼おさな馴な染じみ。仲のいい二人が、だんだんとお互いを異性と意識し始める。定期試験や買い物というイベントを経へて、恋を実感する二人。そしてヒロインの告白。ラストはヒロインが原因不明の難病にかかるが、主人公の愛と勇気によってなぜか無事完治。そして二人が結婚式をあげるシーンの後に、感動のスタッフロール！

「めでたし、めでたし！　けっこう面白いな。ラストで泣きそうに――――ぶぐれべっ！」

　パパパパァァァァァン！　タラララン、タッタッタ～ン♪

「めでたくないわよ！　結ばれちゃったじゃない！　やりなおし！」

「おい、今、叩たたきすぎでレベルアップの効果音が！」

　――その後も、念を送る 失敗 叩かれる、のコンボが続いた。

　つか、こんなことで成功するわけないだろ？

「ぜ～は～ぜ～は～。才能はあるはずなのに、なんて覚えが悪いのかしら……」

　叩きすぎたメルトもクタクタになっている。

「知るか！　その才能だって、お前の思いこみだろ？　俺は愛に生きる男なんだよ」

「黙りなさい。口だけで教えるのは限界だわ……ちょっと手を貸して」

　言うと、メルトは俺の腕を取り、文字通り手取り足取り指導を始める。

「いい？　念じる時の脇わきの締しめ方が甘いの。もっと、ほら、そこは締めて！」

「こ、こうか？」

「違うわよ。もっと、こう、腕をガっと、右手はギュっと、それで左足はスラっと！」

「日本語使えよ！　擬音語ばかりで全然わかんねえ！」

「わかったわよ。左手は蝶ちようのように、『恋愛なんてダメ、ゼッタイ！』という気持ちをぶつける手の動きは蜂はちのように、じっと耐え忍ぶ気持ちはカメムシのように！」

「昆虫のたとえ出されてもわかんねえよ！」

「ああ、もう！　手の力を抜きなさい！　ワタシが代わりに動かすから！」

　べったりくっついて俺の手を取るメルト。熱心な指導はいいのだが――

　熱心すぎて胸が当たっている…………。

　なんなんだ、日ひの御み子こ会長といい、恥じらいを持てよ……。

「ちょっと、また緩ゆるんでるわよ。ほら、もっと腕を引いて！」

　うわ、貧乳のくせに、いざ当たると意外とやわらかい――いかん、集中！

「ほら、もっと重心は後ろ！　そうしないと『バカップルとかマジ死ねよ！』って手を思い切り前に振り出すことができなくなるでしょ！　もっと倒れるくらいに！」

「だから、後ろに引くと当たるんだよ！　お前、わざとか!?」

「意味わかんないこと言うな！　ほら、もっと重心を後ろに！」

「倒れる、倒れるって……わっ！」

　思い切り引っ張られて体が傾きすぎ――――転倒した。

　俺おれがメルトを押し倒す構図で。

　目の前にメルトのくちびるがある。ほんのりとピンク色で、宝石みたいだ。そして、俺の口もとはメルトの胸元にあって…………絶対に殺されるな、これは。

　でも、メルトの様子はどこかおかしかった。

「ダメよ、大和やまと……。ワタシたちは『友情契約』は結んだけど『恋れん情じよう契約』まで結ぼうなんて、言ってないわ……」

　え、恋情って、恋れん禁きん術じゆつの中じゃ明らかにアウトだろ……？

「『恋情契約』は恋禁術の禁きん忌きの中の禁忌よ……。二人の関係を破戒寸前まで近づけて、大きな力を出すの。でも少しでも加減を間違えれば恋禁術が永久に使えなくなるし、身の破滅を招くわ……。だって、こんなこと……するんだから……」

　なんか偶然倒れてしまったのが、契約の作法と一致してしまったらしい……。

　しかも、メルトの口ぶりだと『恋情契約』はかなりエロいことらしいな……。

「だけど、あんな教科書の後ろに書いてあることまで読んでくれてたんだね……そんな真面目まじめに取り組んでくれてたんだ。ちょっと感心しちゃった」

　いやいや、まったくの偶然だ、それは！

　すぐに起き上がらないといけないのだが――つっ！　手をくじいたらしくて右手に力が入らない。足も変な方向にひねったらしい……。

　倒れた時に散らばったメルトの黒髪から、ふんわりとシャンプーの匂においがする。あれ、シャンプーってこんな甘い香りだったっけ？

　違う。これはメルトの香りと混ざってるんだ。なんだろう、会長に襲われかけた時もいい匂いがしたけど、それとはまた違うんだよな。会長は高たか嶺ねの花な高貴な香りだけど、メルトは野原に咲いてる一輪の花みたいな……って何を考えてるんだ、俺は。

「やめてよ、大和、鼻息が胸に当たってる……」

　あ、無意識のうちに息が荒くなっていた。これじゃ、ド変態じゃないか、俺……。

　やばい。

　本当に理性が焼き切れそうだ。

「ねえ、早くどいてよ……早く……」

　そんな声もどこか、おねだりするみたいに聞こえてきて……。

「ほら、早くしてよ、早く……」

　お前もまぎらわしい言い方するなよ！　そこはちゃんと、どけ、と言え！

　というか、どいてくれ！　こっちは倒れたせいで文字通り手も足も出ないんだ。

　ダメだ。狭い部屋、美少女（認めたくないが、メルト）、二人きり。あまりにもシチュエーションが揃そろいすぎてしまっていて……。

「大和やまと、本当にどいてくれないとダメ……助手でも、こんなことしたら……」

「いや、俺おれからは動けないんだ……早くどかしてくれ。ああっ！　お前、密室で二人きりって状況を考えてくれよ！」

「は、二人きり？　そこにもう一人いるじゃない」

　メルトの顔が「何ほざいてんだ、このバカは」というものになる。

「え？　この部屋のどこに人がいるんだよ？」

　メルトは自由の利く手で部屋の隅を指差す。

「いや、そんなとこに誰だれも――――うぉお？」

　部屋の端で女子が体操座りをしていた。

　驚きのあまり、俺はひねった足で強引に起き上がっていた。

　ショック療法だが、なんとかピンチは脱出したな……。

　少女はメルトに匹敵するほど小さい。短めの髪が余計に幼い雰ふん囲い気きを出している。

　そして異様なのが、彼女の近くに十本くらいの空っぽの５００ミリペットボトルが置いてあること。まるで、猫ねこ除よけペットボトルに包囲されて進退窮きわまった猫のごとし。

　そのせいか、彼女もやたらと憂ゆう鬱うつげな顔をしている……。

「おい、メルト、下級生の女の子にまでひどいこと――」

　パパパパァァァァァン！（久々のハリセンの音）

「勝手に人を犯人にするな！　その子は野の々の市いちしじま。四月に研究会に入会を希望してきた感心な一年生よ！　あと、そのジュースは彼女が買ってきたもの！」

「いつのまに部屋にいたんだ？　それとジュース買いすぎだろ……」

「しじまは影が薄いから注意しないと存在に気づけないの。ちなみに昨日もいたわ」

　そんなアホなと思うが、確かにこの子は静かすぎる。

　というか、さっきから一言も発してない。

「そういえば、『しじま』って無言とか沈黙とかそんな意味だったよな」

　名は体を表すということか。

「あ、俺、金かな沢ざわ大和。訳あってこいつの助手をさせられてるんだ」

　単に気が弱いだけなのかもしれない。こちらから挨あい拶さつをしておこう。

　だが、彼女は返事をしてくれない。

　おいおい、無視かよ……と、ムっとしはじめた頃ころにやっと少女は口を開いた。

「我が名は野の々の市いちしじま」

　なんか古風な言い方だな。まあ、いいか。

「君はどうして、こんな研究会に？」

「桜さくら木ぎメルトという恋れん禁きん術じゆつ師しの生態の観察」

「ははは！　メルト、お前バカにされてるぞ！」

「そんなことないわよ。ちなみにその子も恋禁術師なのよ。しかも一級」

「一級ってことは、最高ランクってことだよな……」

　メルトより一年下なのに、えらい違いだ。

「また、失礼なこと考えた」

　メルトの猫目が吊つり上がる。事実なんだから、仕方ないだろ。

「それで、一級恋禁術師ってことは何かすごい魔法が使えたりするんだな？」

　メルトには無理な派手な魔法が使えるなら見てみたい。

「さあ？　しじまが呪じゆ文もん使ってるところは、一度も見たことないから知らない」

　あほらしくて、こけそうになった。

「メルトよ、お前、この一年に騙だまされてるぞ。なあ、野々市、魔法なんて使えないんだろ」



    

  
    
      



    

  
    
      　だが、このショートボブの女は、不機嫌そうな顔で反論してきた。

「我は一級恋れん禁きん術じゆつ師しの中でも上位に位置する鬼き道どう師しクラス、正真正銘の一流」

「なんだよ、鬼道師って？」

「一級恋禁術師の中でも能力に優れた者は、鬼道師、龍りゆう道どう師し、天てん道どう師しなどの称号を得る。なかでも天道師は生きた伝説とも言える存在で、地球を滅ほろぼすほどの力を持つ」

　なんだ、この痛い設定は……。

「しかも、我は恋禁術師を管理する、『六十六の審しん問もん官かん』の一人。問題のある恋禁術師は助手といえども処罰する権利がある。これは『百八の戒かい律りつ』にも、そう記されている」

「ほう、具体的に何をやってくれるんだよ？」

　売られたケンカは買うぞ、下級生といえども。

「夜中にやたらと無言電話をかける」

「やり口が陰険だ！」

「ほら、遊んでないで、練習に戻るわよ！　次からはミス一回で五ハリセン！」

　メルトがまたハリセンをばしばしと手で鳴らす。

「新たな単位生み出すなよ……。はいはい、やるよ、やりますよ」

　またメルトは俺おれの手と腕をとってくる。

　ああ、どうしてお前との距離ばかり縮まるんだよ……。

　でも、さっきと比べると密着の度合いはかなり小さい。

「大和やまと……さっきみたいなのは……ダメだからね。次やったら【破は恋れんの斧おの】だから」

　メルトはうつむいて、ぼそぼそっとつぶやく。

「あれは事故なんだ、忘れてくれ……」

　俺たち二人は顔を赤くして、残りの練習をやった。



　そして、その夜。深夜二時。俺の携帯が鳴った。

　いったい、こんな時間に誰だれだよ、と着信ボタンを押す。

『桜さくら木ぎメルトから離れろ、離れろ、離れろ離れろ離れろ離れろ離れろ離離離離離離』

　怖っ！



　結局ほとんど眠れなかった……。あの後も恐怖のイタズラ電話は始終鳴り続けた。音を消して放置したが、怖くて眠りにつけなかったのだ……。

「おのれ、野の々の市いちのやつ、本当にイタ電してきやがった……」

　と、窓をどんどん！　と叩たたく音が。

　ここ二階なんだが……とおそるおそる振り返ると、

　野々市しじまがいた。

　もちろん、窓の外に。

「お前、落ちたらケガするだろ！」

　あわてて、窓をあける。

「おはよう、助手」

　無感動に野の々の市いちは言う。

「どうやって上がった……わっ、足、ぶらぶらさせてるし！　危ねえ！」

「我はイタ電などしていないので文句を言いにきた」

「あ、例の電話のことか。だけど、お前がどうして知ってる――」

「確かに無言電話は計画していたが、それも未み遂すいだ。イタ電は計画もしてない」

「無言電話の計画はしてたんだな……」

「ところで、桜さくら木ぎメルトが一級魔法【破は恋れんの斧おの】を使ったというのは本当か？」

　野々市はいきなり話題を変えてきた。

「炎の拳こぶしで殴る恋れん禁きん術じゆつだよな。本当だ」

　このインチキ恋れん禁きん術じゆつ師しも魔法には興味があるらしい。

「あと、桜木メルトはお前に告白を阻止する【怖愛こわいの枷かせ】までかけたらしいな」

「おかげで俺おれの人生設計は無茶苦茶だけどな」

「やはり桜木メルトは特殊。例外。ミュータント」

　野々市は体言止めでメルトが変なヤツだと強調する。

「お前にとっては恋禁術師は実験動物なんだな」

「違う。恋禁術師ではなく、桜木メルトに興味がある。お前は、八級恋禁術師がまぐれ程度で一級の魔法を使えると思うのか？」

「おい、じゃあ、あれは恋禁術じゃないって言うのかよ？」

「だから、興味深いのだ。では、さらば」

　野々市はぱっと手を放した。落ちるっ！

　だが、地面にはあいつの姿はどこにもなかった。消えた？

「あいつ、本当に恋禁術師なのかな。というより、忍者か」

　――と、階下から妹の声が聞こえてきた。

「お兄ちゃ～ん、彼女が来てるよ～。ひゅーひゅー！」

　彼女だと？　そんなものは俺の人生史上存在しないはずだが。

「桜木さんだって～！」



「おはよう。今日から一緒に登校だね」と二にの宮みやに迎えに来てもらう。このお迎えイベントは俺の『二宮と過ごす幸せな想像百選』の中でも上位を占めていた。とくに最初の日は、お互い気恥ずかしくて顔を赤らめながら……ああ、これぞ、青春！

　――そのファーストお出迎えはメルトに阻止された。

　しかも家族公認で、彼女という誤解を受けたおまけ付きで……。冷静に考えるとこの地球上で付き合ってないと主張しているのは俺おれとメルトの二人だけだ。多数決の民主主義社会では俺たちは付き合ってることになってしまうのか？　寒気がする。

「何か、ものすごく嫌そうね。師匠自ら迎えに来てあげたのに」

　早朝だからなのか、メルトは機嫌が悪い。あ、いつも悪いな、訂正、訂正。

「じゃあ、『やったー！　師匠が迎えに来てくれた！』なんてノリがいいのか？」

「それはそれで、キモいわ……」

「だろ。あと、お前、無理して早起きしてるならやめとけよ」

　むしろ、是非来ないでくれ。

「早起きは得意なの。うちの師匠、起こさないと四十時間は寝ちゃう人だったから」

「お前の師匠、いろいろと終わってるな」

「それに気も抜けないわ。ワタシたちは生徒会の刺客ともいずれ戦わないといけないし」

　いや、刺客って刀持って登場するようなヤツではないはずだが。

「ま、一級の恋れん禁きん術じゆつが使えるようになったワタシが返り討ちにするけどね！」

　メルトの足がスキップに変わる。こいつ、露骨に調子に乗ってるな。

「あれから、一度も成功してないくせに」

　メルトのスキップがぴたりと止まる。

　そう、昨日は研究室で【破は恋れんの斧おの】を再現しようとしたが、まったくダメ。

　挙あげ句く、八級の恋禁術までろくに使えなくなる始末だった。ボロボロだ。

「ふん！　大和やまとなんか、恋禁術自体成功したことないくせに！　べ～！」

　メルトは俺に向かって、「あっかんべ～」をしてくる。子供め。

　だが、確かに一級の【破恋の斧】が偶然でも使えたってことは、【怖愛こわいの枷かせ】解除も偶然できないとも限らない。

　よし、解放の日は近いかもしれない。後は、二にの宮みやの誤解を解けば！

「あ、今日はお弁当を持ってきたから、大和の机に行くわ」

　だから、どうして誤解を増やすんだよ、お前は……。



　それで、お昼休み。

「はい、机の上の教科書とか全部しまって！　ほら、ほら！」

　――というわけで、メルトの手作り弁当を食べることになった。

「カレのためにお弁当か」「すげえ……俺、初めて見た」「桜さくら木ぎさんて尽くすタイプ？」

　あまりにも直球のため、クラスの面々も茶ちや化かす気力が衰おとろえてきている。

　ただ、エキストラはどうでもよい。問題は、

「ああ、今、七なな緒おは委員長をして本当によかったと思う！　お弁当イベントが現実に見られるなんて！　しかも、あの桜さくら木ぎさんが！」

　二にの宮みやはクラスにカップルができたのが楽しくて仕方ないらしく、満面の笑みである。もう、好きにしてくれ……。

　ちなみに二宮はクラスの女子と仲良く会食。五万出すから、席を替えてくれ。

「こら、よそ見しないの。食べるわよ」

　俺おれは再び、弁当という憂ゆう鬱うつな現実に目を向ける。

　そもそも、こいつ、まともな料理できるのか？　砂糖と塩を間違えたとかならいいが、釘くぎとか入ってたらどうしよう……。

　気合を入れて、弁当のふたをあけた。……あれ、見た目は割と普通だ。

　てっきり火星の生物を調理しましたみたいなレベルのを想像していたのだが。

「でも、これのどこが恋れん禁きん術じゆつ強化なんだ？」

「まず、切れ目の入ったゴボウの筑ちく前ぜん煮に。これは二人が別れることを暗示してるの。次にワケギとイカの酢す味み噌そ和あえ。ワケギは名前の通り、別れることを意味していて縁起がいいわ。プチトマトも断絶を意味するようにちゃんと半分に切って入れて――」

「なるほど、意図はわかった……」

　まあ、料理がまともなだけ、よしとしよう。

「しかし、お前、別れるとか言ってる割にやたら所帯じみてるよな、メニューが」

　酢味噌和えとか高校生の作る料理じゃない。つか、【不ふ言げん法ほう】で俺が酢のことばかり口にしたのは、こいつの食生活の影響か？

「師匠のためにいろいろと試行錯誤して、作ってたからね」

「やっぱり、師匠、何もしないんだな……」

「逆よ。フランス五つ星レストランで修しゆ業ぎようした巨人。だから、至高の食材が手に入らないと、料理をしないの」

「いろいろと面倒な人だな、ほんと……」

　む、どうもなじんだ会話をしている気がする。二宮との距離が遠のくだろうが……。

「何、暗くなってるのよ。早く食べなさいよ」

「ああ、わかったよ……」

　まずは筑前煮に箸はしをつける。

「お、これは――――かなり美う味まい」

　やわらかさもちょうどいいし、ゴボウをかみ締しめると、そこからだしの濃厚な味がしみ出してくる。そのおかげで味が重層的な広がりをみせる。

　どういう縁起を担かついでいるのか知らんが、エビ入りかきあげも、かじるとほんのりとした衣ころもの甘さとエビの甘さが合わさって、なんとも言えない味になる。横に添そえてある塩を少しつけてやると、これがまた引き締しまったような味になっていい。

　ワケギとイカの酢す味み噌そ和あえは、きっと酒を飲む人間にはたまらない一品だろう。

「なあ……」

「何よ、そんなにまずかった？」

「お前、本当に料理上じよう手ずだな」

「え……ウソじゃなくて？」

　不安げだったメルトの顔に一筋の光が走る。むしろ、このクオリティで自信がなさそうな理由が知りたいくらいだ。

「ああ、少なくとも俺おれの親よりはるかに上手だ」

　いつの間にか、いい昼食にありつけて、俺は上機嫌になっていた。

　そのせいで、こんな失言をぽろりとやってしまったんだ……。

「お前と結婚する男は幸せだな」

「は？　け、け、け……結婚？」

　し、しまった……。

「結婚」はメルトの前では言ってはいけない単語の一つだ。

　メルトはすでに、ぐぬぬぬぬ……と握りこぶしを作っている……。

「落ち着けよ。お前が結婚するわけないだろ、な、な？」

「そ、そうね、結婚なんて悪魔に魂を売り払う異教の儀式よ！」

　お前の親が聞いたら泣くぞ。

　とにかく、鎮ちん火かできたらしい。後は火に油が注そそがれたりしないかぎり――

「うわ～、お前ら、もう結婚まで考えてるのか。マジ純愛だな」

　命知らずの武たけ田だが油を注いだ。

　武田よ、「純愛」もメルトにとっては絶対悪と言い換えられる単語なんだぞ？

「じゅ、純愛……そんなのダメ！　結婚なんてしたら負けよ！　し、しかも、大和やまととなんて……大和と、け、けっこん……け、け、け……」

　メルトは小さな頭をかかえて、ぼそぼそとつぶやいている。

「や……やっぱりダメ！　結婚は人生の墓場よぉぉぉぉぉっ！」

　ぱっと顔をあげると、メルトは何かをふっきるように武田をつかみ――黒板に向かって投げつけた。さすが黒帯。

「ぎゃあああああああああああああ！！！！！」

　武田の汚い絶叫がこだました。うん、自業自得だな。



　――あれから一週間。いつの間にか、五月は六月に変わった。

　一緒に登校し、あいつの持ってきた弁当を食べる。そのせいでクラスメイトからは夫婦呼ばわりされている……。もう、失うものがなくなってきたので勝手にしてくれ。

　放課後は放課後で恋れん禁きん術じゆつ研究会で、ギャルゲーのデータをバグらせろという無理難題を出され、ハリセンで叩たたかれまくる。

　もちろん二にの宮みやにもきっちり誤解されて、「桜さくら木ぎさんとのデートなら、個人的には有あり明あけとかいいかな。ほら、逆三角形のきれいな建物があるし――って遠すぎるよね、ははは。アニ……ドラマの聖地巡礼みたいなのもいいけど、この地方はあんまり舞台になってるところもないしね（以下略）」などと言われる始末だ。

　ところで二宮の言葉がいまいちわからないのだが、誰だれか教えてくれないか。

　今日が金曜だから、土日の後の月曜はもう刺客との「決闘」だ。ま、それはどうでもいい。どんなイケメンでもあいつに恋愛させるのは魔法でも使わない限り、無理だ。

　そんなわけで代わり映えのしない生活を俺おれたちは送っていた。

　あ、違うな。

　メルトのほうに一つ、重大な問題が発生したのだ。

　あいつが、恋禁術をまったく使えなくなった。



「――崇すう高こうなる天てん律りつの守護者よ、色欲を貪むさぼる者どもを葬ほうむり去れ、【多た情じようの咎とが】！」

　昼休み、メルトは草むらからいちゃついているカップルに恋禁術を使っている。

　ちなみに【多情の咎】とはほかの異性に目を行きまくらせ、二人の仲を引き裂さくという恋禁術である。

　メルトの説明だと、三回に一回は成功していた呪じゆ文もんらしいのだが――――カップルはずっとお互いを見つめ合ったままである。

　そして、そのまま二人はキスをした。

　その瞬間、メルトは「きゃっ！」と目を両手で覆おおう。

「これで、三十回連続の失敗だな」

「違うわよ。まだ二十八回よ……」

「似たようなものだろ」

　本人の言葉を信じるなら、過去にもこんなことはなかったそうだ。

　じゃあ、原因は何なんだ？　一級の【破は恋れんの斧おの】が成功したせいか？

「全然ダメ。八級のレベルですらない」

　いつの間にやら、野の々の市いちが俺たちの間にいた。

「うわっ！　お前、いつ登場した？」

「野々市しじまは『宇宙の眼め』だ。あらゆる場所に存在する」

　相変わらずコミュニケーションの難しい回答だな……。

「ねえ、しじま、ワタシ、何が悪いんだろ？」

　さすがに不安になったメルトが自称一級恋れん禁きん術じゆつ師しに相談する。

　野の々の市いちは手に持っていたオレンジジュースに口をつけてから、言った。

「答えは極めて単純。本当に気づかないのか？」

「わからないから、悩んでるんでしょ……」

　メルトもすっかりしょげこんでいる。

「だとしたら、それはお前の甘え。自分と見つめ合え。決闘まであまり時間はない」

　そう言うと、野々市はぱっと姿を消した。神出鬼没なヤツ……。

　と、アイツの消えた後には未開封のジュースが二本置いてあった。差し入れか。

　メルトのほうは世界の終わりが明日に迫ったみたいな顔をしている。

　あ～！　ここは俺おれが慰なぐさめるしかないよな。

「ちょっと場所変えようぜ。気分転換に」



　俺はメルトを裏庭に連れ出した。

　メルトと初めて出会った、ある意味運命の場所だ。

「あのさ、恋れん禁きん術じゆつが使えなくなる、ありがちな理由とかってないのかよ？」

「理由？　恋禁術は恋をすると使えなくなるらしいけど」

「それはお前の場合、関係ないな」

「変わったことと言えば、全然上達しないダメな助手のダメっぷりを見てる時くらいだわ。なんだか胸が熱くなって……締しめ付けられるの。それで、大和やまとのことを思い出すたびに、条件反射でそんな気分になるようになって……」

　メルトは胸の前で手のひらを、不安を押しつぶすように、ぎゅっと握り締めた。

「お前、それ、責任転嫁もはなはだしいな……」

　こんな状況で口のうまいイケメンの刺客でも来たら、厄やつ介かいだな。こいつが誰だれと付き合ってもいいけど、【怖愛こわいの枷かせ】をほったらかしにされるのは困る。

「師匠から才能がないって言われてたけど……ここまでひどいとは思わなかった……」

　気分転換どころか余計にぐったりとするメルト。

　なんか見ていてイライラする。

「元気出せよ。お前のへこんでる姿とか不気味なんだよ」

「は～……やっぱり血には逆らえないのかな……」

「ああ、もう、しゃきっとしろ！」

　俺はメルトの肩をつかんで、ぶんぶんぶんぶんぶんぶん振る。

「わっ！　きゃっ！　助手のくせに何するの!?」

　メルトが不平をあげるが、知ったことか。

「こっちは二にの宮みやのために使いたい時間を費やして、お前なんかと一緒にいるんだよ！　だから、せめて、元気にしてろよ！　このまま、へこんでたら解決するのか？　助手として恥ずかしいわ！」

「でも、ワタシ……」

「『でも』とか言うなよ！」

　俺おれはこの一か月で一番声を荒らげる。

「俺は恋愛でも恋れん禁きん術じゆつでも一生懸命なヤツは嫌いじゃないんだ。だけどな、グズグズ地を這はってるヤツは大嫌いだっ！」

　それでやっと、メルトのうつろな目に生気が宿ってくる。

「やる……ここまで言われて黙ってられない」

　よし、それでいい。お前はその猫目で世界の恋愛をにらみつけろ。

「あとな、俺も恋禁術から逃げてたわけじゃないぞ。恋禁術の方法論を俺なりに一週間検討してみた。たぶん、今日、あのギャルゲーをバグらせられると思う」

「ほ、ほんとなの……」

「こんなところでウソつけるか。その代わり、それで俺が成功したら、お前もスランプ脱出の計画を立てろ。同じところでグルグル回るな。いいな？」

　メルトの目がきゅっと締しまる。

「うん、わかった……だから、大和やまと……一つ、お願いがあるの」

「何だ？」

「どいて……顔近づけすぎ」

　あっ、肩に手を置いたまま、いつの間にか寄りすぎていた……。

「悪いっ！」

　俺はあわてて、手を放した。こいつの恋禁術も俺の恋路も前途多難だ……。



　五時間目の後の休み時間、俺はトイレに小走りで駆け込んだ。

　妙に尿意をもよおしたのだ。昼休みも行ったはずなんだがな。放課後の研究会のせいで緊張しているのだろうか……。いや、大丈夫だ、あのゲームは必ずバグらせられる。

　で、トイレを出ると、俺はクラスメイト以外で一番知ってる男子と遭そう遇ぐうした。

「こんにちは、金かな沢ざわ先輩」

　声をかけてきたのは、速はや星ほしクレハ。

「いったい、何の用だよ？　もう生徒会室には行かないからな」

「あ、今回は会長の差し金じゃないです。ちょっと最近、先輩が危険なので忠告を」

　なにやら胡う乱ろんな言葉だな。

「あまり、桜さくら木ぎさんに引っ付きすぎないほうがいいですよ」

　その一言で、胸に変な不快感が湧わいた。

　あれ、俺、どうしてメルトとのことを言われて、ムッとしてるんだ？

「どうも、学園全体にまでお二人が付き合ってるという話が広がっていまして……。なんでも、一緒に登校したり、お弁当を作ってもらったりしているとか。こういうことが続くと――二にの宮みやさんでしたか……？　意中の人との距離も遠くなるばかりかと……」

　そうか、速はや星ほしと会長は俺おれの命懸けの叫びを生徒会室で聞いてるんだな。

「すべて、事実だ……」

「『これは次は休日に街へデートへ行く展開しかない』（同じクラスの事情通Ａ．Ｔ．）という話も出ています」

「その頭文字、絶対武たけ田だ明あき峰みねだな……あとで殴ろう。とにかく、忠告は守らせてもらう、最近軽けい率そつすぎた」

　速星は「ありがとうございます」と言った後、顔を少し曇らせて、

「それと、桜さくら木ぎさんと距離を置いてほしい理由にもう一つありまして、桜木さんへの刺客が到着したようなんです」

「ああ、メルトを恋愛させるという、例のヤツか……」

　あいつに恋をさせるなんて無理だろうが、どんなヤツなんだろう。

「この刺客、性格に難がありまして。『桜木メルトは俺の嫁』とか言っているそうです」

「なるほど、だいぶ難があるな……」

「こんな人が、金かな沢ざわさんが桜木さんと付き合ってると勘違いすると、たいへんまずいです。ですから――」

「うん、桜木メルトとの距離は考える、情報提供サンクス」

「それでは二十三秒以内に戻らないとチャイムが鳴るので、これで。先輩に神のご加護があらんことを」

　献身的な生徒副会長は小走りで去っていった。

　そうだな、メルトと外出することだけは絶対にやめておこう。

　二宮にデート疑惑まで食らうのはこりごりだ……。



　そして放課後。

　俺の手にはケースに入った『気ままに、まい☆だーりん』。

　それをメルトは興味深そうに見つめる。

「いいか、恋れん禁きん術じゆつとは俺の理解では『なんで、お前らいちゃいちゃしてるんだよ！』という嫉しつ妬とをぶつけて、不思議な力を発生させる術式だ」

「恋禁術はそんな単純なものじゃないわ」

「いいんだよ、出だしは。テレビのつく原理知らなくてもテレビは見れるんだ」

「ふ～ん、じゃあ、どうするつもりなの？」

「つまり、嫉妬を最大限にするんだ。俺の場合、二宮にカレシがいると仮定する」

　では、はじめよう。

　二にの宮みやはとある男子と付き合っている。男子（面倒なので武たけ田だ明あき峰みね〈仮名〉としておく）が二宮と映画に行く。帰りに二宮と食事する武田。波止場で二宮と夜景を眺める武田。翌日から二宮と下の名前で呼び合うようになる武田。テスト勉強を一緒にするということで二宮の家に招かれる武田。お母様が出ていって二宮と二人きりになる武田。そして、二人は――――

「武田死ね、死ね、死ね、死ね、死ね！　世界が武田（あくまで仮名でありクラスの武田とは別人）を殺さないというのなら、俺おれが武田を殺す！　武田という存在をこの世から消滅させる！　墓が作られても必ず墓を暴く！　武田（しつこいが、クラスの武田とは無関係）地獄へ堕おちろ！　俺の二宮に手を出すなああああああああああああ！」

　呪のろいと憎しみをこめてゲームソフトにぶちこむ！

　両手を頭の後ろにやり、恨みを叩たたきつけるように振り下ろし、人差し指で×を作る！

「はぁ、はぁ……これが俺のベストだ……これでダメならもう知らん」

「なんだか、鬼気迫るものがあったわ……じゃあ、試してみるわよ」

　メルトはセーブデータから『気ままに、まい☆だーりん』をロード。

　ゲームの主人公とヒロインは恋れん禁きん術じゆつなど気にすることもなく、苦難を乗り越え、感動のクライマックスに至る。そして、ラストの結婚式のシーン。

　くそっ、ダメだったか……。

　だが、結婚式のＣＧのところで聞き慣れない会話ウインドがひらいた。

主人公　「ごめん、やっぱり、この結婚はナシにしよう」

ヒロイン「うん、じゃあ、諦あきらめる」

　いきなり、愛を誓い合ったはずの二人は、あっさり別れていった。

　俺の……俺の、二宮への愛が奇跡を起こした…………。

　テレビには初耳のエンディング曲が流れている。

「やったわ！　ついに成功よ！　おめでとう！」

　メルトも自分のことのように喜んでくれる。

「見たか！　これが俺の実力だ！」

「大和やまとっ！」

「メルトっ！」

　そして抱きつく俺とメルト。

　――――って、ちょっと待て。

　どうして、俺たち、勢いで抱きついてるんだよ。

　最悪だ……次の瞬間には烈火のごとくキレたメルトにハリセンでぶん殴られて……。

　だけど、予想に反して、メルトはとても幸せそうな顔をしていた。

　まるで、恋人に見せるようなありのままの笑顔で。

　恥ずかしい話だけど、ちょっとクラっときかけた。二にの宮みやがいるのに。

「な、なあ……？」

「何？」

「こういうのって…………恋れん禁きん術じゆつ師しとしていいのか？」

　瞬間、メルトの顔が沸騰した。

「……………………きゃっ！　抱き合うなんて、ダメ、ゼッタイ！」

　ばしぃぃぃん！

　俺おれはハリセンで豪快に吹き飛ばされた。あれ、バットにもなるんだな……。

「はぁ……はぁ……助手の成功に喜んだとはいえ、羽目をはずしすぎたわ……」

「おい！　どうして俺だけぶっ飛ばされるんだよ！　お前のほうからも抱きついてきてただろ!?　不公平だぞ！」

「何よ……だってワタシもうれしかったんだもん……。大和やまとが成功して……」

　もじもじとメルトは人差し指同士をつつき合わせる。

　う……そうやっていじらしい顔をされると、こちらも文句を言いづらい。

「まあ、はしゃぐのはいいけど、その前にお前の絶不調をどうにかしろよ」

「うん。正直、あなたに勇気づけられたわ。ありがとう」

　メルトが珍しく、まともな笑顔をこちらに向ける。

　こいつ、笑うとすごくいい表情になるじゃないか。

　最初からその顔で普通に生きて、恋禁術師なんて辞めればいいのに。

「あのね、ワタシも昼休みから、スランプ脱出方法を考えてたの」

　メルトはホワイトボードを出して、バシバシと叩たたく。

「ほう、どんな名案が浮かんだんだ？」

「あのね、スランプには心の切り替えが大事だと思うの。だから、新天地で練習してみようかなって」

「ふんふん」

「だから、明日は土曜日だし、こういうことをします！」

　メルトはホワイトボードに勢いよく、漢字四文字を書いた。

　野　外　実　習　。

「ほうほう。野外実習…………え？」

　そんなことしたら、モロに外出、モロにデート疑惑……。

「あ、最低でも交通費が一万円以上いるから」

「ちょっと待て！　お前、どこまで出かける気なんだよ！」

　メルトは自信たっぷりに「ノンノン」とペンを左右に振る。なんか調子に乗ってるな。

「これはただの野外実習じゃないわよ。二にの宮みやさんを守るのも目的なの」

「何!?　詳しく聞かせろ」

　俺おれの目がまるまると見開かれる。どうして二宮の名前が出る？

「あのね、あなたが乙おと女めに誘惑された日のことなんだけど、二宮さんは楽しそうにオリジナルソングを歌いながら、特急券を見てたの。日にちは明日」

「そう言えば、『もういくつ寝ると～♪』って歌ってたな」

「高校生がそんなに遠くへ行く用事って何？　ほら、二宮さんってあんなにかわいいのに浮ついた噂うわさもないでしょ、もし、恋人が遠くにいるとしたら？」

「遠距離恋愛……ありうる」

　俺の中で憎悪の炎がだんだんと燃え広がる。

　単なる勘違いかもしれない。しかし、もし、二宮がいけすかない下げ種す野郎に騙だまされていたとしたら……。

　恋れん禁きん術じゆつの助手をさせられて初めて、俺はやる気になっていた。

「行くぞ！　俺の恋れん禁きん術じゆつ師しとしての初仕事見せてやるぞ！」



　もちろん、速はや星ほしの忠告なんて俺はすっかり忘れていた。
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　二にの宮みや七なな緒おは生まれもっての世話焼き体質だった。

　彼女は困っている人間を見ると無視しておけなかった。

　右に腰の曲がった老ろう婆ばあれば荷物を持ち、左に募金箱あれば百円玉を投じる。

　そんな性格だから、学校でも委員長に推薦されること、多数。

　現在も委員長として、生徒を一つにまとめている。

　だが、彼女のクラスには二人の要注意人物がいた。

　一人目は桜さくら木ぎメルトだ。

　同性から見てもメルトはかわいい。あふれるような黒髪、見る者を惹ひきつける意志の強い目。学園の中でも、日ひの御み子こ会長と比肩する美少女と認知されている。

　問題は彼女が「恋れん禁きん術じゆつ師し」を自称していることだった。

　右に抱き合っている者あらば引き離し、左にキスしている者あらばぶん殴る。

　これではクラスも乱れるし、メルト自身もきっと楽しくないだろう。

　どうにかしないと。二宮はずっと委員長として胸を痛めていた。

　だが、そんなメルトに変化が起こった。

　金かな沢ざわ大和やまとの転入によって。

　まだ、二人の間はぎこちない。二宮から見ても「付き合っている」と言い切れない程度だ。けれど、ゆっくりとだが仲は進展している――気がする。

　この恋、必ず実らせてあげるよ。

　そして、桜木さんを幸せにしてみせる。

　世話焼きの彼女はそう心に決めた。クラスメイトとも結託し、二人を温かく見守っている。調子は悪くない。委員長として胸が張れる教室になる日も、もうすぐだ。

　――だから、土曜の今日は自分へのご褒ほう美びとして、たくさん買い物しよう。



　十と雪ゆき駅前で、二宮七緒は「よしっ！」とガッツポーズを決めた。

「うん、新調のパーカーとスカートで気分も最高、ゲージも満タン、超必殺技打ちまくり！　関西のアキバ、大阪日につ本ぽん橋ばし、通称ポンバシでコミックスもゲームも同人誌もじゃんじゃん買ってやるから！　そ・れ・か・ら、人気絶頂の声優、加か賀が茜あかねさんのライブイベント！　今日は一日中、宴うたげね！　酒池肉林っ！」

　金沢大和も、桜木メルトも、もちろんほかのクラスメイトも知らないが――

　二宮七緒は隠れオタクだった。

　そんなオタクの彼女を真っ赤な太陽が照らす。

「うん、縁起がいい！　まるで、『気ままに、まい☆だーりん』のオープニングシーンみたいっ！　あのＣＧは我ながら素晴らしい出来だったからねっ！」

　金かな沢ざわ大和やまとも、桜さくら木ぎメルトも、もちろんほかのクラスメイトも知らないが――

　二にの宮みや七なな緒おは人気美少女イラストレーターだった。

　ただ今、最新作『気ままに、まい☆だーりん』が大好評発売中だ。

「この原稿料で得た軍資金で今日は贅ぜい沢たく三ざん昧まいだねっ！　いやっほー！」

　駅前ではしゃぐ二宮の横をお年寄りがびくっとしながら通り過ぎていく。

　二宮、ハイになると周りが見えなくなるタイプ。

「ふふふ、まさか委員長の七緒が実はイラストレーター、三さんノの宮みや奈な々なだとは気づかないわ。これも七緒の完かん璧ぺきな隠いん蔽ぺい工作のおかげ。やり方は簡単。買い物を全部ポンバシでするの。特急で二時間のポンバシまで買いに行ける高校生なんていないからね。これで、隣町のアニ○イトに買いに行ったところを目撃されるなんて危険もないの。まさに原稿料のある七緒にだけできる裏技」

　そう、この裏技によって、二宮はやり手の委員長である裏の顔と、オタク（というか業界の人）という表の顔を完全に使い分けていた。

「でも、一人だけ、七緒の本性を知ってるかもしれない人がいるんだよね……金沢君」

　金沢大和――桜木メルトの恋人？　であり、クラスで二人目の要注意人物。

「そう、あれは金沢君が転校する日、突然、あの神アニメ『らぶちゅう！』の話を振ってきて……」



○　　　○　　　○



　今でもあの時の会話はありありと思い出せる。確か、こうだ。

「あ、あとさ、アニメだと、『らぶちゅう！』を見てたな」

「あれ、面白いよね！　突然、雷のようなものがバシバシっと走ったの！　そんな経験が〈第一話、二十四分九秒（ＣＭを除く）〉の間に起こったんだよ！　あんなアニメ、見たことない！」

　ついつい、『らぶちゅう！』の話に二宮もテンションを上げてしまった。

　もともと漫画もアニメも好きだったけど、あんなにはまったことはなかった。

『らぶちゅう！』は今でもマニアの中で「神」と崇あがめられる伝説的な作品だ。子供向けでありながら、恋愛や人生に真正面から向き合った内容は多くの共感を生んだ。あれを見た二宮はずるずるとアニメの魅力に惹ひかれ、今やイラストレーターである。

「え……でも、空から女の子が降ってくるわけないっていうか……」

　でも、金沢はあっさりと『らぶちゅう！』を否定した。

　その時、七なな緒おの中で何かがはじけた。

　金かな沢ざわ君は、表面的なものしか見てない。作品の本質を見失ってる。

「ほんと、あのアニメはご都合主義だよな。最初の設定と矛盾しすぎ――」

「こんな話、終わりにしよう」

　あの作品の悪口をこれ以上聞きたくない。

「七緒はつらいんだよ。本当は今すぐ泣きたいくらい」

　だって、自分はあの作品が――――

「好きなの。ううん、（もう、放送は終わってるから）好きだった、かな？」

「お前、落ち着けよ……。こんなののどこがいいんだよ？」

　なのに、金沢はまだ作品を否定してくる。

　ふざけるな！

　思わず、手が出て、金沢の顔を叩たたいてしまった。

「金沢君のバカ。好きになることに理由がいるの？　そんなのわからないから、『好き』なんだよ！　七緒が初めて知った、委員長なんかより大事なものなの！」

　金沢は呆ぼう然ぜんと自分を見ている。

　しまった、叩くのはいくらなんでもやりすぎだった……。

「ごめんっ！」

　二にの宮みやはあわてて夕焼けの教室から走り去っていった。



○　　　○　　　○



　あれは二宮にとって一枚の黒歴史だった。いくらアンチがいても手を出すのは論外だ。しかも、アニメに熱くなりすぎて、金沢にオタクという印象を与えている危険もある。

　だが、黒歴史は歴史のまま風化することを許さなかった。

　あの金沢大和やまとが、二宮の通う青あお葉ばが丘おか学園に戻ってきたのだ。

「しかもいきなり六年前のこと覚えてるかとか聞いてきたし……裏庭にも呼び出されたし……。お酢の説明のためとは思えないし……」

　もし、桜さくら木ぎメルトの乱入がなければ、『お前はオタクだ！　というか人気イラストレーターだ！』と告発するつもりじゃなかったのか？

　あれ以来、二宮は絶対に金沢と二人きりになるまいと誓っている。

「六年前のことを忘れさせるためにも、金沢君には桜木さんとラブラブな日々を送ってもらわないと……あ、そろそろホームに入らないと特急が来ちゃう！」



☆　☆　☆



「あっ！　二にの宮みやが来た！　本当に来たっ！」

「こらっ！　声がでかい！　気づかれるわよ！」

　俺おれとメルトは十と雪ゆき駅前で二宮が来るのを待ち伏せていた。

　メルトいわく、切符は九時過ぎの特急だったとのことで、九時前からじっくり張り込みをしていた。もっとも、俺は念のため六時過ぎからずっと待機していたが。

「二宮は私服もかっこいいな。【おしゃれ泥棒】と二つ名をつけたいくらいだ」

　ところで、さっきから二宮はぶつぶつ独ひとり言ごとを言ったりオーバーアクションを取っているが、演劇か何かの練習なのだろうか？　聞き取れないが、きっとそうなのだろう。

　ちなみに、メルトの格好はどっかのブランドの黄色のＴシャツに、スカート。

　はっきり言って無茶苦茶似合っている上に超かっこいい。

　幼児体型のくせに、さらりとモデルのごとき服を着こなすとは生意気な。

　残念ながら、オシャレ度では二宮もメルトにはかなわないと言わざるを得ない。

　あと、こういうタイトな格好は胸がないほうが似合う。

　つまり、自分の弱点をきっちり補強した――ぐふっ！

「なんとなく失礼なことを考えていたっぽいから殴ってみたわ」

「また、心を読みやがって……。もっとも、服装なんて飾りだけどな」

　大切なのは内面だ。二宮のように裏表のない人間性が最高なのだ。

　間違っても、いきなり殴ってくるようなのは×だ。

　だから、二宮の圧勝だ――って、どうして二宮とメルトを比べる必要がある？

「そうね、服なんて卑ひ猥わいでなければそれでいいわ。あと、大和やまとみたいに怪しくなければ」

　メルトに言われて、俺はあらためて自分の服装を見る。俺の服装は、

・グラサンにマスク。

・その上にキャップ帽。

・しかも口元を隠すために六月なのにマフラー。

『不審人物Ａ』という配役で今すぐドラマに出演できそうだ。

「仕方ないだろ。もし、二宮にバレたら、俺はどう見てもストーカーだ……」

「あ、一応ストーカーという認識はあったのね」

「当たり前だ。俺は二宮を守るためなら鬼にでも悪魔にでもストーカーにでもなる」

「ある意味、もうストーカーだけどね。あ、そろそろ行かないと乗り遅れるわ」

　というわけで、二宮尾行作戦は開始された。



　大阪まで特急で約二時間。

　料金は約六千円……。高校生の財布にはきつい出費だ……。

　しかし、これもやむをえないのだ。

　大阪には二にの宮みやを知る人間がいない。つまり、二宮を助けられる人間もいない。

　まして大都市では、地方では考えられないような犯罪も起こる。

　純真可か憐れんな二宮には想像もできないような魔の手が忍び寄ってきたら……。

　その魔の手を止められるのは俺おれしかいないのだ。

　座席に着くと、変装を解いた。マフラーは暑すぎる。

　ちなみに二宮は指定席の車両。俺とメルトは節約のため自由席の車両に座っている。

　とにかく席でじっとしておこう。ここでバレたら元も子もない。

「メルト、あんまり騒ぐなよ――って、いない？」

　なにやら前のほうで揉もめ事が起こっている。

「ほら、二人とも、もっと離れて！　そんなにくっつかない！」

「ねえ、あなた、何なの？　ほっといてよ！」

　どうも、座っているカップルにイチャモンをつけているらしい。

「恋人同士、二席並んで座るのが何がおかしいの？」

　大学生くらいのお姉さんが文句を言っている。同意します。

「恋は苦しみを二倍に、悲しみを二倍に、後悔を二倍にするわ。早く別れなさい！」

「別れろですって！　あんまりふざけると怒るわよ！」

　すぐに俺はトラブルの現場に向かい、

「すいません、すいません！　うちのバカがご迷惑をおかけしました！　酔っ払いに絡まれたと思って、寛大なお心でお許し下さい！」

　ぐいぐいぐいと、無理矢理メルトの頭を下げさせる。

「何よ！　ワタシは正義のためにやってるのよ！　恋愛したら負けよ！」

「自分の正義を押しつけるな！」

「あら～、あなたもカレシがいるじゃない。なかなかかっこいいわよ」

「な、な、な、な！　カレシですって！」

　メルトの顔が青ざめ、その直後に今度は真っ赤になる。

　くそっ！　ここで騒動が起きると、二宮にばれる危険がある！

「ワ、ワ、ワ、ワタシは恋愛なんてしません！　そんな汚らわしいことはありません！　や、や……大和やまととワタシはそんな仲……じゃありま……せん」

　あれ？　今日はあまり怒りに破壊力がない。なぜか丁寧語になってるし。

　いやいや、まだ安心はできない。

「あー！　もうお前、黙れ！　帰るぞ！」

　力ずくでメルトの両りよう脇わきから手を入れて、羽は交がい絞じめにする。

　このまま席まで連れて帰ろう。ほんとに迷惑なお師匠様だよ！

「ちょっと！　どうして邪魔するのよ、このバカ助手！」

　当然のように、この師匠は抵抗を示す。後で殴られるな、これは。

「善良な一市民として、公共の利益を考えて、行動してるだけだ」

「お願い、やめて……みんな見てるでしょ。は……恥ずかしいじゃない！」

　あれ？　やっぱり、いつもと反応が違う気がするぞ。

　そうか、こいつ、人の目を気にしてるんだ。やっと社会性を身につけたか！

　そのまま自分たちの並びの席まで連行することに成功。

　あ～、周囲からの視線が痛い。殺気まで含まれている気がする……。

「あんなに引っ張らなくても、自分で戻るわよ。子供じゃないし……」

　メルトは落ち着かないのか、頭の花びらのブローチを手でいじっている。

「お前の発言なんて信じられるかよ。騒ぐなよ。二にの宮みやに見つかる」

「いい？　あなたは助手よ。ほかの何でもないんだからね。勘違いしないでよ」

「何の話だ？　俺おれはまっとうな助手のつもりだけど。まだ足りないのか？」

　ぶいっ！　と窓のほうにメルトは顔を向ける。

「もう、いいわ。ワタシ寝るから。着いたら起こしてね」

　そのまま目を閉じてしまう。ま、険悪なまま、隣に座られるよりはいいか。

　あれだけイラついていた割には、メルトは五分もすると眠ってしまった。

　きつい猫目がだんだんと丸くなってくるのでわかる。

　そして「つぅー、つぅー」という小動物じみた寝息。

　口をひらかなければ、メルトは紛れもない美少女だと実感する。

　俺だって二宮がこの世にいなければ、今いま頃ごろドギマギしていただろう。もっとも、二宮がいなければ、二宮を追いかけるため車中に二人ってシチュもありえないが。

　いったい何がこんな天然素材のお姫様を恋れん禁きん術じゆつ師しにさせたんだ？

「ったく。メルトなんて変な名前つけるから、娘がぐれるんだよ」

「つぅー、つぅー……うぅん……」

　こくり、とメルトの頭がこちら側に倒れてきた。

　そして俺の胸に寄りかかって止まる。黒髪が腕にあたって、こそばゆい。

「くぅー、くぅー……」

　誠に遺い憾かんながら――ちょっと、ときめきそうになってしまう。

　どうして毎度毎度二にの宮みや法ほうを破らせるようなことばかりしてくるんだよ……。

「……タシ、負けないから……」

　突然の声にびくっとした。どうやら、ただの寝言らしい。

「ワタシ……れんきん……じゅつし……見返してやる……」

　寝言でも恋れん禁きん術じゆつか。頑張って、スランプなおせよ――あ。

　俺おれの膝ひざにかかっているあいつの手には、いくつも擦り傷があった。

　その傷は、俺を助けてくれた時についたヤツよりも明らかに増えている。

　あいつ、まさか【破は恋れんの斧おの】の特訓で木や壁でも殴ったのか？

　桜さくら木ぎメルトはクラス一頭のネジがずれてるが、クラス一頑張り屋でもある――それくらいは認めてやらないといけないかもな。

　――トゥルルルル

　と、そこに携帯電話が鳴る。電話はデッキでしないとダメなんだよな……でもメルトに寄りかかられてて、動けないし。仕方ない、通話ボタンを押す。

『桜木メルトカラ離レロ』

　なんだ、またいたずら電話かよ……。やっぱり野の々の市いちじゃないのか、これ？

『早ク離レナイト、オ前ノ――』

　バカらしくて通話ボタンを切った。

　メルトは相変わらず、猫みたいな小さい寝息を立てている。

　ある意味、こいつが寝てる時の電話でよかったかもな。

　自分の名前がイタ電に入ってたなんて知ったら、メルトも楽しくないだろ。



　メルトを起こさないように、席を立って（変装して）二にの宮みやの動向を探りにいく。

　終点の大阪の直前の駅でも降りなかったので、大阪で二宮が降りるのは確実になった。

「おい、起きろ。もうすぐ大阪だ」

「ふぁ……あ、着いたの。ご苦労様」

「見失わないためにも、すぐに出るぞ。ほら、準備、準備」

　二宮は駅を出ると地下に降りて、地下鉄の券売機で切符を購入した。

「急ぐのよ。電車は三分おきに来るから！　はい、カード」

　メルトからカードを手渡された。さすがに提案者だけあって手際はいい。

「それを自動改札機に通すの。千円までならどこまででも乗れるから」

　ホームに出るとすぐに電車が来たので、俺たちもあわてて飛び乗る。

　俺の怪しすぎる変装のせいか、今のところ気づかれていないようだ。

　ただ、例によってメルトが余計なことを……。

「【多た情じようの咎とが】！　えい、【多情の咎】！」

　車内で抱き合っているカップルに向かって、指を×にして、恋れん禁きん術じゆつを試こころみている。

　幸い、効果は現れてないものの、不審な目で見られている……。

「やめとけ」と頭に手を載せて自制をうながした。

　一方、二宮はやたら楽しそうだ。やはり、デートなのか？

　男はみんな狼おおかみだ、二宮気づいてくれ！

　四駅目の「なんば」という駅で二にの宮みやは降りた。

　地方在住の俺おれでも、ここが大阪有数の商業地区ということくらい知っている。

　利用者も多く、乗客の半数近くが開いたドアから流れていく。気づかれにくい分、見失うリスクも高い。なんか心理が犯罪者チックになってきたな……。

「いよいよデートの危険があがってきたぞ、くそっ……」

「即断はまだ早いわ。ここからは別路線も出てるし。高こう野や山さん行きの電車に乗り換えて、恋という煩ぼん悩のうに染まった心を取り除く修行をしに行くのかもしれないし」

「そんな発想の高校生、お前しかいねえよ！」

　二宮は心がはやるのか、ちょっと早足で地上に出た。

　そのうちに周囲はだんだんとアニメっぽい絵柄の看板が増えてきた。

　いわゆるオタク街だな。

　だけど、二宮はどうしてこんなところに……。

　だが、尾行はそこで中断せざるをえなかった。

　予期していたことではあったが……メルトが通行人にキレていたのだ。

「ハレンチにもほどがあるわ！　そのもじゃもじゃ頭ごと燃やすわよ！」

　ただ、今回はメルトの怒りはわからなくもなかった。

　相手は男３×女３のカップル、というか集団。

　そいつらは異性の体を互いにベタベタ触りまくったり、腰に手を伸ばしたり、場合によっては胸をもんだりして歩いていたのだ。

　見た目もギンギラギンの金髪だったり、ジャングルみたいなパーマだったり、ピアスがいくつもついてるし、鼻ピアスをしてるヤツすらいた。

　典型的な怖そうな人たちだった。

　そういう連中の公衆の目を考えない卑ひ猥わいな行為に憤いきどおりを覚えるのはいい。

　でも、そういう人に注意するのはどうかと思うぞ、メルトよ……。

「なんだよ、文句あんのかよ。お嬢ちゃん」「ここ、あんたの土地なの？　超うざいんだけど」「泣かすぞ」「×◇☆○＄（自主規制）」

　もちろんメルトの言葉にそいつらが耳を貸すはずもなかった。

「おい、メルト、何してるんだよ！　早く行くぞ！」

　俺はメルトの腕をぐいぐい引っ張る。

「ダメよ。こんな悪事を許していたら、世界はおかしくなってしまうわ！　恋れん禁きん術じゆつ師しとして見過ごせない！　――清浄なる魂よ……」

　メルトは早速、呪じゆ文もんを詠唱する。これは【破は恋れんの斧おの】か？

　いきなり、一級の呪文かよ。だけど、俺を助けてくれたときも土壇場だったし、案外火事場の馬ば鹿か力ぢから方式でなんとかなるのか？

「――卑ひ劣れつなる者を打ち砕く永遠の焔ほのおとなれ……【破は恋れんの斧おの】！」

　冷房の効いた部屋から外に出たときのような、もわっとした温風が出た。

　以上。

「そ、そんな……どうして成功しないの……？」

「へえ、手品？　それで、どうしたんだ、お嬢ちゃん？」

　ゴロツキＡがメルトの腕を取ろうとする。やばいっ！

「おい、逃げるぞ！」

　すぐにメルトの手を取って、俺おれは走る。

　後ろから「待ちやがれ！」という声がするが、これで待つバカは絶対にいない。

　なんとか裏路地に入って、撒まくことができた。

　その代わり、思いっきり二にの宮みやを見失ったが……。

「お前な、ムカつく気持ちもわかるが、あそこはこらえろよ！」

「だって、お。おかしいわよ……。恋人は、あんなこと平気で……するの……？」

　メルトは頬ほおを赤らめて、弁解する。

「あんなの恋人って言わねえよ。気にすんな。しかし、純粋な攻撃魔法って恋れん禁きん術じゆつにはほぼないんだよな……」

　もらった教科書でも、後は【嫉しつ火か砲ほう】というムカムカした嫉しつ妬と心を火の玉に変えて、打ち出すものくらいしか書いてない。

「だって、恋禁術は人を傷つけるために作られた魔法じゃないもの」

「そもそも一般人と戦おうとするなって。まあ、今更文句言っても仕方ないな……」

　後ろを振り返る。連中が追ってくる様子はない。女連れだしな。

　かといって、引き返すのは危険すぎる。二宮を探すのは時間をあけるしかない。

　それに――

「はぁ……」

　メルトは、疲れきったため息をついた。

　恋禁術は依然として使えず。まあ、着いた直後に成功するほうが変か。

　腕時計を見ると、十二時前。ちょうどいい、気分転換といこう。

「ちょっと早いけど、お昼にするか？」

　メルトは、「うん」と小さくうなずいた。嫌な気持ちは引きずらずにすめばいいな。

「でも、広い通りに戻るのは禁止な。このへんで、店っていうと――」

「あそこにお店があるわ」

　メルトは、下を向きながらちょんちょんと袖そでを引っ張ってくる。

　なるほど、路地裏にはカフェらしきお店があった。

　隅にはテラスも用意してあって、それなりに本格的な店のようだ。

「できれば、ファーストフードで節約したかったが、ああいうのもいいか」

　少しはメルトを明るくさせないと、こっちの二にの宮みや捜索も辛しん気き臭くさくなるからな。

　そして、しゃれた外観の店の扉をあけると――

「「「いらっしゃいませ、ご主人様！」」」

　どう見てもメイドですという格好の店員さんたちが待ち構えていた。

「え、ここ、メイド喫茶っすか…………？」

　俺おれもメルトも、口をぽかんと開けた。



☆　☆　☆



「どうして、あの二人がここにいるの！？！？！？」

　二宮七なな緒おは驚きと焦りが入り混じりまくった顔をする。

　関西のアキバこと大阪日につ本ぽん橋ばしがやけに騒がしいと思えば、桜さくら木ぎメルトと金かな沢ざわ大和やまとがゴロツキにからみ、逃げていった。

「でも、金沢君、どうしてあんな格好してるの……？　あ、そうか」

　ぽん！　と、二宮は手を打つ。

「桜木さんとデートしてるってばれないためだ！　そのために時間かけてまで大阪に来たんだ。二人の仲がこんなに進んでたなんて！」

　だけど、どうして、大阪の、それもオタク街にいるんだろうか。

「まさか、金沢君もオタク？　――いや、それはない」

　それなら大阪へ来る金を、アマ○ンの通販に使うはずだ。

「一万あればラノベなら十六冊買えるしね（一冊六百九円として計算）」

　二宮が大阪に来ているのは素性を隠すため、かつそれが可能な収入があるためである。あの二人にそんな金はないだろう。

「ああ、そうか、桜木さんのことだから、どんな破は廉れん恥ちなものが売ってるか調査しに来たのか。七緒の新作ゲームもクラスで没収されちゃったしね……。でも、それだけで、こんなところまで来るかな？　……あ、もしや金沢君、こんな作戦を考えているんじゃ？」



桜木『終電がなくなっちゃったわ……』

金沢『仕方ないな……どっか泊まるか』

桜木『えっ……そんなの、いけない……』

金沢『バカ。助手が恋れん禁きん術じゆつの師匠に何するんだよ』

桜木『……そうよね。もし、変なことしたら、許さないから……』



「きっと、そうだ！　金かな沢ざわ君は恋のお泊まり大作戦を敢行中なんだ！　やっぱり、男は狼おおかみだね、気をつけないと……でも、金沢君の熱意はすごい。感動した！」

　二にの宮みやは一人で盛り上がって、ガッツポーズを決めた。

　世話焼きの血が燃え上がる。

「二人の仲、この委員長、七なな緒おが全力でサポートするから！」

　たとえ、あの二人の間にどんな困難が立ちはだかっても、この委員長が命に代えても守ってあげる、そう二宮七緒はオタク街の空に誓った。

「でも、こっちもばれないようにしないとね……」

　探偵のようにあごに左手の指を添そえて、「う～ん」とうなる七緒。

「もし、ここで目撃されたらオタク確定だからね……。日ひの御み子こ会長は『非現実に恋愛させるようなものを作る人間は逮捕する』とか言ってたし……」

　そんなことになったら、委員長の地位も取り上げられてしまう。

「とにかく声優イベントまで、慎重に行動しよう……」



☆　☆　☆



「……ええと、この『青い狸たぬきも絶賛のドラ焼き』と『ジンジャエール』」

「俺おれは『あなたと合体したい！　三種のチーズのミックスピザ』ひとつ。お前、甘いものしか食べないのか？」

「いいのよ、食欲ないの」

　げんなりした顔でメルトは答える。

「ほら、ご主人様～、彼女のダイエットにつっこんだらダメですよ」

　店員のメイドさんに冷やかされる俺たち。

　客観的に見れば、明らかにデートなんだろうな。

『二宮と過ごす幸せな想像百選』にも入っている、「おしゃれな喫茶店（メイド喫茶だけど）で一緒にお茶を飲む」をまさか、メルトと最初にやることになろうとは……。

　メルトは恥ずかしさを紛らわすためか、先に来たジンジャエールをぐいっと飲んだ。

「あぁ～！　どうして、ダメなの？　きっと師匠もあきれてるわ……」

「ちょこちょこ出てくるけど、その師匠って何者なんだ？」

「恋れん禁きん術じゆつを教えてくれた師匠よ。強くて、かっこよくて、お金にうるさい人」

「最後のは余計だろ」

「でも、いい人よ。う～……」

　メルトはコップを持ったまま、テーブルに顔を沈める。

　ちょっと顔を見るとやたらと赤くなっている。

　おい、もしかして、こいつ、ジンジャエールで酔ったのか？

「おい、お前、大丈夫か？　水もらお――」

「ワタシは酔ってな～いっ！　酔ってないから！」

　机をどんどん叩たたくメルト。ダメだ、これは完全な酔っ払いだな……。

「師匠はいい人よ～、行き場のなかったワタシの面倒を見てくれたくらい……ぁ」

　メルトは気まずそうな顔になる。明らかに余計なことを言ったという顔だ。

「あ、俺おれ、何も聞いてないからな……」

「でも、ワタシがどうして恋れん禁きん術じゆつ師しになったかって話、してなかったわよね？」

　メルトは下を向いたまま、俺に尋ねる。

「あぁ、そうだけど……」

「じゃ、話すわ。聞きなさい！　助手にはその義務がある！」

　目をすわらせて、俺の目をのぞきこむメルト。こいつ、酒さけ癖ぐせ悪いな……。

「ま、たいした話じゃないし。黙ってて、変に意識されるのも迷惑だしね。それに、助手にも話さないのは、ちょっとフェアーじゃない気がするし……それに、最近、大和やまとも真面目まじめに助手してるし……うん」

　真面目になった覚えはないが、不真面目と思われるよりはいいかな。

「じゃあ、聞くよ！　お前、なんで恋禁術師になったんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「ワタシね、ママに捨てられたの」

　はぁ～あ、とメルトはあきれたような目を天井に泳がせる。

「うちって、パパがワタシの生まれる前に死んじゃって片親だったのよね。ママは何度もパパの写真を見せてくれたわ。パパは素晴らしい人だったって。ワタシも幼い頃ころはいいカップルだったんだって思ってたわよ」

　なんだ、ちょっと悲しいけどいい話じゃないか。

　これで、どこに恋れん禁きん術じゆつに目め覚ざめる理由がある？

「な・の・にっ！」

　メルトはジンジャエールをヤケ酒みたいにさらにあおる。

「ママはほかの男とずっとできてたのよ！　そして、ワタシが中学に入るちょっと前に、書置きして駆け落ちしちゃったのよ！　しかも文面は『母さんは女に戻ります』よ、ふざけるなっ！　ふざけるなっ！　ふざけるなっ！」

　どんっ！

　コップが乱暴にテーブルに叩たたきつけられる。

　注文していたドラ焼きを置いたメイドさんもびびって逃げていく。

　メルトの母親は恋を選んだ。メルトは恋に敗れたのだ。

「それ以来、ママは戻ってきてないわ。つか、あの色ボケ女、家賃も振り込まないからワタシは部屋追い出されるし……あ～！　思い出したらまたイライラしてきた！　何が『あなたの名前はメルティ・キッスってお菓子からとったの』よ！　甘い口付けなんか二度とするかっ！」

　そうか、メルトってお菓子の名前なんだな。しかも「キッス」って単語まで入ってる。

　恋れん禁きん術じゆつ師しにとっちゃ、恥でしかないよな……。

　ジンジャエールのなくなったメルトは横の水を飲み干した。

「それで、行き場がなくって困ってるところを師匠に拾われたの。『あなた、恋という悪魔の被害者ね。居場所がないなら来なさい』ってね。桜さくら木ぎって苗みよう字じも師匠のものよ。本当は親の苗字でないといけないんだけど、こっちを使わせてもらってる。はい、これで話はおしまい！」

　話し終えて、メルトはドラ焼きに口をつける。さも、どうでもいいことを話した、なんて様子で。

　でも、俺おれの見間違いでなければ、あいつの目はかすかにうるんでいた。

　わざとらしいんだよ、お前。きっちり気にしてるだろ。

　そりゃ、誰だれだって嫌な過去なんて話したくないよな。

　酔ったフリとか旅先の勢いとかないと、話せないよな。

　だから、俺も本音で答えるのが筋だと思う。

「そっか、お前、いろいろあったんだな」

「ま、おかげで恋れん禁きん術じゆつ師しに出会えたし、不幸だとは思ってないけど――」

「お前、本当に不幸なヤツだな」

　メルトの顔がきゅっと険けわしくなる。八や重え歯ばで噛かみつかれそうだ。

「大和やまと、どういうこと？　返答次第じゃ、ただじゃおかないわよ」

「お前は恋のマイナスの部分だけ見てるんだよ。世の中にはとことん素晴らしい恋愛だってあるっつうの。それくらい、高校生なんだから気付けよ」

「たとえば、何よ？」

「俺おれは二にの宮みやのことを好きになれて、マジでよかった」

　やっぱ、こいつには恋の大切さを伝えないとダメだな。

「別に二宮とデートしたわけでもない、キスしたわけでもない。でも、なんていうのかな、今、二宮に恋をしているってこと自体が、楽しくて楽しくて仕方ないんだ。きっと、この気持ちにひたれてるだけで俺はずっと幸せだな」

　俺の言葉にメルトは不満そうに口をつぐむ。

　つまり、しぶしぶ認めたってことだ。ああ、メルト語は面倒くさい。

「ま……大和の言うことも一理あるかもね」

　と言ってドラ焼きをぱくつくのに戻るメルト。

「だからさ、お前も一回大おお真面目まじめに恋をしてみろよ。そしたら、きっと恋愛のよさがわかるからさ」

「恋をして……みる……」

　ぼそりとメルトは俺の言葉を繰り返し、俺の顔をちらりと見る。

　だけど、すぐにメルトは首を左右にぶんぶんっ！　と振って、

「やっぱりダメ！　そんなことになったら、もっと恋れん禁きん術じゆつが使えなくなるわ！」

　ま、こいつがこれで納得してくれるわけないけどな。

「けど、生徒会の刺客を倒したら、いい恋愛を研究するくらいはしてもいい……かも」

　それは、まさかのまさかのメルトの譲歩だった。

「え、お前、今の正気か……？」

「この広い世界、千に一つくらいは恋をしなかったほうが不幸になる人もいるかもしれないからね。あくまで例外よ、例外！」

「いや、例外でもうれしいぞ、俺は」

「勝手に喜んでなさい。でも……やっぱり話してよかったかな」

　メルトはためらいがちに顔をそらして、言った。

「大和に話したおかげで、少し気持ちが軽くなったし……」

「ま、こんなことでストレス発散してもらえたなら、なによりだよ。刺客との決闘も近いし、とっとと調子戻せ」

「それと、二にの宮みやさんも探さないとね。ご飯食べたら、すぐ見つけるわよ！」

「そうだな！　二宮に手を出す不ふ埒らちなヤツをぶん殴る！」

　珍しく意気投合する師匠と助手。

　メイドさんが奥でくすくす笑ってるけど、気にしない。

「よーし！　景気付けに恋れん禁きん術じゆつ向きのメニューを頼むわ！」

「ふうん、なんだ？」

「メイドさん、このラブラブパフェ一つ！」

　俺おれは水を吹きかけた。

　いったい、それのどこに恋愛禁止のニュアンスが……。

　出てきたのはスプーンが二個刺さり、中央にハート型クッキーの載ったパフェ。

「スプーンでラブラブのハートを侵食して破壊するわよ。ほら、そっちも手伝って！」

　なるほど、そういう意味か……。

　メイドさんだけじゃなく、周りのお客さんまでくすくす笑っている。

　メルトよ、どう見てもこれは愛の共同作業だぞ……。



　二宮は割とすぐに見つかった。

　場所は急な階段を上った先にある漫画専門店。違う階には同人誌という薄い本もある。

　二宮はカゴの中に迷いなく本を入れていた。しかも大量に。

「あのさ、もしかして二宮さんてオタ――」

「すごいな、二宮は！　あらためて尊敬するよ！」

「え？」

「うちのクラスにもああいう趣味のヤツがいるだろ。そいつらに話を合わすために、きっと委員長の二宮は研究目的でここに来たんだ。委員長としてすべての生徒に等しく接しようとする精神、素晴らしいじゃないか！」

　では、単なる買い物か？　二宮にはカレシがいないのだろうか。

「油断は禁物よ。二宮さんはデートまでの時間つぶしをしてるのかもしれない」

「そうだな、今度は見失わないぞ。間違ってもさっきみたいな――」

「ちょっと！　何、この表紙！　弟に両サイドからお姉ちゃんが抱きついてる！」

「だから、叫ぶな！」

　そうこうしている間に、俺は二宮の姿を見失った……。



☆　☆　☆



「な、なんで、こんなところにまであの二人が……？」

　二にの宮みや七なな緒おはあわわ、あわわと口を手で押さえて慌あわてていた。

「まさか、とらの○な店内にまで来るとは思わなかった……」

　メルトはラブコメ漫画の表紙にキレて、それを変装している金かな沢ざわがなだめる構図だ。

　どうやら、二人は何かを探しているようだったが、やがて諦あきらめて店を出て行った。

「ちょっと、後をつけてみようかな。二人はどこにいくんだろ」

・メルトはコスプレ衣装専門店の前で破は廉れん恥ちだとキレていた。

・メルトは露店でトルコアイスを買って、食べた。

・メルトはＤＶＤの路上販売にも「違法でしょ！」とキレていた（これは正しい）。

・メルトはボーイズラブのゲーム専門店の前でも破廉恥だとキレていた。

「…………やっぱり、桜さくら木ぎさんは桜木さんだね」

　二宮は諦めたように笑った。

　尾行も疲れたし、フィギュア専門店のビルにでも入ろう。

「でも、この苦難の先にゴールはあるから！　金沢君、頑張って！」



☆　☆　☆



「やっぱり、ゲーム屋の前でキレたのはやりすぎだ」

「だから、悪かったって言ってるでしょ……」

　歩きながらメルトを説教する。

「あんまりやると目つけられるぞ。なんか尾行されてたような……。殺気まで感じた」

「ワタシたちが尾行されてどうするの。それに殺気を浴びるようなこともしてないし」

「いや、十分ひんしゅく買ってるぞ。じゃあ、次はここだ。二宮がいますように……」

　今度の場所はフィギュア専門店のビル。

　いわゆる美少女フィギュアというものから怪獣みたいなものまで色々並んでいる。

「まあ、そう簡単に見つからないと思うが――いた」

　二宮は三階でガラスケースを真剣に眺めていた。

「あのさあ、やっぱり二宮さんってオタ――」

「そうか！　二宮も女の子だな！　こんなかわいい趣味があったんだ！」

　俺おれは奥の棚を指差す。ドールという呼び名が似合う人形が鎮座している。

「二宮はああいうお人形を部屋に飾っているんだ！　そんなどこか子供っぽい趣味も二宮は持ってるんだな！　この意外な二面性がまたいい！」

　俺の頭には、人形を抱えて眠っている二宮の姿が浮かぶ。着てるのは、ピンクのかわいいネグリジェ。背中は少し丸まっている。そして、寝言で、ぼそりと、こうつぶやくのだ――――「金かな沢ざわ君、好きだよ……」

　俺おれの中でアドレナリンが急速に分泌される。

「よし、ここでじっくり二にの宮みやの趣味を確認する。お前は静かにしてろ――」

「ちょっと！　あのフィギュア、胸が出てる！　しかも犬みたいなポーズまでして！」

「お前、人の話聞けよ！」

　メルトはえっちなフィギュアをめざとく見つけ、激怒していた。八や重え歯ばを出しながら、「燃やすわよ！」とか「破壊するわ！」とか危険な発言を繰り返す。

「やめろ、ただでさえ、俺は不審者の身なりなのに……」

　なんか店員が「警察に連絡だ！」みたいなことを言っている。

「逃げるぞ！　俺たちの未来に傷がつく！」

　本日二度目の逃避行となった。今回は被害者ではなく、加害者扱いだが……。

　なんとか逃げのびた頃ころには二宮の姿は、あるわけもなかった……。



☆　☆　☆



「だーかーらー、どうしてフィギュア専門店にまでいるの!?」

　あまりのニアミスに二宮七なな緒おも疲れてきた。

「けど、漫画のお店ばかりパンピーがはしごしても仕方ないし、デートに使うなら正解かもね。けっこう金沢君もわかってる、うんうん」

　金沢大和やまとが聞いたら涙するようなことを二宮は無邪気に言った。

「ま……声優イベントに二人が来ることはないから大丈夫だよね」



☆　☆　☆



「ふう、二度あることは三度あるって言うが――」

　探し人を人口二百万以上の街で二度見失って、また見つけるというのが奇跡ならば、きっと俺と二宮は運命の赤い糸で結ばれているに違いない。

　なかば諦あきらめていた夕方の裏通りで、二宮を再々発見できたのだ。

　周囲には人がたまっている。どうやらライブか何かを待っているらしい。

　いかにもカレシ面づらしたヤツが出てきそうだ。

「いい？　ライブハウスって場所はとても危険なの。狭い空間で大音量の音楽が流れるでしょ。変に夢うつつな気持ちになっちゃう。体も密着するし――」

　メルトが唇をきゅっと結ぶ。

「そして、こんな遠いところなら、『終電がなくなっちゃったよ……』『仕方ない……どっか泊まるか』――というお泊まり戦略にも持ちこめてしまうわ！」

「なるほど、お前にしてはいい分析だ。もし、二にの宮みやを狙ねらうヤツがいたらただじゃおかん！　たとえご両親が認めようとも、俺おれが認めん！」

　しかし、長かった今日もいよいよ、これでクライマックスか。

　本当に疲れた。待ち合わせ場所に三時間近く前に行って、メルトに連れまわされ、喫茶店で飯食って、挙あげ句くメルトの過去まで聞かされて……。

　――なんか恋人みたいだな、俺たち。

　外出をひかえろと速はや星ほしに注意されていたのなんて、完全に忘れていた。

　けど、長い人生、不審者扱いされたり、やっかみの視線も浴びたり、挙句尾行されている気分にまでなったりするのもいいだろ。

　ただ、目的の一つであるメルトのスランプ回復のほうは無理なようだ。

　空き時間があればメルトは道行くカップルに恋れん禁きん術じゆつを試していた。

　結果は――まあ、わかるだろ。

　野外で心機一転という発想も成功には結びつかなかった。

　ライブ会場前で、肩を組んでいるカップルに、メルトは【多た情じようの咎とが】を唱となえる。

　失敗記録がまた一つ増えただけだった。

　メルトは雑居ビルの壁に肩をあずけると、深いため息をついた。

　上目遣いに見上げた空は、いつの間にか灰色に染まっている。

「これじゃ、まるで……ワタシが恋をしてるみたい」

　また、メルトの口に弱気な発言が戻ってきてしまう。

　正直、助手の目から見ても、メルトは一生懸命だった。

　じゃあ、本当にメルトは誰だれかに恋をして、恋禁術が使えなくなったのか？

　そのとき、トゥルルルル……と無遠慮に携帯電話が鳴った。

　誰だよ。空気を読めよな。いらいらしながら通話ボタンを押す。

「はい、もしもし――」

『コレダケ忠告シテ、マダソンナ態度ヲトリマスカ』

　ぞっとするようなヴォイスチェンジャーを使ったような奇妙な声。

　おい、いいかげんしつこいイタズラだな……。

「お前、誰だよ？」

『生徒会からの刺客です』

　その言葉に体温がさあーっと引いていく。

　だけど、どうして刺客が俺の電話番号を？

『ボクは桜さくら木ぎさんと相思相愛になるんです。恋れん禁きん術じゆつ師しなんてバカなことはやめてもらってね。なのに、あなたはずっと彼女とイチャイチャベタベタ。車内では添そい寝ねまで。大阪まで来たら一緒に喫茶店でパフェを食べるし。

　これ、恋の魔法使いへの侮ぶ辱じよくととってもいいですよね』

　恋の魔法使い？　ああ、メルトの最初の授業で聞いたな、この世界には恋れん禁きん術じゆつ師しとは逆の「恋の魔法使い」がいるって……。

　心臓が自分のものと思えないくらい、速く拍動している。恐怖と不安のかたまりを受けて、体のリズムまで変になっている。

　今日感じてた殺気は、こいつだ。こいつが監視してたんだ。

　野の々の市いちに会った翌日のイタ電も絶対こいつだ。

　俺おれはどうせ、生徒会の放った刺客なんてふざけたヤツか、どっかのイケメン俳優か、そんな連中が来るだけのことと思っていた。

　だけど、それは俺の都合のいい解釈だったのかもしれない。

『まあ、ちょっと彼女から離れろと夜中に電話したくらいじゃ聞かなかったし、最初から強硬手段に訴えるべきでしたかね』

「ねえ、大和やまと、さっきから誰だれと話してるの？」

「刺客の……恋のま、魔法使いだ。とびきり悪者のな」

「こいの、ま、まほうつかい……？」

　メルトの顔が凍りつく。

『決闘にはフライングですけど、少しくらいはいいですよね』

　ふっと体に影がかかった。

　見上げると、今日撒まいたゴロツキどもが立っていた。

　こいつら、魔法使いの仲間か……。いや、目を見てすぐにわかった。

　操られてる。明らかに目が正気じゃない。

　なるほど、敵は「魔法使い」らしいな。嫌な汗が止まりそうにない。

「逃げるぞっ！」

　反射的にメルトの手をとって、俺は路地へ路地へ足を急がせる。

　でも、すぐに墓ぼ穴けつを掘ったことに気づいた。

　どうして人ひと気けのないほうに行ってるんだ、俺？　午前中の癖で余計なことを！

　しかも連中は足が速い。前とは別人ってくらいに。とても逃げ切れそうにない。

　メルトも必死になってくれているが、所しよ詮せんは女の足だ。

　すぐに追いつかれて、後ろから頭に鈍い痛みが襲った。

　頭が一瞬真っ白になって、転倒する。

　一度思い切り踏みつけられた後、引きずりあげられた。

　メルトのほうも一人に羽は交がい絞じめにされている。俺が行きの電車でやった時とは違って、もっと生々しく。お前ら、どこ触ってるんだよ！

「放しなさいよ、こら！　放して！」

「へへ、カレシが痛い目に遭あっているのをじっくり見てな」

　俺おれも男一人に羽は交がい絞じめにされながら、残りの一人に腹を殴られる。

　打撃の痛みより、吐きそうになるのが辛つらい。

　殴ってくるヤツから、ほんのりと甘い香りがする。

　こいつら、香水なんか――いや、この匂におい、どこかでかいだことがある？

「お願い、因縁つけたのはワタシ！　大和やまとは無関係なの！」

　泣きそうな声で自分を犠牲にしようとするメルト。

　まるで大切な人を守ろうとするみたいに。

　そっか、俺は奴ど隷れいからまともな助手に昇格したらしいな。

　まあ、吊つり橋効果なんだろうけど。

　それに、この吊り橋は本当に落ちそうなんだよな……。

「あ？　その兄ちゃんもお前の助手だろ？　師匠のピンチに一人だけ逃げるなんてしねえよな？」

　だろうな。敵からしたら、そういう認識なんだろうよ……。

「おい、さっきみたいな手品やってみるか？　燃やしてみろよ、ほらほら」

　メルトを押さえているヤツがバカにした声を出す。

「ええ、今すぐ、やってやるわよ！　【破は恋れんの斧おの】、【破恋の斧】！」

　呪じゆ文もんの名前だけが空むなしくその場に響く。

「じゃあ、こうするか。手品が成功するまで、カレシをリンチっていうのは？」

「「さんせーい」」

　俺の係の二人が声を合わせる。

　ぞっとした。体から半分くらい血を抜かれたみたいだ。

　すぐさま、足が曲がりそうなほど蹴けられた。

　その次は肩の関節が外れそうな殴打。

　くそっ！　殺される。このまま何もできずに無力なまま、殺される！

「お願いだから、お願いだからやめて！」

　メルトは詠唱すら諦あきらめて、許しを請う。

　でも、こいつらが許してくれるわけない。

「お前の血筋で恋れん禁きん術じゆつなんて使えるわけないだろ。恋多き親のお子様だからな」

　喫茶店で聞いたぜ、と男は汚い声で笑う。

「ハレンチな女の娘がハレンチでないわけないだろ。恋禁術なんて無理なんだよ」

　下品な笑い声が桜さくら木ぎメルトという少女が選んだ人生を否定する。

　クソ、俺に恋禁術が使えれば……。確か、【嫉しつ火か砲ほう】っていう火の玉を撃つ魔法があったよな……。ああ、あいつらを今すぐ焼き殺したい！

　むしろ、殺されそうだ。

　ああ、もう、メルトの表情すらかすんで見えそうにない。

　ただ、じっとじっとメルトは耐えているように見える。

「お願い……ワタシはどうなってもいいから、大和やまとを放して！　なら、いいでしょ？」

　おい、メルト……。こんなところで自己犠牲の精神なんて発揮するなよ……。

　どうせ、ここで俺おれだけ逃げても後味悪くて二にの宮みやと恋なんてできないだろ……。

　と、俺の携帯が通話ボタンを押してもないのに声を出した。

『いい心がけです。そうです、桜さくら木ぎさんはボクだけ愛してくれればいいんです』

「誰だれがあなたなんか……」

『明後日あさつて、月曜日四時からの決闘、楽しみにしていますよ』

　魔法使いの声のトーンが少しだけ落ちる。

　契約を大切にする魔法使いたちにとっては、決闘も大事な契約の一つなんだろう。

『ええ、言葉を操る魔法使いに、二言はないわ』

　罪を認める囚人のように、メルトはつぶやく。

『まあ、ボクの魔法で、この不良たちのように、心を奪われちゃうんですけどね』

　そうか、もし、敵が魔法を使うとしたら、メルトの優位性は一瞬で失われる。

　恋れん禁きん術じゆつも使えない八級恋れん禁きん術じゆつ師しに勝ち目なんてない。

『ねえ……正式な勝負は月曜なんだから、大和を――』

『嫌です。二人の邪魔をする者をつぶすのが、今回の目的ですから』

　ガチャリと携帯が切れた音。それに呼応するように、またゴロツキが声を出す。

「さ～て、じゃあ、トドメいきますか」

　あ、もう死ぬな、これは……。



「やめろ」



　その声は最初、誰が発したのかわからなかった。

　それくらい、メルトの発する雰ふん囲い気きが変わっていたのだ。

「ワ、タ、シ、の……」

　メルトの声がぷるぷると震えている。

　いや、違う。

　震えているのは空気のほうだ。メルトの怒りは空気を震わせているのだ。

「大和に手を出すなぁあぁあぁあぁあぁあぁあっ！」

　メルトの手に真っ赤な炎が宿る。

【破は恋れんの斧おの】だ。

　詠唱なんていらない、恋れん禁きん術じゆつ師しのランクも関係ない。

　そんなものなくたって、今までメルトは魔法を唱となえてきたのだ。

　それが破格だろうと、不合理だろうと、知ったことじゃない。

　魔法使いも科学者も目の前の事実は認めるしかないだろ。

　炎に包まれたメルトの手をゴロツキＡは押さえられず、放す。

「このバカッ！」

　脱出したメルトは俺おれを殴っていたゴロツキＢの顔を、首を飛ばす勢いでぶん殴る。

　格闘漫画のワンシーンのように男は壁にぶつかり、沈黙。

「あんたもっ！」

　男が崩れる頃ころには、俺を羽は交がい絞じめにしていたヤツも腹を殴られて、飛び火した炎のせいで服を焦がされながら吹き飛んだ。

「最後に一人っ！」

　呆ぼう然ぜんとしていたラスト一人は声を出す暇もなく、地面に沈められた。

　そこには敵に仕返しするとか、いたぶるとかそんな人間的な感情はない。

　敵を取り除く。障害物を取り除く。

　そんな動物なら誰だれでも持っている原始的本能だけでメルトは三人を潰つぶしたのだ。

　役目を終えると、手の炎はすぐに消えた。

「や、やったな……メルト、【破恋の斧】だ！」

　俺は血の味の広がった口で、どうにか祝福の言葉を伝える。

　でも、メルトは小さく首を横に振る。

「違うの。むしろ、今まで以上に恋れん禁きん術じゆつの魔力が体から抜けたみたいで……」

　メルトは八級の魔法を早口で唱えてみる。

　何も起こらない。

「たぶん、悪化してる……。【破恋の斧】を使う前より……」

　でも、メルトは目の前の現実が信じられないのか、じっと自分を手を見ている。

「あのね、恋禁術が使えなくなった理由、実は心当たりがあるの……」

　メルトは人差し指同士をつつき合わせて、目をそらす。

　何か都合が悪いとやる、こいつのクセだ。

「なんだよ、じゃあ、目星はついてたんだな。で、何なんだよ？」

「たぶん、それは…………………………………………大和やまとのせい」

　え、どうしてそこで俺の名前が出るんだよ？

　メルトは身を守るように、猫背になって身を縮める。

「あのね、本当のことを言うとね……二にの宮みやさんへの告白を邪魔するために、キスの真ま似ねをした時とか……ドキドキしてたの」

「おい……それって、どういうことだよ……？」

　手のひらをきゅっと握り締しめて、メルトの背はどんどん丸くなっていく。

　まるで、このまま小さくなって消えてしまいたいと思ってるみたいに。

「も、もちろん、あれは二にの宮みやさんを遠ざける作戦で、変な意味はないけど……でも、どんな理由であれ、ドキドキしちゃったのは恋れん禁きん術じゆつ師しとしてはきっといけないことで……そういえば、『友情契約』を結んだ時も、練習中に押し倒された時も……」

「やめてくれ！　俺おれも恥ずかしくて聞いていられない！」

　俺って、どれだけメルトと変な事態に巻き込まれてるんだよ？　あらためて考えると、本当に波乱万丈すぎる二週間だよな……。

　そして、顔を伏せるだけでは足りないのか、メルトは俺に背を向けて、こう言った。



「だから、大和やまとはもうクビ」



「は？」

「大和がいると、このまま恋れん禁きん術じゆつが上う手まく使えない気がする……。それじゃ刺客に勝てないから……」

「じゃあ、お前一人で勝てるのかよ！」

　無理だ。操られて恋人にさせられるだけだ。

「か、勝てるわよ！　あんなヤツくらい！」

　そんなビブラートかかりそうなくらい、ふるえた声で言われても説得力ねえよ。

「ほら、さっきだって【破は恋れんの斧おの】が使えたし！　ワタシって才能はあるのよ！」

「そのマグレが本番で成功するって、どうしてわかるんだよ？」

　今日みたいに手間取ってる間に、勝負は決まる。

「それに――大和、恋禁術師なんてなりたくないんでしょ？」

　俺はそこで言葉を失う。

　ああ、そうだ。俺は二宮と恋愛がしたいだけで、恋禁術なんか……。

「だから、もういいの。余計なことに付き合わせて悪かったわね、二宮さんに告白できない呪のろいは必ず解いてあげるから。……ゴメン」

　そのままメルトは駆け足で去っていく。

　最後に一度だけこちらを振り返って。

　きっと、それは「止めてほしい」って合図だったんだろう。

　でも、俺は「待てよ」の一言が言えなかった。

　恋禁術師じゃない俺にはそれを言う資格がないから。



☆　☆　☆



「うん、いいイベントだった。ららら～♪」

　上機嫌で二にの宮みやは会場から出てきた。

　桜さくら木ぎ・金かな沢ざわの二人もいいカップルになりつつあるようだし。クラスが一つになっていく。委員長の二宮にとって今日は最良の日かもしれない。

「あ、すいません、二宮さん」

　そこに声をかけてきたのは、二宮も見知った顔だった。

　だけど、どうして、大阪にまで？

「あれ、君は――」

「誠に申し訳ないのですが、二宮さんには景品になってもらいたいんですよ」

　相手は二宮の前に一本のバラを差し出した。

　あっ、バラだと思った時には、二宮の意識は飛んでいた。



    

  
    
      第４話　恋禁術師になれました



    

  
    
      
第４話　恋禁術師になれました



　あの後、俺おれは一人で電車を乗り継いで帰ることにした。

　一時間に一本の三両の普通電車は、俺しか乗っていない。

　特急に乗らなかったのは、金を節約したかったというのもあるが……メルトと顔を合わしたくなかったからだ。

　でも、嫌々入らされた研究会を追い出されたわけだし、もっと喜ぶべきだよな。

　これで【怖愛こわいの枷かせ】さえどうにかなれば晴れて自由の身だ。

　――なのに、どうして俺は笑えないんだ？

「…………はあ。お前、魔法使いに一人で勝てるのかよ……」

　助手も戦力のうちって言ってただろ。

　そりゃ、俺はさっきも何もできずに殴られただけだったけどさ……。

　――――トゥルルルルルル

　また、とりもしないのに携帯から癪しやくに障る魔法使いの声が漏れてきた。

『やあ、桜さくら木ぎさんに振られて残念でしたね。オメデトウ』

「おちょくるのが目的なら切るぞ」

『おめでたいのは本当です。あなたは破門された。ボクが戦うのは恋れん禁きん術じゆつ研究会の人間ですから、あなたを狙ねらう理由はなくなりました。どうぞ、一般人の立場でのんびりとしていて下さい。桜木さんはボクが幸せにしてみせます』

　畜生、あいつ、一番の理由を隠してやがった……。

　俺をクビにしたのは俺の身を守るためじゃないかよ……。ゲームをバグらせたことしかない恋禁術師が、あの魔法使いに殺されないようにするために――自分が犠牲になって恋人にさせられる。

　俺の頭の中に、黒いマントをはおった魔法使いに抱きつくメルトの姿が浮かんだ。

　想像上のメルトはとても幸せそうなのに、なぜかグロテスクに映った。

　俺は恋愛をしろと言った。けれど、こんなのは恋愛じゃない。

『ご心配なく。初恋をさせたら、彼女は解放する、生徒会とはそういう契約です。もっとも、一度でも恋をしたら、恋禁術は永久に使えなくなるそうですが。それにボクに恋をした子はたいていボクから離れられなくなりますがね』

　魔法使いの声はやたらと鼻についた。

『何か、不満そうですね』

「ああ、たくさんな」

『ボクは単なる雇われ人ですから。苦情があるなら、雇い主に言って下さい』

「雇い主？　ああ、生徒会か」

『日ひの御み子こ会長は土日も朝十時に生徒会室に来てますよ。契約解除には遅いですが、あなたも次の彼女を探すべきだから、会長なんてちょうどいいんじゃないですか』

「は？　何のことだよ？」

『本当に鈍い人ですね。それじゃ――プチ』

　そこで電話は切れた。これって生徒会へ行けって誘いか？　ま、騙だまされてやるよ。

　生徒の悩みは生徒会長に聞くものだからな。



　翌日。休日だが、部活用に校舎は開けられていて、すんなりと中に入れた。

　焦って入るのも、怒鳴りこむのも違う気がしたので、普通に入室。

　会長は落ち着いた調子で、高そうな調度品の中、お茶を飲んでいた。

　そばでは、ティーポットを持っている速はや星ほしが待機している。

「ごきげんよう、金かな沢ざわさん。クレハ、金沢さんにもお茶を入れてあげて。ラプサンスーチョンは癖があるので人を選ぶかもしれませんが」

　俺おれの返答も待たずに速星はカップに紅茶を注そそぎ、テーブルに置いた。

「先輩、どうぞ。少し熱いですよ」

　仕方なく、その前の席に俺は座る。

　なるほど、癖がある。お茶からは、スモークでいぶしたような香りがする。

「ラプサンスーチョンは松の木で茶葉をいぶして作ります。薬のようなにおいですが、砂糖の代わりにハチミツを入れると、ちょうどよく合うんです――ひどい傷」

　会長は俺の腕を見ると、顔をくもらせた。

「すみません、刺客が先走ったことをしたようで。これは生徒会長の責任です……」

「いや、それはいいです。過ぎたことですから。それより、あの決闘を――」

「刺客と桜さくら木ぎさんの決闘は、いくら金沢さんのお願いでも止められません」

　目を閉じて会長はゆっくりと首を振った。

「魔法使い同士の戦いとは、とても神聖なものらしいのです。今、わたくしがなかったことにしてくれと言っても遅すぎます」

　ここまで来てわかったのは、覆ふく水すい盆に返らず、ということだけか。

　このままじゃ、メルトは、ふざけた魔法使いと「恋愛」するしかない。

　会長はお茶を少しだけ口にする。

「ただし、決して魔法使いに行き過ぎた真ま似ねはさせません。桜木さんの身は守りますから。桜木さんを恋をする普通の女の子にするだけです」

　俺の目を見て、会長は優雅に笑う。

　恋愛推進を掲げる会長にとって、それは正義なんだろう。

「だけど、普通に恋をするメルトなんて、メルトじゃない」

「金かな沢ざわさんは本当にいい助手ですね。桜さくら木ぎさんも報むくわれますよ。だけど、少しは自分の恋にももっと真剣になったらいかがです？」

　かたっ。カップが置かれる乾いた音が響く。

　会長は恥ずかしがるように、手で口を軽く覆おおいながら、

「あの……わたくしは金沢さんの、恋愛を僭せん越えつながら応援したいと思っています……。二にの宮みやさんと必ず、幸せになれるよう精一杯協力します……。ですから、明日の放課後四時に生徒会室に来て下さい」

　会長、本当に応援してくれるつもりなんだ。その気持ちはマジにありがたい。

「あれ、でも、その時間は確か――――決闘の時刻じゃ」

　会長はゆっくりとうなずく。

「もし、うかつに決闘に顔を出せば金沢さんの身にも危険が及びますから。いいですか、明日、必ず、生徒会室に来て下さい。それですべてが上う手まくいきます！　さ、桜木さんなんかより、わたくしのほうが金沢さんのことを真面目まじめに考えているんですからっ！」

　身を乗り出して会長は叫ぶ。

「か、会長……？」

　ことん、とわずかに残っていた紅茶のカップが倒れて、こぼれた。

「すいません……取り乱してしまいました」

　熱くなった自分の言動に顔を赤らめながら、最後に会長はこう言った。

「いいですね、来なかったら生徒会反逆罪で逮捕です」



　すぐに帰る気も起きず、俺おれは自販機コーナーのベンチに腰を降ろした。

　会長が恋愛を応援してくれる。願ってもないことのはずなのに心は素直に盛り上がってくれない。

「何を悩むことがある？」

　目の前に野の々の市いちしじまが突然出現していた。

「野々市、お前、その唐突な登場の仕方やめろよ。心臓に悪い……」

「よかったな。明日、生徒会に行けばお前の恋は一歩前進する」

　野々市は「よかった」という言葉が似合わない、相変わらずの無表情。

　つか、お前、どうして生徒会室の出来事がわかるんだよ。

「だけどさ、メルトが……」

「お前は桜木メルトのことを愛しているのか？」

「なっ？　俺が愛してるのは――」

「二宮七なな緒おのはず。なら、問題はない。それに決闘に手を出せば殺される」

　確かに参戦すれば命の保証はない。

　野の々の市いちはジュースの缶をあける。お前、どこに用意してた？

「ただ、お前が加勢すれば万に一つくらいは桜さくら木ぎメルトが勝つかもしれないが」

「まあ、そりゃ……って、お前、どういうことだよ？」

「ニブいな。桜木メルトが【破は恋れんの斧おの】を使えた時のことを思い出せ」

「え……あいつが【破恋の斧】を使えた時……」

　一回目は会長に襲われかけた俺おれを助けに来た時のこと。

　二度目は操られたゴロツキに殺されかけた俺を助けようとした時のこと。

　どちらも俺を助けようとして……。

「そもそも、出会いからして【怖愛こわいの枷かせ】なんて三級相当の魔法が八級風情ふぜいに使えるわけがなかったはず」

　そういえば、あの時も直後に俺と二にの宮みやの間に割り込んできたんだよな。

「そうか……わかった」

「だろう？　桜木メルトは無意識にお前のことを――」

「あいつは、仲間がピンチになると実力以上の力が出せるんだよ！」

　野々市は無表情のまま、俺にジュースをかけてきた。

「わっ！　お前、ねちゃねちゃするだろ！」

「とにかく、桜木メルトは恋れん禁きん術じゆつの才能はない。あるのはむしろ、別の魔法体系の才能だ。いいか、くれぐれも加勢になど行くなよ、新米恋れん禁きん術じゆつ師し」

　そして、また野々市は前触れもなく消えうせた。

　いったい、何が言いたかったんだ、あいつは……。

　でも、あいつのおかげで大事なことを思い出した。

　俺、二回もメルトに助けられたんだ。【破恋の斧】なんて奇跡まで起こされて。

　――純白の霧よ、淫いん靡びな者たちの道をかき消せ……【悔かい恨こんの霧】

　研究室から練習の声が聞こえてくる。

　これは初日の授業で習ったぞ。周囲を霧で包む呪じゆ文もんだよな。問題はあいつ、この呪文は「恋禁術の初歩の初歩」って言ってたことなんだけど。

　と、野々市の消えた後に、未開封のオレンジジュースが一本置いてあった。

　わかったよ。

　これを土産に、メルトのところに行けばいいんだろ？



「道をかき消せ……よし！　【悔恨の霧】は少しは使えそうだわ！」

　メルトはクソ真面目まじめに恋禁術の基礎の練習をしていた。

「よう、メルト」

　俺おれは気楽な調子を装って、研究室に入る。

「あっ……大和やまと」

　メルトはすぐに気まずそうな顔になる。

「何の用？　あなたはクビにしたはず――」

　俺はメルトの額ひたいにオレンジジュースの缶をくっつける。

「つめたっ……。って、いきなり何するのよ！」

「ぐふっ！」

　思い切り、ぶん殴られた！　まあ、わかっててやったんだけどな。

「ナイスファイト……やっぱり、お前、心のおもむくままに戦ったほうが強いぞ」

「何の話よ？」

「野の々の市いちが言ってた。お前は恋れん禁きん術じゆつより違う魔法の才能があるって。【破は恋れんの斧おの】もそっちの魔法だろうって」

　メルトの顔がなぜだか、赤くなっていく。

「何よ、クビにした助手が偉そうに。そんなこと、わざわざ言いに来たの？」

「お前さ、魔法使いに勝てそうか？」

　俺はあえて飾りも何もなしに聞いてみる。

　一瞬、メルトの肩がびくん！　とふるえたのがわかった。

「あ、当たり前でしょ！　あんな悪の魔法使いなんか返り討ちよ！　だから、あなたは絶対に来ちゃダメよ。素人しろうとは口出し無用！　【破恋の斧】でぶん殴るわよ！」

　人差し指でメルトは×のマークを作る。

　でも、【破恋の斧】が使えないことを俺は知ってる。

　誰だれかを助けようとする時しか、こいつは力を発揮できない。

　だから、一人で恋の魔法使いと戦えば、確実にメルトは敗北する。

「わかったよ、魔法使いじゃない『素人』は黙ってることにする」

　メルトの顔に、ほっとしたものが宿る。お前、こんな時まで、人のこと考えるなよ。

「今日、ここに来たのは報告のためなんだ」

「報告？」

「ああ。明日の放課後、乙おと女め会長が俺の恋愛を応援してくれるって」

　二週間、俺の師匠だったメルトに、このことは伝えておかないといけないと思った。

「そう……よかったわね。乙女は方向性は変てこだけど、やると言ったら曲げないヤツだから。上う手まくいくといいわね」

　無理に笑顔を作って、メルトは俺を祝福する。

　そこは「恋なんてダメじゃない！」って言ってほしかったな。

　もし、決闘に負けたらメルトは二度とそんなこと口にしなくなるんだろうか。

「それでな、クビになった助手として最後の頼み、聞いてくれないか？」

　俺おれはメルトの瞳ひとみの奥に自分の視点を合わせる。

「何よ、言ってみなさい」

「明日の四時からの決闘、十分遅刻しろ」

「……それだけでいいの？」

「ああ、万に一つくらい正義の味方が現れるかもしれない」



　その日、俺は帰宅すると、恋れん禁きん術じゆつの教科書をひらいた。

『恋禁術を唱となえるコツは、みずからの感情を燃料のように考えることである』

『この燃料としての感情をマナと言い、マナを使って魔法を唱えることをキャストと言う』

　なんだ、メルトの感情論の教育よりはるかにわかりやすいぞ……。

　概念を覚えたら、後は練習あるのみ。部屋で恋禁術の「修行？」を開始。

「想像しろ。二にの宮みやがいけ好かないチャラい野郎と映画館デート、当然見る映画は大根役者のラブストーリー、暗がりでそうっと肩に手を伸ばす男、そしてそのままキスに持ちこもうとする男…………ぶっ殺す！　【破は恋れんの斧おの】！」

　こうやって、二宮への愛を昇華することで、きっと恋禁術が使えるようになるはず！

「パーティで未成年の二宮に無理に酒を飲ませる男。そして、そいつは送って帰ると言って、二宮をお持ち帰り――――【嫉しつ火か砲ほう】！」

　心なしか手のひらが熱い気がする。よし、いい徴候だ。

「お母さん、また、お兄ちゃんが二宮さんのこと、口走ってるよ～」

　妹、いらんことを母親に報告せんでいい。

　俺がメルトを助ける義理はない。

　あいつは俺の二宮への告白を邪魔した犯人で、俺を奴ど隷れいのように使役しやがった。

　だから、会長がちゃんと俺と二宮との仲を取り持ってくれるなら、俺はそれに乗る。

　でも、生徒会が俺の意に反することをしたなら、敵の敵の味方をしたっていいよな。

　そして、夜中の二時、俺は初めて攻撃魔法の使用に成功した。

　あれ……恋禁術って恋してると使えないはずなんだよな。

　どうやら、一時的に恋より先に護まもらないといけないヤツができたみたいだな……。



　翌日。

　メルトは俺を迎えに来なかった。

　一人で学校に行くと、メルトが先に来ていた。

　俺たちは何もしゃべらなかった。

「あれ、お前ら、別れたのか……」

　武たけ田だがまた性懲りもなく、くだらないことを聞いてくる。

「付き合ってもねえよ」

　休み時間は何もやることがなかった。俺おれ、あいつにずいぶん時間をとられてたんだな。

　昼は珍しく、俺は食堂に入った。

　メルトの弁当のほうが何倍も美う味まかった。



　そして、放課後、俺は素直に生徒会室に向かう。

「ごきげんよう、金かな沢ざわさん、来ていただいて光栄です」

　今日は会長は一人でお茶を飲んでいる。首元には水晶のネックレスがかかっている。

　部屋には例のラプサンスーチョンのいぶしたような匂においが漂ただよう。

「メルトのほうに行くとでも思いましたか？」

「まさか。金沢さんが二にの宮みやさんへの恋愛に真剣なことは……その……押し倒した時のことでよくわかりましたから」

　会長は顔を赤らめて、言葉を濁にごす。こっちもあれは黒歴史だ……。

「あの、もし、金沢さんに好きな方がいらっしゃらなかったら…………あの時、わたくしを…………選んで下さりましたか？」

「へ、変なこと言わないで下さい！」

　そんな仮定を持ち出されたら、はっきり否定する自信がない。だって、会長は名前のとおり、乙おと女めのように純真で……。

　会長は照れる俺を見て、くすくすと笑う。

「冗談ですよ。金沢さんは紳士ですから。だから、わたくしも少し強引ながらお手伝いをしようと思ったんです。――入ってきて下さい」

　生徒会室の奥の扉が、がちゃりとひらく。出てきたのは――

「――にの、みや……？」

「正解。七なな緒おだよ、金沢君」

　天使のような、いや、天使そのものの笑みを二宮は浮かべる。

「日ひの御み子こ会長から聞いたよ。金沢君と桜さくら木ぎさんは付き合ってたわけじゃないって」

「ああ！　やっと信じてもらえた！」

　冤えん罪ざいが晴れたよ、神よ！

「それでね……金沢君は、七緒のことが……好きだって……」

「二宮、やっと俺の気持ちにっ！　いや……会長、そんなことまで伝えたんですか？」

　うんうん、と会長はうなずく。

「これが生徒会流の恋愛推進法、通称『当たって砕けろ』作戦です」

「作戦でも何でもねえ！」

「でも、上う手まくいったみたいですよ。ね、二にの宮みやさん」

　その言葉に俺おれの目はまた二宮に引き戻される。

「ねえ、金かな沢ざわ君……こっちを向いて」

　二宮はどこかうるんだ目をしていた。

「ずっと、ずっと待ってたから。帰ってくるって、金沢君の言葉を信じて」

　俺の体の中を血が高速でめぐり始める。

　それって、もしかして……。

「七なな緒おは金沢君のことが――――――――好きです」

ＥＮＤ　　



　――と、これが小説だったら、ここで強引に終わらせてしまいたいくらいの感動で俺は打ち震えている。

　まだ、これが現実だという実感がない。

　ほっぺたをつねってみる。痛い。

　髪の毛を引っ張ってみる。痛い。

　夢じゃない。事実、真実、現実。

　もう、このまま死んでもいい。

「ねえ、金沢君の口から、聞かせて。金沢君は、七緒のことをどう思っていますか？」

「二宮、俺もお前のことが、す、す…………」

　これで俺の長い旅も終わる。

「す、す、す…………すキャアアアアアアアアアアアアアア、グアアアアアッ！」

　全身の細胞にありえない痛みが走った！

「ぎへっ！　ひれっ！　あひぃ！」

　その場で倒れて、「宇宙の電波を受信してます」とでも言うような動きをする俺。

　この地獄の一番深いところで受ける苦しみみたいなダメージは【怖愛こわいの枷かせ】！

「ねえ、金沢君、どうしたの？」

　二宮が心配そうに聞いてくる。

　そりゃ、目の前でばたばた転がってたら心配になるよな。

「七緒は真剣なの。遊んでないで答えてほしいな」

「いや、遊んでいるわけじゃ……。ほら、俺の気持ちは会長から聞いたよな……？　それで今日のところは……」

「そんなの、ずるい！　七緒も勇気出して言ったんだから！」

　だよな。「その件は会長からお話があったはずです」なんて告白、ありえない。

　だけど、俺おれは「好き」と言えない体なんだ……。

「ねえ、金かな沢ざわ君は七なな緒おのこと、好きなの、それとも嫌いなの？」

　泣きそうな目で俺のことを見る七緒。

　決まってるだろ、大好きだよ。

　だけど、それは命と引き換えかもしれないんだ。くそ、なんて絶望的な二択だ！

「ほら、早く、好きと言ってしまって下さいよ、金沢さん」

　会長がせかしてくる。いや、会長、【怖愛こわいの枷かせ】があるんですよ……。

　ん……？　会長のネックレスがどこか光っているような。

　でも、俺は会長に意識を向けてはいられなかった。

　二にの宮みやは、そっと腕を広げて、俺を包むように抱きしめてくる。

　花の匂においがふわりと漂ただよう。

「ねえ、金沢君、もう桜さくら木ぎさんのことなんか忘れてよ」

「二宮……」

「別に桜木さんは負けても不幸になんてならないよ。ただ、普通の女の子に戻るだけ」

　二宮の声と花の香りが混ざり合う。

　きっと、これは人生最大のチャンスなんだろう。

　この機会を逃したら、二宮と付き合うなんて二度とできないかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      　最後の二にの宮みやの言葉で結論が出た。

「二宮、ありがとう、これが俺おれの答えだ」

「金かな沢ざわ君……」

　俺は二宮の瞳ひとみの奥の奥を見つめる。

　こんな目で二宮と見つめ合うのは人生で最後かもしれないから。

　二宮の瞳の奥に、メルトの顔が浮かんだ。

「ごめんな、二宮、俺、今回は友情を選ぶしかない」

「えっ？」

「――鬼き魅みの眷けん属ぞくよ、哀あわれなる迷い子を連れてゆくなかれ……ここより消え去れ、クソ魔法使い！」

　俺は胸の前で小さく×の印を作る。

　会長の水晶のネックレスに小さなヒビが入る。

　そして、水晶はぽろぽろと崩れ落ちていく。

　中から一枚のバラの花びらがこぼれた。

　その途端、二宮の意識がふっと途絶える。

「やっぱりな。こういうオチかよ、あの極悪魔法使い」

「え……金沢さん、今のどうやって……」

　相当びっくりしたのか、会長は目を白黒させている。

　俺は静かに二宮をロココ調のソファに寝かしながら言う。

「できれば、そのまま騙だまされたい気持ちもあったんですけど、二宮に抱きつかれて、バラの匂においをかいで萎なえました。だって、俺を殺しかけたゴロツキと同じ匂いなんですよ。あと、ずっとメルトに贈ってたバラも同じ匂いだし」

　会長は取り乱して、くちびるも紫色になっている。

「すいません……わたくしなりに金沢さんのことを応援しようと思ってやったのですが……やはり、こんなことは間違いでしたね……ごめんなさい！」

　深く、何度も頭を下げる会長。

「謝るのなら、二宮に謝って下さい。俺は別にいいです」

　会長の一生懸命さがどこかピント外れなのは経験済みですから。

「――それより、共犯者のほうに俺はムカついてます」

　あの魔法使いが手を貸さなければ、そもそもこんなことは起こらなかった。

　あいつ、人の純真な気持ちにつけこみやがって。

「本当にあいつは恋愛素人しろうとですね。これが恋だなんて認められるわけないだろ！」

　メルト、やっと恋れん禁きん術じゆつ師しの存在意義がわかったぞ。

　こういう勘違い野郎の性根を叩たたきなおすために恋れん禁きん術じゆつはあるんだ。

「会長、ちょっと余計な趣向をこらしたバカを殴りに行ってきますね」

「ダメです！　わたくしたち素人しろうとが行ってもムダです！」

　俺おれは壊れた水晶のネックレスを指差す。

「俺は素人じゃない――恋れん禁きん術じゆつ師しです」



　足を前へ前へと動かす。

　一刻も早く、決闘場所の屋上に行かないといけない。

「野の々の市いちのヤツ、素直にメルトを助けに行けって言えよな」

　あいつは魔法使いでもない素人は手を出すなと言った。

　そして、俺のことを「新米恋禁術師」と呼んだ。

　だから、俺は師匠を助けにいかないといけない。恋禁術師として。

　まあ……魔法使いにぶっ殺されるかもしれないけどな。

　階段を駆け上がる。三階くらいで息が切れる。けど、足は止められない。

　足がもつれ始めたところで、階段をあがっているメルトに追いついた。

「よう。久しぶり」

「久しぶりって、あんた、生徒会はどうしたのよ？」

「二にの宮みやまで操ってたような連中の味方なんてできるか」

「あの魔法使い、二宮さんにまで……」

　これにはメルトの顔もくもる。

「新米恋禁術師として加勢に来た。一緒に色恋野郎をぶん殴るぞ」

「だ～か～ら～、足手まといだって言ってんで――」

　俺はメルトの両肩にぽんと手を置く。

「な、何よ……」

「お前は俺の前だと【破は恋れんの斧おの】だって唱となえられただろ」

「そ、そうだけど……あれは……別にあなたのことなんて、な、何も……」

　どうして照れてるんだ、こいつ？

「お前は人助けの時、普段以上の力を発揮できる。俺のせいで恋れん禁きん術じゆつが使いにくくなるデメリットなんかより、そっちのほうが大きい。俺がお前の燃料になる」

「もう、いいわよ！　ワタシのことなんて放ほうっておいてよ！」

　もう、口で言ってもわからないみたいだな。

　俺はメルトの手を無理矢理に握る。

「ちょっと、何するの――」

　自分の力がメルトに流れる様子をイメージする。

　ぐっ――。力が体からすっぽり抜ける。

　やっぱ、きついな、これ……。

「や、大和やまと……今の……」

「『友情契約』。俺おれとお前は残念ながら友情で結ばれてるんだよ！　先にお前だけ恋愛して勝ち逃げなんて許さないからな！」

　メルトは、まるで変な外国語で話しかけられたみたいに硬直する。

　だけど、それから口がへの字に歪ゆがんで、涙が目のふちにたまってきて、怒った顔になって、そこに笑顔が入って、もう一回怒りでかき消して、また笑って、また怒って、また笑って……にらめっこみたいになって……。

　最後にメルトはぷいっ！　と横を向いて、

「もう！　好きにしたら！」

　と言った。

　怒ったように見えて、その顔は笑っていた。

　じゃあ、後は屋上に行くだけだ。

「『いっせーの』で行くぞ。師匠と助手の共同作業だ」

「うん！　あとで魔法使いも一緒に殴るわよ」

　俺たちは金属の重い扉を二人でひらく。

「「いっせーのー！」」



　屋上には一足早く、悪の魔法使いが待っていた。

　意外や意外、そいつは俺の高校の制服を着ていやがった。

　しかも、初対面でない人間がいたんだから、驚きだ。

【貴公子】、速はや星ほしクレハ。

「どうして、お前が？」

「どうして、先輩が？」

　俺と速星の声が重なる。

「おかしいな、先輩、振られたんじゃないんですか？　しぶとい人だなあ」

　速星はあきれたという顔をしている。

「くどいようだが、俺とメルトは付き合ってねえよ。師匠と助手――だった関係だ。俺が好きなのは……お前もよく知ってるだろ」

「その二にの宮みやさんをプレゼントしたのに、先輩は拒否したじゃないですか」

　水晶割れましたよね、と速星は苦笑いする。

「あの水晶、高いんですよ。会長が買ってくれますけど」

「ふざけるな！　二宮をひどい目に遭あわせやがって！」

「これだけのことで、彼女と付き合えるチャンスを無視したんですか？」

　本気でわからないという表情になる速はや星ほし。

「あんな人形みたいな二にの宮みやと付き合ってもうれしくないだろ。恋愛って、お湯を入れて三分で完成ってもんじゃないんだよ！　付き合うまでのトラブルもすれ違いも全部ひっくるめて恋愛だろ？」

「いかにも女の子と付き合ったことのない人の恋愛哲学ですね」

　こいつ、一言でぶった切りやがって……。

「そんなこと言ってたら、たくさんの女の子と付き合えないじゃないですか。それ、人生損してますよ。せっかく、会長もその気になってたのに。もったいない」

　なんで、会長がその気になるんだよ、意味不明なこと言うなよ。

　メルトなんて今の話だけで、すぐにでも殴りに行きそうな勢いだぞ。

「お前こそ、どうしてメルトを狙ねらう？　世界でも有数の彼女に向かない人間だぞ」

「だから、ですよ」

　速星は女性が転んでしまいそうな甘いマスクで笑う。

「彼女くらいすぐに作れますよ。でも、それじゃ面白くないでしょ。人間、高い山に登ったら、より高い山を踏破したくなりませんか？　この二年間、ボクは高校に入る前から桜さくら木ぎさんを狙っていたんです。しかも恋れん禁きん術じゆつ師しという話まで聞いた。敵対する恋禁術師を自分のものにする、これは運命だとしか思えません！」

　ここにも勝手に運命を解釈するバカがいるぞ。

「メルト、お前と同類だ」

　と、腕をつついて小声で言ってやる。

「あんなのと一緒にするな。ったく、こういうのがいるから恋愛は嫌なのよ！」

「さて、ご紹介が遅れました。ボクは速星クレハ。魔法使いです。このたびは、恋禁術師の桜木メルトさんをいただきたく参上いたしました」

　速星は左手を胸に添そえて、執事のようにうやうやしくおじぎする。

「恋禁術師、桜木メルト。決闘に応じて来たわ」

　そのやりとりだけで、その場の空気が変わる。

　もう、ここはただの屋上じゃない。魔法使い同士の決闘の舞台だ。

「もっとも、桜木さんは恋れん禁きん術じゆつは使えないようですが、どうなさるおつもりで？」

　速星はにやつく。

「ワタシには師匠から教わった空手も柔道も柔術もあるわ！」

　もはや恋禁術師でもなんでもないが、打つ手があるだけマシか。

「あんたこそ、人心操作系の魔法使いでしょ？　ワタシみたいな強い信念の持ち主にはろくに魔法が効かないはずだけど？」

　確かに、二宮やゴロツキを操る労力の十倍はかかりそうな気がするが……。

　だが、速はや星ほしは、くっくっくっ、と人を舐なめた笑いを続ける。

「確かに気の多い人、気の弱い人のほうが操りやすいです。けれど、ボクはこう見えても努力家なんですよ」

「わけのわからないこと言うな！」

　メルトが握り拳こぶしを作って攻めかかる。

　もし、肉弾戦に持ち込めば、やわな魔法使いくらいイチコロだ。

　――持ち込めたらの話だけどな。

「先手ならこちらが取っています。桜さくら木ぎさん、あなたはもうボクに惚ほれています」

「そんなこと言ってられるのも、あと三秒よ！」

　一方、速星は笑ったまま、一歩も動かない。

　かといって、その場でファイティングポーズもとらない。

　あんな体勢で殴られたら一撃ＫＯだ。

　あいつ、本気でメルトが自分に惚れていると思っているのか？

　そして、メルトの拳が飛んでくる直前――

　速星はバラをメルトの顔の前に差し出した。

　一輪のバラを。

「あれ、体が……動かない？」

　それだけでメルトの拳はぴたりと静止してしまう。

「一か月、バラを贈り続けてきましたからね」

　速星はおもむろにメルトに近づき、その顔を撫なでる。

「きゃっ！」

「嫌なら嫌と言って下さいね。ボクはフェミニストなんで、女性の嫌がることはしませんよ。ま、無理でしょうけど」

「お前、メルトに何をした！」

「ふふ、ボクが毎日贈っていたバラには微量の催眠作用が含まれていましてね。だんだんと理性が削られるという仕組みです。ねえ、桜木さん？」

　メルトの顔から首筋にかけて速星は指を這はわせていく。

「や、やめて……」

　と、メルトは弱々しく言うのがやっとで……。

「このバラには『速星クレハに服従しろ』という暗示がこめられています。毎日コツコツ続ければ、このとおり」

　まるで、商品の宣伝のような口ぶり。

「この力でボクのご先祖はフランス王を篭ろう絡らくして、国政を牛ぎゆう耳じったそうですよ」

　速星の青い目がいやらしそうに光る。

「ど、どうなってるの？　体がちっとも……動かない……」

　メルトの声もだんだんと不安を帯おび始める。

「じゃあ、動かしてあげますよ――ひざまずけ」

　魂が抜けたように、その場にあっさりとメルトは膝ひざ立ちになる。

「次に、そのリボンをほどけ」

　首もとのリボンが解かれ、首のあたりが大胆にひらかれる。

「お前、こんなところで何する気だよ！」

　たまらず俺おれは叫んだ。

「これは魔法使い同士の戦いです。素人しろうとに参加権はありません」

　速はや星ほしは俺の目も見ずに答える。

　わかったよ。

　じゃあ、参加権があることを教えてやる。

　俺は胸の前で×印を作る。

　恋愛を操る邪悪な者を憎む心を呪じゆ文もんと共に中心に集めていくイメージ。

　その心を敵にぶつけるイメージ。

「俺は素人じゃねえ！　色ボケ野郎、この炎で燃え尽きろっ！　【嫉しつ火か砲ほう】！」

　俺の手から火の玉が発射される。

　野球のボール程度のサイズだが、贅ぜい沢たくは言ってられない。

　狙ねらいはもちろん色ボケの魔法使いだ。

　だが、その火の玉はどこからか出てきたテニスラケットにあっさりと受け止められる。

　おい、お前、明らかに手ぶらだっただろ！　つか、あんな網状のもので防げるのか？

「魔法使いとはそういうものなんです。そんなことより――」

　速星はさっと鬼のような表情に顔を豹ひよう変へんさせて、こちらを見る。

「先輩、恋れん禁きん術じゆつ師しだったんですか？」

「ああ、超新米だけどな。さすがに一いち夜や漬づけで成功するわけないか」

　さらに速星が恐ろしい形相に変わる。

「一夜漬けで火球？　ふざけるな。ただの平民風情ふぜいが、そんな奇跡起こせるわけが……」

「――才能よ」

　速星の集中力が切れたのか、メルトの顔にわずかに理性の色が戻る。

「大和やまとには神に祝福された才能があるの。しかも一番煩ぼん悩のうがおっきくなる思春期に徹底して女断ちをしてきたの。無意識のうちに修行までしてたってわけ――」

「黙れ」

　また、メルトの顔から意志の光が抜ける。まさに電源をオフにしたみたいに。

「桜さくら木ぎさん、少しじっとしていて下さいね。ご心配なく、『息をするな』なんて無む慈じ悲ひな命令はしませんから。先に済ます用事ができたもので」

　そして、残忍な顔がこちらをにらみつける。

　そうだ、電話の主はきっとこんな顔をしてたんだろうよ。

「さて、先輩。神聖な決闘に手を出した大罪、どうやって償つぐなってくれます？」

「お前は神聖な決闘で敵の女の服を脱がすのか？」

「黙って下さい。すぐ殺します。いや、いたぶって殺しますね」

　速はや星ほしは手を後ろにやると、さっとテニスのボールを取り出す。

　相変わらず、どこに用意してるんだよ。手品師。

　そして、速星は俺おれを凝視したまま、ボールを打った。

　その途端、ボールは物もの凄すごい速度で俺に向かって飛んできた。

「げっ！」

　俺はなんとかかわそうと体をひねる。

　――その瞬間、あいつの目に魅み入いられた気がした。

　そして、ボールはありえない方向にぐにゃりと曲がり――俺の腹に直撃した。

「ぐえっ！」

　うめき声もあげられずに、吹き飛ぶ。あんなの何度も食らえば、内臓が破裂する……。

「攻撃魔法はあまり得意じゃないんですが、仕方ないですね」

　この威力で「得意じゃない」ってのかよ……。

　次のボールは俺の右足をつぶす。

　この調子で足を集中して狙ねらわれればすぐに動けなくなる……。

　何か、防御の恋れん禁きん術じゆつは……と考えている間に左腕にボールが直撃した。

　初心者なので、落ち着いた局面でないと恋禁術が使えない。

　だが、落ち着ける時間なんて実戦であるわけがない。

　これは失敗したかな……。

　俺はどこかで舐なめていた。

　戦争を知らない俺は命を懸けるということの重さを測りかねていたのだ。

　いや、後悔は後でするものだ。

　今は戦争の最中だ。

　生きて帰ればそれでいい。

　どうして、俺はここに来た？

　別に自分の力で勝てるなんて思い上がりはなかったはずだ。

　そうだ、俺はメルトの力を引き出すために来たのだ。

　また、右足にボールを受けて転ぶ。もう、歩けなくなるまでそう時間はない。

　――だとしたら、チャンスは今しかない。

　こんなことを言うのは恥ずかしいけれど、迷っていられない。

　それに、俺おれ、助手だし。

「さて、そろそろくたばりますか、先輩」

　タイムアップだな。俺は叫ぶ。大声で。大声で！



「師匠！　メルト！　助けてくれ！」



　直後、メルトの目に意志の光が灯ともり――速はや星ほしのボールを右手ではじき飛ばした。

「はぁ、はぁ……ワタシの助手に手を出すんじゃないわよ……」

　あわてて速星から距離をとるメルト。意識が完全に戻ったな。

　速星のほうもなかば呆ぼう然ぜんとしている。

「どうして八級恋れん禁きん術じゆつ師しが術を完全に振りほどけるんですか？　操られた状態では感情を魔力に変換することもできないはず！」

　寝起きのメルトの代わりに答えてやる。

「メルトはな、人を護まもろうとする時だけ、すごい力を発揮できるんだよ！」

「人を護るため？　そんなの恋禁術師じゃない！」

「そうかもな。メルトは恋れん禁きん術じゆつの才能はないけど、別の魔法の才能はあるんだよ！」

　心なしか速星から余裕がなくなっている。

　よし、少しは挽ばん回かいできたようだ。もっとも見事な劣勢は変わらないけどな……。

「ちょっと！　ワタシは正義の恋禁術師よ、これはあくまで恋禁術！」

　メルトも元気になっているようでよかった。少なくとも人数は２対１だ。

「速星クレハ、あなたは、決闘の前から事前にワタシを操る下準備をしていた。もはや、これは正式な決闘の体ていをなしてないわ。おとなしく手を引きなさい」

　速星は舌打ちをした後、

「もう、今更、後には引けませんよ。まず、助手には死んでもらいます」

　またボールが出てくる。

　しかも今度はバラの枝でくるまれたボールだ。

　もちろんトゲだらけだ。

「このトゲにはベラドンナという植物の毒を塗っています。無論、死に至るほどのね」

　げ……こちらには防御手段も何もないのに……。

「ちなみにベラドンナはイタリア語で『美しい女性』を意味するんですよ。せめてもの情けに、この毒で殺してあげましょう。逃げてもどこまでも追いかけて、胸を刺す！」

　じぃっと、魔法使いはこちらを凝視する。

「やめて！」

　メルトの叫びなど構わず、速はや星ほしはボールを打つ。

　だが、ボールは視界からすぐに消えた。

　白い霧のせいで。

「【悔かい恨こんの霧】！」

　お、初級魔法はちゃんと成功したらしいな。――ただ、屋上のどこにいるかもわからないくらい、猛烈な霧が出る呪じゆ文もんじゃないはずだけど……。今のメルトが唱となえれば、威力も十倍くらいになるってことか。

　けれど、霧に壁の役目まではできないはずだぞ……。

　しかし、ボールは飛んでこない。

「どこだっ！」という速星の声が響くだけ。

「やっぱりね。対象に当てたいって意志だけで追跡する弾なんてありえない」

　どこかからメルトの落ち着いた声が聞こえてくる。

「メルト、どういうことだ？」

「あいつは当てたいヤツを目で追っていたの。つまり、細かいコントロールは視覚でつけていたってこと。あいつ、あなたにボールを当てる時、にらみつけてなかった？」

　つまり、視界がゼロになれば狙ねらいはつけられない。

　メルトの声はどうやら事実を告げているらしい。

「でも、そんなこと、咄とつ嗟さによくわかったな」

「偶然よ！」

　なんだか、危なっかしい答えが戻ってきた……。

「だって、毒入りの武器を自由に操れるなんて、ずるいにもほどがあるでしょ。それならもっと有名な暗殺者として名前が通ってるはずよ」

　近いのか、遠いのかもわからないところで、師匠と助手は会話する。

　以心伝心にはほど遠いが、少しは師弟っぽいか？

「大和やまと、一気にカタをつけるから手伝って！」

　そして、正式に協力要請が来た。

「今、ワタシ、すごく調子がよさそうなの」

「そりゃ、その【悔恨の霧】見ればわかるよ」

　間違いなく、過去最高に脂あぶらが乗ってる状態だろ、これ。

「で、どうやって手伝うんだよ？」

「挟み撃ちにするの。あなたも攻撃魔法使えるでしょ、【嫉しつ火か砲ほう】が。ワタシも同時に殴りかかるわ」

「やっぱり肉弾戦かよ！　お前、飛び道具はないのかよ！」

「うっさいわね！　鋭意製作中よ！　ないものはないの！」

　ま、今あるもので戦うしかないわな。

「くそっ！　どこだ！」という敵の声はきっちり響くが、すぐに攻めてくる気配はない。

　ただ、こちらも速はや星ほしの居場所がわからないんだけどな。

　今なら【嫉しつ火か砲ほう】を使えるかもしれない。が、うかつに使えば場所を特定されかねないし、メルトにも当たりかねない。

　ならば接近戦か。だが、近づけば敵もこちらが視界に入る。毒入りデッドボールが飛んでくる。俺おれの攻撃が外れたらメルトの加勢を頼るしかない。

　――つまり、メルトを信じて命を懸けろってことだな。

　やってやるよ。

　俺はメルトの助手だ。文字通り、メルトの手助けをしてやる。

　霧がかすかに動いている、波打っている。

　俺はその先をたぐる。

　霧を払おうと速星がラケットを振り回していた。

　あえて、俺は速星を呼ぶ。メルトに場所を教えるために。

「速星、ここだっ！」

　速星と目が合う。

　すでに俺は心を集中させている。恋れん禁きん術じゆつのために。

　消費する感情は半分は二にの宮みやに手を出したことへの怒り。

　もう半分はなぜか……メルトに手をかけようとしたことへの嫉しつ妬と。

　なんで嫉妬なんだよと思うが、そうだったんだから仕方ないだろ。

「食らえ！　【嫉火砲】！」

　いくら、あいつでも、この至近距離なら……。

　だが、正面からの火の玉はラケットに防がれる。

　わずかに後ろを振り返った後、速星は「勝った」と言う。

「桜さくら木ぎさんは来ていません。残念でしたね」

　もう、手にはバラのボールがある。

「これで死んでもらいますよ」

　それに呼応して、俺はこう言う。

「勝った」と。

「負け惜しみを」

「なあ、速星、俺から後光が差しているのが見えないか？」

　俺はゆっくりと体をそらす。

　速星よ、お前にも見えるだろ、俺の後ろにいらっしゃる恋れん禁きん術じゆつ師し様が。

　そして、俺の左手はメルトの手とつながれている。

「メルト、俺おれが出せる力、全部やる。一撃で倒せ」

　俺はメルトに残った力をすべて注そそぎ込む。『友情契約』だ。

「見せてやれ、俺とお前の共同作業！」

　俺はその場で膝ひざをつく。でも、かまわない。

　これで勝負は決まるからだ。

「任せて。ワタシたちの『友情』の強さ、思い知りなさい！」

　速はや星ほしが、「まずい」という顔をした時にはもう遅い。

「恋愛がどうとかの前に、人殺しなんてダメ、ゼッタイっ！」

　放たれた弾丸のように、メルトが拳こぶしを突き立てて、疾走する。

　もちろん炎で包まれた拳でな。



「あなたなんて、燃えちゃえっっっ！　【破は恋れんの斧おの】！」



　魔法使いの額ひたいにグーパンチが直撃する。

　その一撃は速星をフェンスまでぶっ飛ばし――

　ぐうの音も出ないくらい、完かん璧ぺきに沈黙させた。

　メルトの勝利。

　いや、俺たちの勝利、でいいよな。

「やったな」と俺はコンクリートの上に大の字に転がって言う。

「やったわね」とメルトが視界の奥で笑っている。

　師匠と助手は霧の中で久しぶりの再開を果たす。

「ありがとう、大和やまとのおかげで勝てた！」

　メルトは子供みたいにはしゃいでいる。まあ、こんな時くらいはしゃいでもいいよな。

「だって、俺はお前の助手なんだからな」

　ちょっとかっこつけすぎたか、今のは？

「大和、力あげるね」

　中腰になってメルトは俺の手を握る。

　メルトの力があいつの手からゆっくりと流れてくる。いや、これはもともと俺の力だったものだろうか。

「これって、あげてるのかな、戻してるのかな？」

　メルトも似たことを考えていたらしい。

「どっちでもいいよ。俺のものはメルトのもの。メルトのものは俺のもの。俺はメルトで、メルトは俺。友情ってそういうものだろ？」

「ま、そうかもね」

　倒れてる俺おれと中腰のメルトは一緒になって笑う。

「なんか、お前のこと、少しわかった気がする」

　俺はしみじみと視界の先をながめながら思う。

「たとえば、何？」

「……………………パンツの柄とか」

　倒れてるせいで、この角度だとよく見えるんだ。

　いや、完全な不可抗力だぞ。

「っ！　このヘンタイ！」

　怒ったメルトは思い切り俺の力を吸い取りやがった！

　そんな、俺のせいじゃないし……あ、あ、あ…………。

　そのまま、俺の意識は消えていった。



    

  
    
      エピローグ



    

  
    
      
エピローグ



「あれ、ここは……」

「お。やっと目が覚さめたな、金かな沢ざわ」

　武たけ田だが「二時間目から寝てたぞ」と言ってくる。

　どうやら授業中に居眠りしていたらしい――あれ、そうだっけ？

「ほら、寝すぎるから彼女も心配してるぞ」

　また武田が冷やかしてくる。お前は静かにギャルゲーでもしてろよ。

　でも、「彼女」って誰だれだ？　メルトとは違うとさんざん言ったのに。

　武田の目は俺おれの隣の席に向いている。

　ま、まさか二にの宮みや？

　軽くウェーブのかかった流れるようなその髪の女の子は――――

「もう、どれだけ寝てるの！　授業サボったらダメじゃない！」

　――髪に軽くウェーブをかけたメルトだった。

「ところで、大和やまと、髪型ちょっと変えてみたんだけど……似合うかな？」

「ああ、その髪型もよく似合う――って、なんでお前が彼女なんだよ！」

「ひっどーい！　一緒に共同作業だってやったのに！」

　メルトは本気でぷんすか怒っている。共同作業って、あれはそういう意味じゃないだろ……。つか、今日のメルト、なんかおかしいぞ。

「ねえ、武田君、どうしたらこのバカは彼女って認めるかな？」

「そこは、やっぱりキスじゃね？」

「そうね、大和、ほら、目を閉じなさい」

「ちょっと待て！　お前、恋れん禁きん術じゅつ師しじゃ――」



☆　☆　☆



　目をあけると、目の前にメルトの顔があった。

「「わっ！」」

　声をシンクロさせて、飛びのく俺たち。

「夢か……なんかろくな目覚めをしたことがないな、最近……」

「何よ、保健室まで運んであげたのに、その言い草」

　そういえば、ここは保健室のベッドだ。

　気を失った後、メルトに連れてこられたらしい。

「ありがと――って、お前に殴られて意識なくしたんじゃ……」

「男なら、細かいことにこだわるな！」

「いや、損害賠償に関かかわる。あと、その『男なら』っていうのは、セクハラだぞ」

「いいじゃない。今日で助手も最後なんだから」

　最後。そう言われると、憎まれ口も言いにくくなった。

「はい、これ、あげる」

　メルトは俺おれの前に高そうな和紙を突き出す。何これ、書状？



認定証　金かな沢ざわ大和やまと

　　右の者を初級恋れん禁きん術じゅつ師しとして認める。

　　二○××年　六月八日　八級恋禁術師　桜さくら木ぎメルト



「認定証。初級なら八級のワタシでも認定できるから。

　長いこと、助手、ありがとうございました」

　メルトは笑顔で俺におじぎをした。少しだけ悲しげな表情の混じった笑顔で。

「それじゃあね。【怖愛こわいの枷かせ】は必ず解いてあげるから。あと二にの宮みやさんは操られてた時の記憶はないはず。安心して」

「おい――」

「ワタシね、本当のこと言うと、もうダメだと思ってたんだ。自分は恋の魔法使いに負けて、恋愛をさせられて恋禁術師じゃなくなっちゃうって」

　メルトの猫目が大きくひらかれて、まんまるになる。

「だけど、大和はワタシをクレハに無理矢理勝たせてくれちゃった。ありがとう、心の底からありがとうっ！」

　おい、らしくないこと言うなよ。

　これが最後の別れになるみたいじゃないか……。

「ワタシ、恋愛はやっぱりダメだと思う。クレハみたいなのもたくさんいるし。だけど、もし大和みたいなのとなら、恋も悪くないかも…………な、なんでもない！」

　水を嫌がる猫みたいに、首をぶんぶん振って、

「頑張れ！　大和なら二宮さんを恋愛で幸せにできると思う！」

　逃げるように保健室を出ていった。

　いや、逃げたんだ。

　俺が二宮といられるように。



　翌日。教室に入ると、机の上に会長の詫わび状（速はや星ほしクレハは二週間の自宅謹慎らしい）と五十万円分の商品券が置いてあった。いや、この額は高校生にはダメだろ……。

　後で返しに行くか。顔を合わせるの気まずいけど……。

「おはよ～、みんな～！」

　と、元気に登校してきた二にの宮みやには昨日の記憶はないようだった。

「おはよう」と返すクラスメイトに合わせて、俺おれも「おはよう」と返す。

　それと、無言で登校してきたメルトには俺は何も言わなかった。

　お互い、「おはよう」なんて言わない、ただのクラスメイトなだけの関係。

　これでいいんだ。メルトとの件は夢のようなものだったのだ。

　そして新規スタートの効果は早速やってきた。

「ねえ、金かな沢ざわ君、お昼休み、裏庭に来てくれないかな？」

　二宮に呼び出されたのだ、俺は。



　二宮が出て行って二分後に俺は教室を出る。

　なんだろう、まさか本当に告白？

【怖愛こわいの枷かせ】は相手から告白される分にはペナルティはないはずだ。いよいよ、俺も二宮と…………!?

　二宮は真剣な表情で俺を待っていた。

「何かな、二宮？」

「金沢君、七なな緒おは金沢君のことを――――――――――――――――」

　俺は胸の鼓動が静まるように努力する。

　さあ、二宮、来てくれ。どんな言葉でも俺は受け入れる！

「七緒は金沢君のことを――――――――――――――――見み損そこなった」

「へっ？」

　あれ……聞き間違い？　なぜ、真逆のことを言われてるんだ、俺……。

　むっ、とした顔で二宮は俺のことを睨にらみつける。

「金沢君、桜さくら木ぎさんの助手辞めたでしょ。どうして？」

「でも、あれはメルトのほうから破門してきたんだ。俺がいると恋れん禁きん術じゆつに集中できないからって」

　あれ、全部事実なのに、いかにも俺が悪そうな表現だぞ。もう少し言葉ないのか、「お互いにとって新しい出発を図るために」とか、そういうの。いや、これも離婚会見みたいだ。

「ふうん、じゃあ、その桜木さんの言葉を素直に信じたんだ。今日の桜木さん、ちっとも元気がなかった！　破門だって、そんなの本心じゃないに決まってるでしょ！　早く戻って抱きしめにいきなさい！　というか――――」

　二にの宮みやの顔が、きっ、と鋭くなる。

「金かな沢ざわ君、自分が辛つらそうな顔してるの、気づいてないの？」

　やっぱり、委員長はよく見てるよな。

　正直、平和すぎて物足りないんだよ。

　メルトのいない日常が。

「いい？　一度立ったフラグを折ったら、その子とは二度と付き合えないの。これ、ゲームの鉄則。だから、相手のことは全力で守り抜かないといけないの！　表の言葉の裏の裏の、そのまた裏くらい読みとってあげないといけないの！

　それにね、金沢君、クラスじゃないから油断して、ミスしてる」

　二宮は「ふふふ」とイタズラっぽく笑って、

「金沢君、桜さくら木ぎさんのこと、メルトって名前で呼んでるよ」

「あっ……これはだな……そのっ……」

　ああ、もう墓ぼ穴けつも墓穴、大墓穴だな……。

　俺おれとメルトは誠に遺い憾かんながら、下の名前で呼び合うくらいには親しいんだよ。

「それに、そんなうじうじしてる金沢君、七なな緒お、嫌いだな」

　それで答えは決まった。



　放課後。

　俺は旧茶道部室の戸を叩たたく。

「いったい、何の用ですか？　ここは正式に生徒会に認めさせた研究会ですけど――あれ、大和やまと？」

　他人行儀な顔でメルトは出てくる。

「入会希望で来た」

　俺は昨日恋れん禁きん術じゆつ師しからもらった紙を見せる。

「実は俺、恋禁術師なんだ。これがその認定証」

　メルトはその書状を受け取った後、意地悪く笑って、

「いいけど。最初はワタシの助手からやってもらうわよ？」

「いいぜ。助手経験は長いからな」

　俺は恋れん禁きん術じゆつ研究会に戻る。

　これは後退じゃない。

　前進だ。

　だって、二宮に嫌われる男になったら、オシマイだろ？

「早く、【怖愛こわいの枷かせ】解けよ」

「気が向いたらね」

　俺おれとメルトは気心が知れた仲みたいに笑い合う。

　あらためて、俺は右手を差し出す。

「よろしく」

　メルトも右手を差し出す。

「よろしくね」

『友情』で結ばれてる二本の手。

　師匠の右手は少し火傷やけどしそうになるくらい、熱かった。

Ｅｎｄ
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　私、森もり田たはラノベを書きだしてから、ずっと不満に感じていることがあります。

「さえない男子が急にモテモテでハーレムに!?」な話を書いている作家さんがことごとく、さえててイケメンで肉食系なんですよ!?

　全然さえない主人公と作者がキャラ違うやん、詐欺やん、これじゃモテない男子の自分みたいな人間はラブコメ世界ですら、モテてる男子に搾さく取しゆされてることになってまうやん。夢も希望もないやん。

　そこで私は決意しました。

　モテない人たちのためにモテない自分が真のラブコメを書こう、と。それで完成したのが、この『桜さくら木ぎメルトの恋れん禁きん術じゆつ』です。



　主人公の金かな沢ざわ大和やまとは初恋の少女二にの宮みや七なな緒おに告白を試こころみます。しかし、恋愛を破壊する魔法使い“〝恋れん禁きん術じゆつ師し”〟の少女、桜木メルトの恋禁術によって告白できない体にされて、大失敗。

　しかも、二宮との愛を貫つらぬくためにほかの女性から距離を置いて生活してきた大和は「恋禁術の素質がある」と言われて無理矢理助手にさせられて……そのせいで純粋異性交遊万歳、全校生徒の９割が恋愛できる学園に！　と宣言している生徒会長、日ひの御み子こ乙おと女めにまで目をつけられて……もう困ります、困っちゃいます、なお話です。まあ、読んでいただければわかると思います。立ち読みしている方はレジへ行きましょう。



　最後に謝辞を。

　素晴らしい挿絵を描いて下さったｎｉｎｏ様、誠にありがとうございます。メルトがかわいすぎて困ります。そりゃ、大和も恋禁術師の助手になるよって話です。いろいろとおかしい話にＧＯサインを出してくださった編集部の皆様、慈じ悲ひ深い心に深く感謝いたします。毎度ながらほかの作家さんの３倍くらいの労力を使わせてしまっている編集の笹ささ尾お様、ありがとうございます（１・５と書いてたら「３倍です」と訂正されました）。

　そして、この本を手にとって下さった皆様、本当に本当にありがとうございます。

　それでは、また次回でお会いしましょう。

森田季き節せつ



    

  
    
      　著者

　森田季節（もりた・きせつ）

　　１９８４年神戸生まれ、北陸在住。

　　第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて優秀賞を受賞。

　　青春18切符で貧乏旅行してたら大雨で山の中で電車が止まり、結局新幹線で帰りました。



　イラスト

　nino（にの）

　　はじめまして、頭文字が小文字の方のninoです。

　　紛らわしいですが宜しくお願いします。
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